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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　哀あい悼とう









　それは、かつて第だい六ろく太陽塔ツリーと呼ばれていたものだった。

　高さ八百メートルにまで及およんでいた白き塔は根元から切り倒たおされ、古代文明のビル群を押おし潰つぶしてできた瓦が礫れきを寝ね床どこに無残にも横たわっていた。今やコンクリートの切り株と化したその根元には、凶きよう獣じゆうの爪つめで引き裂さかれたかのような凄せい惨さんな切り口が刻まれていた。

　人じん智ちはおろか、至高の血族スプリームブラツドの智ちすらも及ばぬ所業……それを為なしたのが、たった一人の〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟だと知れば、その名を耳にしたことがある人間ならば戦せん慄りつと同時に畏い怖ふの念を、その名をよく知る至高の血族ならば得心と同時に畏い敬けいの念を抱いだくことだろう。

　第六太陽塔を破は壊かいした〝誉れ高き血統〟──ガルビヤス・ストーカーは、灰色の髪かみを夕焼けの赤に染めながら、一人、古代文明のビルが建ち並ぶ廃はい墟きよを歩いていた。

　ガルビヤスの全身は注視しなければわからないほどに薄うすい闇やみのオーラで覆おおわれており、そのオーラが至高の血族の天敵たる太陽の光からガルビヤスの身を護まもっていた。

　不意に、ガルビヤスは足を止める。

　目的地に、直径十メートルに及ぶ巨きよ大だいな穴の前にたどり着いたのだ。

　この大穴は、ガルビヤスの父であり、ストーカー家の主あるじでもある、ロドリオ・ストーカーが自決した痕あとだった。そして、肉にく片へん一つ残さなかった父の墓標でもあった。

　大穴の縁ふちに立ったガルビヤスは、狼おおかみを思わせるほどに鋭するどい双そう眸ぼうで底の見えない穴を見下ろす。奈な落らくの闇を見つめる赤い瞳ひとみには、どこか寂さみしげで、どこか悔くやしげで、どこか楽しげで……千言万ばん語ご程度では語り尽つくせないほどに雑多な感情が浮うかんでは消えていた。

　しばらくの間、大穴を見つめていたガルビヤスだったが、背後からこちらに近づいてくる足音が聞こえ、不快げに舌打ちを漏もらす。

「なんの用だ？　ランドルフ」

　振ふり返りもせずに、背後に立つ男の名を、くすんだ茶色の髪と口くち髭ひげを持つ中老の〝誉れ高き血統〟──ランドルフ・ストーカーの名を言い当てる。

　こちらに見向きもしないガルビヤスの態度に腹を立てたのか、ランドルフはその身を包んでいた深しん淵えんにして強大な闇のオーラを猛たけらせるも、すぐに息を吐はいて怒いかりとオーラを鎮しずめ、大穴の縁に立ってしばしの間黙もく禱とうする。

　黙禱を終えると、ランドルフは周囲に拡ひろがる、斬きり倒され、へし折られたビルの数々に視線を巡めぐらせ、誰だれともなしに呟つぶやいた。

「ここに来るまでは、人間どもが卑ひ劣れつな手を使って父上を亡なき者にしたものとばかり思っていたが……」

　ランドルフは視線だけをガルビヤスに向け、言葉をつぐ。

「この惨さん状じようは間ま違ちがいなく父上の闇闘技〝深黒の神風ニージエルテンペスタ〟によるもの。それはつまり──」

「クソ親父おやじは本気で戦い、敗れたことになるな。〝赤い剣鬼レツドオーガ〟に」

　ランドルフの言葉を遮さえぎり、ガルビヤスは断定する。喜びとも悲しみともつかぬ、凄せい絶ぜつな表情を浮かべながら。

「ところで、テメェはそんなくだらねぇ話をするためにここに来たのか？」

「ふん……我自らが報告に来てやったというのに随ずい分ぶんな物言いだな」

「報告だぁ？」

「そうだ」

　そう言ってランドルフは、ガルビヤスから大穴に視線を移し、淡たん々たんと告げる。

「斥せつ候こうからの情報により、クリアナ急きゆう襲しゆうの任についた者たち全すべてが討うち死にしたことが確かく認にんされた。……〝赤い剣鬼〟が健在であることもな」

「……そうか……」

　短く、やるせなげに、ガルビヤスは答える。

　クリアナ急襲作戦には、ガルビヤスの親友──ランス・ロランスも参加していた。ガルビヤスとランドルフの妹にして、ランスの恋こい人びとでもあるローラ・ストーカーの仇かたきを、〝赤い剣鬼〟を討つために。

　ガルビヤスが第六太陽塔を破壊する前に聞いた報告により、クリアナ急襲作戦の要かなめである太陽塔の破壊に成功したことは知っていた。が、そんなことよりもはるかに大切なことを、仇かたき討うちをランスが成し遂とげられなかったことが、やるせなくて仕方なかった。親友の無念を想おもうと、歯は嚙がみせずにはいられなかった。

「貴様が望むなら〝赤い剣鬼〟の命……くれてやってもよいぞ」

　ランドルフにしては珍めずらしい気き遣づかいの言葉に、ガルビヤスは思わず「はぁっ!?」と、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「おいおいどうした？　わりぃ血もんでも飲んだのか？　ぶっちゃけ気持ちわりぃぞ」

　歯に衣きぬ着せないガルビヤスの物言いに、ランドルフのこめかみに青筋が浮かぶ。

「貴様という男は……！」




「おや？　また喧けん嘩かですか？」




　不意に第三者の声が聞こえ、ガルビヤスとランドルフは揃そろって視線をそちらに向ける。

　第三者にして三人目の〝誉れ高き血統〟──ロッド・ストーカーは、慈じ愛あいに満ちた笑えみを顔に貼はり付け、小さくため息をつきながら二人に言う。

「毎度毎度よく飽あきませんね。正直、見ている僕の方が飽きてきましたよ」

　ロッドは青白い髪をサッとかき上げ、隣となりにいる、自分と同じ真白いカソックに身を包んだ従者に「貴方あなたもそう思いますよね？」と、同意を求める。大きな日ひ傘がさを持って太陽光からロッドと己おのれの身を護っていた従者は、雲上人に等しい〝誉れ高き血統〟たちを前にひたすら畏かしこまっているだけで、ロッドに同意する余よ裕ゆうなど微み塵じんもない様子だった。そんな従者の様子にロッドはわざとらしく肩かたをすくめ、ガルビヤスとランドルフに告げる。

「日の入りと同時に進軍を開始しようと思います。クリアナに着いてからは手筈どおりで構いませんね？」

　後半の言葉は、ランドルフに向けられたものだった。

「かまわぬ」

「ランドルフ兄さんが生理的に受けつけないと言っていた、僕の闇闘技コンフリクトを存分に振るうことになりますが、本当に構いませんね？」

「くどい。味方の我ですらおぞましさを感じずにはいられない闇闘技だからこそ、クリアナの人間どもを誅ちゆう戮りくするのに、うってつけだと判断したのだ」

「全く褒ほめられていない気がしますが、まあいいでしょう。ランドルフ兄さんに褒められても気持ちが悪いだけですからね」

　挑ちよう発はつするように、先さき程ほどのガルビヤスと同じ言葉を吐く、ロッド。もはや怒おこる気にもなれないのか、ランドルフの口から漏れたため息は、いやに重々しかった。

「まったく、どうして我以外の〝誉れ高き血統〟はこうも度どし難がたいのか……我とロッドは進軍の準備に入る。いつまでも父上の前で呆ほうけているようであれば、問答無用で置いていくからそのつもりでいたまえ」

　言うだけ言うと、ランドルフはガルビヤスの返事を待たずに、夜会服の上に纏まとったマントを翻ひるがえしてロッドのもとへ向かう。が、

「いいぜ。置いていかれてやるよ」

　視線を大穴に向けたまま、ランドルフに背を向けたまま、ガルビヤスは事もなげに言い放つ。

　足を止めたランドルフもまた、視線を前方に向けたまま、ガルビヤスに背を向けたまま訊たずねる。

「その言葉、どういう意味だ？」

「どうにも気が乗らねぇんだよ。テメェらだけで先に行ってろ」

「……ふん。気が乗らぬなら無理して来る必要はあるまい。もとより〝誉れ高き血統〟総出でやるような戦いくさではないからな」

　そう言って、ランドルフは再び歩き出し、ロッドとともにその場から去って行った。

　ランドルフたちの気配が完全に遠のいたところで、ガルビヤスはバツが悪そうに舌打ちする。

「あの野や郎ろうが、ここまで気ぃ遣うとぁな。今のオレ、そんなにヘコんで見えるかよ？」

　大穴に向かって語りかけるガルビヤスの双眸は、やはり、どこか寂しげで、どこか悔しげで、どこか楽しげで……千言万語程度では語り尽くせないほどに雑多な感情が浮かんでは消えていた……。








第一章　絡からみ合う因果









　西の地平が茜あかね色いろに染まる時分、クリアナを護る壁かべの上にエレベーターで登った十とお影えいは、眼下に拡ひろがるクリアナの街並みを眺ながめながら、ため息とともに愚ぐ痴ちをこぼす。

「オチオチ寝ねてもいられねえな」

　昨夜、至高の血族スプリームブラツドの襲しゆう撃げきを受け、第だい零ゼロ太陽塔ツリーを破壊されるという致ち命めい的てきな打撃を受け、さらには至高の血族の大軍が攻せめてくるという報を受けたことにより、クリアナ全体が騒そう然ぜんとしていた。

　至高の血族の大軍が攻めてくるという情報を隠かくし、再び襲撃があるということだけを説明して、民間人には第一街区にあるシェルターや各街区に設けられた避ひ難なん施し設せつに避難してもらうこととなった。もちろん各街区の避難施設と言っても、至高の血族が攻めてくる第四～第七太陽塔方面──北西方面にある街区を除いての話だが。

　先の襲撃は〝暁の英雄十影〟の活かつ躍やくによって退けることができたという情報とともに、次の襲撃までには第零太陽塔の復旧が間に合うという噓うその情報を流し、〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と第零太陽塔があるから大だい丈じよう夫ぶだという認識を刷り込ませたことにより、滞とどこおりなくとまではいかないまでも、大きな騒そう動どうを起こすことなく民間人の避難を完かん了りようさせることができた。好こう奇き心しんに駆かられたのか至高の血族を一目見ようと隠れ潜ひそんでいた者や、避難指示を無視して家に居残ろうとした者もいるにはいたが、生体センサを導入した徹てつ底てい的な避難誘ゆう導どうにより、民間人に関しては一人も取り残すことはなかった。

（むしろ心配なのは兵士の方、か）

　下界を見下ろす双眸を細めながら、心の中で独りごちる。民間人とは違い、全ての兵士には至高の血族の大軍が迫せまっていることが伝えられている。だからこそ、至高の血族を迎むかえ撃うつ準備をすすめる兵士たちの多くは、その表情に絶望の陰かげを落としていた。

　迫り来る至高の血族の数が十万を超こえているのに対し、こちらの数は、エクイテス、クストス、さらには訓練兵を足しても二万五千にも届かない。数字だけを見れば四倍程度の差で済んでいるが、これに個々の戦せん闘とう能力の差を加味すると……クリアナと至高の血族との戦力差は絶望的と言わざるをえなかった。絶望するなという方が無理な話だった。

（絶望のあまりパニックに陥おちいった兵士が予想よりも少なかったことが、唯ゆい一いつの救いだな）

　そんなことを考えながら、十影はのんびりとした歩調で壁へき上じようの回かい廊ろうを歩いていく。壁の厚さが十五メートルにも及およぶため、落下防止のために築かれた塀へいと、壁上での長ちよう距きよ離り移動に使われるトラムの線路分を差し引いても、回廊の幅はばはかなりの広さを有しており、そのせいか自分が今、高さ百メートルの壁の上を歩いているという事実をつい忘れそうになる。

　喧けん噪そうを嫌きらって第四～第七太陽塔方面から少し離はなれた位置で壁上にあがったおかげか、見張りの兵士とすれ違うことも少なく、まるで俗ぞく世せから隔かく絶ぜつされたかのような静かな時間が、ゆっくりゆっくりと流れて去っていく。至高の血族の大軍が迫っているとは思えないほどに穏おだやかな時間が、ゆっくりとゆっくりと過ぎ去っていく。

　かつてない大おお戦いくさを前に、十影の心は平時と変わらぬほどにまで落ち着いていた。

　やることは変わらない。至高の血族を、敵をぶった斬るだけだ。クリアナに住まう人々を護まもるために。ともに戦う仲間を死なせないために。そして、居場所を、大切な少女たちを──

「……ん？」

　行く先にいる、塀に片手を添そえて夕日を眺めているペスティの姿を認め、十影は思わず歩みを止めてしまう。

　物もの憂うげに夕日を眺めるペスティの姿は、ただただ美しかった。

　浮うき世よ離ばなれした容よう貌ぼうはもちろんのこと、夕日に照らされた銀ぎん髪ぱつが風に棚たな引びくさまは、ため息が出るほどに美しかった。ペスティが醸かもし出す一枚の名画にも似た情景を前に、十影は我を忘れてただただ魅み入いってしまう。

「……うむ？」

　今さらながら十影の存在に気づいたペスティが、今はカラーコンタクトによって琥こ珀はく色いろに輝かがやく双そう眸ぼうをこちらに向け、小首を傾かしげながら訊ねてくる。

「十影、どうしてこんなところにおるのだ？」

　魅入っていたせいか、意味もなく動どう揺ようしている心中をかろうじて抑おさえ込みながら、十影はいつもと変わらぬ調子で答える。

「下にいるのは、どうにも落ち着かなくてな」

　ペスティは「なるほど」と、一つ頷うなずき、

「たしかに、下は少々騒さわがしすぎるな」

「そういうペスティは、なんでこんなところにいるんだよ？」

「わたしは……夕日を見に来ただけだ」

　そう答えるペスティの声こわ音ねがわずかに震ふるえていることに気づき、十影は眉まゆをひそめる。塀に添えられた手も、声音同様かすかに震えていた。

「まさか、最後の夕日を──なんてつもりで見てたんじゃねえだろうな？」

「そんなつもりで見ていたわけではない。ただ……考えたくないことばかり考えてしまってな……夕日を見ることで気を紛まぎらわしたかったのだ……」

　話しながらも考えたくないことを考えてしまったのか、目に見えて震え出した体を押さえつけるように、ペスティは両手で自身の体を強く抱だき締しめる。

「こわいのだ……至高の血族が攻めてきて……クリアナが……わたしの住んでいた村と同じようになってしまいそうで……こわいのだ……」

　そう言って、ペスティは弱々しく笑いながらこちらを見つめてくる。その表情があまりにも儚はかなくて、あまりにも美しくて……十影は知らず、息をのんでしまう。

「村を滅ほろばされて、ストーカー家の刺し客かくに追い詰つめられた時……父様は『母様のところへ行け』と言い残し、わたしたちを逃にがしてくれた……。次に会えたのは……刺客が戯たわむれで持ってきた……首から下がない……父様だった……。逃げるたびに大切な人が殺されて……最後は友達と二人だけになって……」

　話を進めるたびに目め尻じりに溜たまり、溢あふれ出した滴しずくがペスティの頰ほおを伝っていく。

「こわい……こわいよ……もうこれ以上大切な人を失いたくない……十影にも……クインにも……クラリタにも……誰だれにも死んでほしくない……」

　堰せきを切ったのは涙なみだだけではなく、今の今までかろうじて押さえ込んでいた恐きよう怖ふもまた溢れ出し、等身大の口調で、ペスティの口から流れ落ちていく。

「死なせたくない……誰も……誰も死なせたくない……」

　ペスティの話に、涙に、半ば気け圧おされていた十影だったが、この言葉を聞いた瞬しゆん間かん、我に返ったように、ペスティはただ自分以外の者が死ぬことを恐おそれているだけで、この状じよう況きように絶望しているわけではないということに気づく。

（死なせたくない、か）

　自分の命はどうなってもいいから──そんな前置きが聞こえてきそうな「死なせたくない」だった。

「そいつは違うだろ、ペスティ」

　気がつけば、だった。

「一いつ緒しよに生きていきたい、だ」

　気がつけば、ペスティのことを、両りよう腕うでで、しかと抱き締めていた。なにが起きたのかわかっていないのか、「え？」と呆けた声を漏もらすペスティには構わず、十影は続ける。

「そう想おもえたから、おれはランスに勝つことができた。ペスティと、クインと、ともに生きていきたいと想ったからこそ、今もおれはこうしていられる」

　一緒に生きていきたい──ペスティにもそう想ってほしいと心の底から願い、紡つむいだ言葉だった。だが、

「こ、こうしてというのは……わたしを抱き締めること……なの……？」

　いつの間にやら涙を引っ込め、全身を熟うれたリンゴのように真っ赤にしながら、ペスティは訊たずねる。十影はしばしの間、ペスティの言葉の意味を反はん芻すうし、

「わ、わりぃッ!!　ついッ!!」

　これ以上ないほどに狼ろう狽ばいしながら、弾はじかれるようにペスティから離れた。ペスティに負けず劣おとらず、熟れたリンゴのように顔を真っ赤にさせながら。

　本当に「つい」だった。ペスティのことが、今すぐ抱き締めなければ消えてしまいそうなほどに儚く見えて、今すぐ抱き締めずにはいられないほどに愛いとおしく見えて……気がつけば、事に及んでいた。

「つ、『つい』で、抱き締めたくなるということは……その……それだけ……異性として……わたしに魅み力りよくを感じている……のだな……？」

　いつの間にやらいつもどおりの物言いに戻もどっていたペスティが、モジモジと訥とつ々とつと訊ねてくる。既き視し感かんを抱いだかずにはいられない展開を前に、十影の脳のう裏りに、今日の明け方に言われたペスティの言葉が去来する。




『十影は……その……わたしとキスするのは……嫌いやか……？』



















　実戦で例えるならば、刀を振ふるう隙すき間まもない隘あい路ろに追い込まれたような、そんな気分だった。キスしようとしていたことがバレて以降、箍たがが外れたように積極的になっているペスティに、心理的な面で十影は完全に圧あつ倒とうされていた。頼たのむから今すぐ見張りの兵士が巡じゆん回かいに来てくれ──と願うも、タイミングが良いのか悪いのか、誰かが近づいてくる気配は全くと言っていいほど感じられなかった。

　火を恐れる動物さながらに、恋れん愛あいという未知の領域に踏ふみ込むことに恐れをなした十影は、この状況から脱だつする理由を探すべく、縋すがるような思いで塀の向こうへ、クリアナの外に拡がる荒こう野やへ視線を向ける。すると、

「!?」

　地平の果てに、点ほどにしか見えない小さな影を複数見つけ、瞠どう目もくする。

「ペスティ！　あそこを見てくれ！」

　まさか、まだ太陽が沈しずみきらないうちから至高の血族は進軍していたのか!?──そんな焦しよう燥そうに駆られながら、地平の果てを指し示す。

　ペスティもまた同じことを考えていたようで、一転して表情を強こわ張ばらせながら、人間とは比ひ較かくにならない至高の血族の視力をもって地平の果てを凝ぎよう視しした。

「あれは……！」







　昨夜、ランスに第だい零ゼロ太陽塔ツリーを破は壊かいされた後、クリアナで暴れ回る至高の血族スプリームブラツドの対処にあたっていた、エクイテスの最高司令官──クルススクのＰＤに届いた緊きん急きゆう通信が、第四～第七太陽塔に至高の血族の大軍が迫っていることを知らせた報だった。

　絶望的な報を聞かされた時、さしものクルススクも悪態をつかずにはいられなかったようだが、だからといって、そこで判断を鈍にぶらせるような男ではなかった。

　クルススクの判断は早かった。至高の血族の数が十万を超えているとわかった瞬間、第四～第七のみならず人工太陽帯サンベルトに駐ちゆう留りゆうする全すべての者たちに、人工太陽帯を放ほう棄きしてクリアナに撤てつ退たいするよう命令を飛ばした。第四～第七太陽塔に増ぞう援えんを向かわせたところで敵の進軍は止められないと、兵士たちを無む駄だ死じにさせるだけだと判断したがゆえの、全戦力を一カ所クリアナに集中させなければ戦いにすらならないと予見したがゆえの命令だった。

　そして、夜が明け始めたあたりから、人工太陽帯を放棄した者たちが続々とクリアナに帰き還かんした。第四～第七太陽塔を防衛していた者たちを除いて。彼らは全ぜん滅めつした……誰もがそう考え、誰もがそう考えないようにしていた矢先のことだった。

「おっほぉっ！」

　ランスによって破壊されてできた、クリアナを護る壁かべの隙間から、ジジイの歓かん喜きの叫さけびがこだまする。周囲には大勢の人がいたが、状況が状況なのでジジイの叫びを気にとめる者はほとんどいなかった。

「エダ殿どの……！　よくぞ……よくぞ無事で……！」

　嬉うれしさのあまり目尻に涙を溜めながら、ペスティは白衣を着た老人──エダを抱き締める。荒野よりも不毛な頭の老人は、眼鏡の下の双眸を光らせながらペスティの尻しりを見つめ、鼻の下を伸のばしながら視線の先に手を伸ば──

「おい、クソジジイ」

　二人のそばにいた十影が、殺気を放ちながら、刀の鯉こい口ぐちを切りながら、エダを睨にらみつける。遅おくれて、エダが尻を触さわろうとしていたことに気づいたペスティは、色んな意味で顔を赤くしながらエダから離れた。

「エ、エダ殿っ！　なななにをしようとしていたのだっ!?」

「冥めい土どの土産みやげを、この手で摑つかみ取ろうとしていたに決まっとるじゃろう」

「……本当に冥土に送ってやろうか？」

　という十影の殺気を、エダは耳くそをほじりながら受け流し、

「ところで、クイン嬢じようちゃんはどこにおるのじゃ？　あの子とも、是ぜ非ひともハグを交かわしたいところなのじゃがのう」

　そんな戯たわ言ごとを口走るエダを前に、十影はクインのＰＤに「こっちに来るな」という通信を送ろうかどうか本気で悩なやみ始める。十影とペスティが壁へき上じようで見つけた、地平の果てに映る複数の小さな影……その正体は、二ヶ月前、第六太陽塔の拠きよ点てんにいた十影たちがクリアナに戻る際に乗車した、エクイテスで使われている超ちよう大型車だった。

　十影はエクイテスの本部に問い合わせ、こちらに向かってくる車に第四～第七太陽塔から逃げてきた者たちが乗っていることを確かく認にんし、それをＰＤでクインに伝えたあと、十影とペスティはすぐさま車を出で迎むかえに行ったのだ。第六太陽塔の拠点で、同じ釜かまの飯を食べていた者たちの無事を確かめるために。

　十影とペスティは車から降りてきた、見知った者たちと再会できたことを喜ぶも、ある意味一番世話になったエダの姿が見当たらないことに不安と焦燥を募つのらせ……それが限界に達しようとしていたタイミングで、車の中で爆ばく睡すいしていたエダが最後の最後に降車してきたのであった。ペスティが感かん極きわまってエダをハグしてしまったのも、そうした経緯いきさつがあってのことだった。

「とーおーえーいーっ!!　ペースーティーっ!!　どーこーっ!?」

　不意に、クインの叫び声が聞こえてくる。現在壁の隙間は、十影たちも含ふくめて、第四～第七太陽塔に駐留していた者たちの無事を確かめにやってきた人たちでごった返している。そのため、同性から見ても背せ丈たけの低いクインは、人混みに完全に埋まい没ぼつしてしまっていた。

「こっちだ、クイン!!」

　と、十影が叫び返した一分後、今の今まで水の中に潜もぐっていたかのように、人混みをかき分けてやってきたクインが「ぷはっ」と息を吐はいて、十影たちの前に姿を現す。

「あ～もう人多すぎっ」

　ツーサイドアップにまとめた亜あ麻ま色いろの髪かみの、右側のリボンを結び直しながらクインは愚ぐ痴ちる。そんなクインに向かって、エダは両腕を拡ひろげ、

「ほ～れ、クイ──」

「ハグは絶対にイヤですけど元気そうでなによりです、エダ先生」

　笑え顔がおできっぱりと拒きよ絶ぜつする、クイン。二ヶ月前に別れた時と同様、ハグの「ハ」の字すら言わせてもらえなかったエダは「今……元気がなくなったわい……」と、しょぼくれながら呟つぶやき、ガックリと肩かたを落とした。

「まあ、ハグなんざどうでもいいとして」

「どうでもよくないわい」

　というエダの言葉を無視して、周囲に視線を巡めぐらせながら十影は言葉をつぐ。

「エダ爺じい……第六太陽塔の拠点から逃にげてきたのは、これで全員か？」

　エダや人工太陽の技術者といった非戦せん闘とう員に限れば、ほぼ全員が車に乗っていたことは確認できた。が、

「車から降りてきた兵士の数が少なすぎる。まさか──」

「そのまさかじゃ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしながら、エダは十影の言葉を遮さえぎった。

「司令官を含め、拠点に駐留していた兵士の多くが、儂わしらの逃げる時間を稼かせぐために、一人でも多くの至高の血族を倒たおすために、クリアナからの命令を無視して人工太陽帯に残って戦うことを選んだのじゃ。クリアナに向かう途と上じようで合流した、四、五、七の太陽塔から逃げてきた者たちも、ほとんどの兵士が人工太陽帯に残って戦うことを選んだと言っておったわい」

「……そうか」

　一言だけ返し、十影は歯は嚙がみする。文字どおり命を捨てて戦うことを選んだ兵士たちのことを想っているのか、ペスティは溢あふれかけた涙なみだを袖そでで拭ぬぐい、クインは悲しみを堪こらえるように唇くちびるを嚙みしめていた。

　十影はなんとはなしに空を見上げる。空はもうすでに夜の帳とばりに覆おおわれており、希望の光すらも吞のみ込んでしまいそうなほどに深い闇やみがクリアナの頭上に拡がっていた。

　人工太陽帯に仕し掛かけられたセンサから得た情報により、至高の血族が日の入りと同時に進軍を開始したという情報は、すでに得ている。夜空の闇よりも闇くらい絶望が、すぐそこまで迫せまっている。

　だからこそ、だった。だからこそ、十影は決然と断言した。

「この戦い、絶対に勝つぞ。死んだ者たちの命を無む駄だにしないためにも」







「それでは紅く蛇じや老ろう、己おれはそろそろ前線に向かいます。全体の指揮、くれぐれもよろしく頼みます」

　エクイテスの最高司令官──クルススクは、クストスの統合司令官である紅蛇に一礼したあと、白色のコートを翻ひるがえしながら踵きびすを返し、クストス本部を後にする。

　外に出ると本部の前で待機していた、エクイテス、クストスから選えりすぐった精せい鋭えい二百人がクルススクを出迎えた。咳しわぶき一つあげずに直立不動で整列していた精鋭たちは、誰だれも彼もが鬼き気き迫せまる表情をしており、昨夜の戦いでランス相手になにもできずに第だい零ゼロ太陽塔ツリーを破壊されたことに、誰も彼もが責任を感じている様子だった。

　少々気負いすぎているきらいがあるが、絶望の重さよりもクリアナを護まもらなければならないという責任の重さがはるかに勝まさっている精鋭たちの気き概がいに、クルススクは満足げな微び笑しようを漏もらす。そして、大きく息を吸い込み、

「それでこそだッ!!　精兵たちよッ!!」

　燃え上がる瞬しゆん間かんを、今か今かと待ちわびている精鋭たちの気き炎えんを焚たきつけるように、

「我々にはクリアナに生きる人々を護る義務があるッ!!」

　さらなる〝氣き〟を焼くべるように、

「我々には吸きゆう血けつ鬼きどもを滅めつする責務があるッ!!」

　烈れつ火かの如ごとき大だい音おん声じようで、

「この戦いで全てを終わらせるぞッ!!　我々の勝利という形でなッ!!」

　二百名の精鋭に向かって檄げきを飛ばした。刹せつ那な、精鋭たちの内に燻くすぶっていた気炎が燃え上がり、雄お々おしき咆ほう哮こうとともに夜天目がけて突つき上がる。

（まずは、だな）

　クルススクは猛たける精鋭たちを見つめながら、冷静に、心の中で独りごちる。

　現状、一部を除いて、兵士一人一人の士気は低いと言わざるをえなかった。十万を超こえる至高の血族……それは、兵士たちの心を絶望で塗ぬり潰すには充じゆう分ぶんすぎる数字だった。

　ゆえにクルススクは、まずは絶望に負けていない精鋭たちの士気をぶち上げ、燃え盛さかる気炎を他ほかの兵士たちに延焼させていくことにしたのだ。合戦前にも兵士たちに檄を飛ばして可能な限り士気を上げるつもりではいるが、そのための火種が絶望で湿しめっていては話にもならない。

　エクイテスの最高司令官は、内に秘ひめし熱を抑おさえながら、誰よりも先んじて、静かに、戦いを始めていた。







　日付が変わり、とっくりと夜が更ふけた時分、ランスに破壊されてできた壁の隙すき間まの周囲には、八千に及およぶ兵士が集結していた。

　壁は、ぞっとするほど綺麗に破壊されていた。

　闇闘技コンフリクト〝千夜を征く大隊ミリアアルマ〟で具現した百の投槍ジヤベリンを用いて、ランスが狙って高さ百メートル、厚さ十五メートルの壁を、ジャスト十メートル幅はばで、上から下まで綺麗に崩ほう落らくさせたと知れば、多くの者は耳を疑い、実際にランスと戦った十影と、ランスの脅きよう威いを肌はだで感じた紅蛇は戦せん慄りつとともに納なつ得とくしていたところだろう。

　壁の隙間は、瓦が礫れきを撤てつ去きよしただけでそのままにしておくことが決定されていた。

　いざという時のために備び蓄ちくしていた建材と、クリアナの技術をもってすれば、日が暮れる前に壁を塞ふさぐことも不可能ではなかった。が、軍議の結果、隙間はあえて残すことにしたのだ。修復せずにそのままにしておくことで敵に狙わせ、戦場を限定するという目もく論ろ見みがあってのことだった。壁の隙間がある方角と至高の血族スプリームブラツドが攻せめてくる方角が一いつ致ちしていること、そして、十中八九派は遣けんされているであろう至高の血族の斥せつ候こうが、破は壊かいした壁の位置を本隊に知らせていることを想定した上での決定だった。

　この、あえて残した幅十メートルの壁の隙間を護ること──それが、最高司令官クルススクから十影に下された命令だった。

　そして、同じ命令を下された者がもう一人。

「ったく、まさかまたお前と組んで戦うことになるとはな」

　壁の隙間の端はしで座し、行き交う兵士たちを漠ばく然ぜんと眺ながめていた十影に、金色の髪を逆立てたクストスの青年──コートスが声をかけてくる。

「『まさか』はこっちの台詞せりふだ。化物ども相手に命のやりとりをするのは、もうこりごりだとかなんとか言ってなかったか？」

「いや、もうマジでこりごりなんだけどよ、さすがにこの状じよう況きようじゃそうも言っていられねーだろ。……クリアナここには、口うるせー家族もいるしな」

　その言葉に、十影は思わず微笑を漏らしてしまう。

「なんだかんだ言っても、妹さんのことが大事なのは相変わらずだな」

「うるせー」

「それより、やれるのか？」

　右腕あるじのいないコートスの右袖を一いち瞥べつし、十影は訊たずねる。

　コートスはこれみよがしに右みぎ袖そでを振ふり、

「それがよー、昨夜久しぶりに戦ってみたらよー、俺ってやっぱりすげえ有能だってことが再確認できたわ」

「……やれるってことでいいんだな？」

「やれるって確信がなきゃ、いくらクルススクの旦だん那なの頼たのみでもこんな前線に立ったりしねーっての」

　そう言ってコートスは壁かべの外側に、クリアナの外に拡がる荒こう野やに視線を送る。視線の先では話に上がったクルススクが、兵士たちの士気を上げるために檄を飛ばしている最中だった。

「それに、今夜は籠ろう城じよう戦だからな。無茶する回数も少なく済むだろ」

　今こ宵よいの戦いは、徹てつ底てい的に守勢にまわる旨むねを全すべての兵士に伝えられていた。

　人工太陽帯サンベルトを破った至高の血族が日の入りと同時に進軍を再開したことは、こちらにとっては完全に想定どおりの流れだった。そして、いまだ至高の血族の影すら見えていない現状もまた、想定どおりの流れだった。至高の血族は十万という途と方ほうもない数を抱かかえているのだ、進軍に相応の時間を要するのは必ひつ定じようだった。そして、今宵至高の血族の大軍がクリアナに到とう着ちやくし、開戦に至っても、日の出というタイムリミットがある以上長い戦いにならないこともまた、必定だった。ゆえに、兵士の長であるクルススクと紅蛇は、今宵に限れば至高の血族の攻こう勢せいを凌しのぎきることが可能だと判断し、徹底的に守勢にまわることを選せん択たくしたのだ。次の戦いのために、できるかぎり損害を抑えるために。

　コートスは懐ふところからＰＤを取り出し、時刻を確かく認にんする。

「団体様の到着予定時刻まで、あと三十分ってところか。……なぁ、十影。クインちゃんって今──」

「断る」

「まだなにも言ってねーのにひどくね!?」

「聞かなくてもわかる。どうせ、ろくでもないことなんだろ」

「ろくでもなくなんかねーよ！　ただクインちゃんが今どこにいるか知ってるかって訊きこうとしただけだっつうの！」

「訊いてどうするつもりだ？」

「なぁに、ちょっとお願いしたいことがあるだけさ」

「そのお願いしたいことってのはなんだ？」

「いやさ、こういう状況だと士気っつうか気合いっつうか、そういうのが生死を分けることが往々にしてあるだろ？　だから、そいつを上げる手伝いをしてもらおうと思ってな」

「具体的に言え」

「土ど下げ座ざしながら、誠心誠意を込こめてお願いするんだよ。俺はこの戦いで死ぬかもしれない……だから一発ヤ──」

　刹那、コートスの網もう膜まくに三日月の煌きらめきにも似た剣けん閃せんが焼きつく。

　いつの間にか抜ぬき放った刃やいばを、コートスの首筋──頸けい動どう脈みやくの一ミリ手前で止め、十影は淡たん々たんと呟いた。

「瞬しゆんの奥おく伝でん〝煌こう月げつ〟」

　サーッと音を立てて、コートスの血の気が引いていく。

「すみません調子に乗りましたお願いですからマジトーンで奥伝呟つぶやくのやめてください」

　大おお戦いくさの前であるにもかかわらず、あまりにもいつもどおりすぎる悪友に呆あきれながら、十影は深いため息を吐はき出す。そして、ペスティとクインが今、クラリタとともにクリアナを護る壁の上にいることを、こいつにだけはまかり間ま違ちがっても教えてやらねえと心に決めながら、ゆっくりと刀を鞘さやに収めた。







　ペスティは壁へき上じようの塀へいにもたれかかりながら、至高の血族スプリームブラツドが攻めてくる、第四～第七太陽塔方面を、ぼんやりと眺めていた。

（『一いつ緒しよに生きていきたい』、か……）

　数時間前に壁上で言われた、十影の言葉を思い出す。

（十影の言うとおり、たしかに力が湧わいてくる言葉かもしれぬ。けれど……）

　いまだペスティの心には、恐きよう怖ふという名の棘とげが刺ささり続けていた。

　もし、十影が、クインが、クラリタが、見知った誰かが死んでしまった時のことを考えると……こわくてこわくて堪たまらなくなるのだ。

（弱いな、わたしは。身も……心も……）

　戦せん闘とう能力に関しては、十影はもちろん、ペスティの父──ソロイにも遠く及およばないことを、自分でも嫌いやになるほどに自覚していた。ストーカー家の刺し客かくに村を襲おそわれ、ただ一人生き残ることができたのは、自分よりも強い父ひとと、自分よりも弱い友ひとに助けてもらったからに他ほかならない。〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の血を引いているおかげで凡ぼん百ぴやくの至高の血族に負けることはそうそうないが……それだけだ。十影と肩かたを並べて戦えるほどの強さは、ない。

　そして、「身」以上に、自己嫌けん悪おしてしまいそうなほどに弱いのが、「心」だった。

　平時であれば、虚きよ勢せいを張ることでいくらでも心の弱さを誤ご魔ま化かすことができるが、今この時のように絶望的な状況に直面した場合は、そうはいかなかった。虚勢を張る余よ裕ゆうすらなく心の弱さが露ろ呈ていしてしまうのだ。自分でも嫌になるほどに。

　ストーカー家の刺客に殺されて首だけになった父を見た時、ペスティは我を失うほどに錯さく乱らんし、単身、刺客に襲いかかった。怒いかりの力のおかげか、刺客の中で最も強かった〝至高の中の至高〟を倒たおすことはできたものの、戦いの最さ中なかに父の首を失い、そして、護るべき者たちを、同じ村で同じ時を過ごした友を、隣りん人じんを、失った。刺客は一人だけではないとわかっていながら、心の弱さゆえに己おのれを見失い、戦う力のない者たちを護ることを忘れてしまい……全てを失った。

　母──クララの死を知った時もそうだった。母の死を知った時、この世界そのものに自分という存在を否定されたような気がして、お前の居場所はどこにもないと宣告されたような気がして、十影とクインの前から姿を消し、自ら死を選ぼうとした。自分が死ぬことで十影とクインを悲しませてしまうと心の奥底ではわかっていながら、父と母に会えるからと自分に言い聞かせ、自ら命を絶とうとした。

　どちらも、己の弱さが招いた過あやまちだった。

（……強くなりたい……）

　十影と肩を並べて戦えるくらいに強くなりたい。

　十影を支えられるくらいに強くなりたい。

　身も、心も、強くなりたい。

　十影にふさわしいくらいに強く──

（……んんむ？）

　そこまで想おもったところで、ペスティは首を捻ひねる。

（ふさわしいとは……どういう意味でそんなことを想ったのだ、わたしはっ!?）

　この一日ずっと、ペスティは二つの感情に振り回され続けていた。

　一つは、誰だれも死なせたくない、誰も失いたくないという恐怖の感情。

　そしてもう一つは、十影のことが好きで好きでたまら──

（──なくなどないっ!!　そもそもっ、今そんなことを想うなど不謹きん慎しんではないかっ!!）

　誰にともなく力いっぱい言い訳をする、ペスティ。

　油断すると、こうだった。今日の明け方、眠ねむっている十影にキスしようとして、できなくて、そのことを十影にバラしてしまって……それ以降、自分の中のなにかがおかしくなってしまった。先さき程ほどは思わず否定してしまったが、ペスティ自身、十影のことを異性として好きだということは自覚している。……そう、自覚しているはずだった。

（わたしは……わたしが思っている以上に十影のことが──）




「ペスティ、今十影のこと考えてたでしょ？」




　突とつ然ぜん、真横からクインに話しかけられ、ペスティは「のわぁっ!?」と、情けない悲鳴をあげながら後ずさってしまう。こちらを見つめるクインの視線は、いやにじっとりとしていた。しばらくそのままペスティを見つめていたクインだったが、深々とため息をつき、真しん剣けんな表情で、声こわ音ねで、訊ねてくる。

「ペスティはさ……十影のこと、好き？」

　友達として好き──などという誤魔化しはまかり間違っても通じそうにない、真しん摯しで、真まっ直すぐな問いかけだった。心のどこかで、いつかクインにそう訊ねられる時がくると予感していたせいか、唐とう突とつな質問だとは思わなかった。思わなかったからこそ、慌あわてることなく、あらためて自分の心を見つめ直すことができた。

　十影のことはもちろん好きだ。けれど、同じくらいにクインのことも好きだ。その気持ちに噓うそ偽いつわりはなく、だからこそ、自分よりも先に十影を好きになったクインを差し置いて恋れん慕ぼの情を募つのらせることに後ろめたさを覚えていた。同時に、後ろめたさという感情だけでは止められないほどに、十影への想いが強まっていることも自覚していた。

　だからこそペスティは、誤魔化すことなく、はっきりと、等身大のペスティ・アーヴィングの口調で答えた。

「好きよ。クインに負けないくらい」

　答えてから、十影のことを「好き」だと明言したのは今が初めてだということに今さらながら気づき、頰ほおが火ほ照てりを帯びていく。クインは「そっか……」と、どこか吹ふっ切れたように呟いたあと、こちらに向かってビシッと人差し指を突つきつけ、

「今この時から、あたしとペスティは恋こいのライバルだからねっ。だから、お互たがいもう遠えん慮りよはなしってことでよろしくっ」

　後から十影を好きになったことを批難される覚かく悟ごでいたペスティは、呆あつ気けにとられたようにクインに訊たずねる。

「その……いいのか？　クインはわたしよりも先に十影を──」

「ど～う～で～も～い～い～で～す～。言っとくけどね、あたし、十影の次くらいにペスティのことが好きだからねっ。それに、ペスティよりもよっぽど人を好きになるってことがどういうことなのかわかってるからねっ。人を好きになることに、後とか先とか関係ないし、絶対に抑おさえられるものじゃないってわかってるからねっ。あたしももうペスティに遠慮したりなんかしないから、そのつもりでよろしくっ！」

　言っていて恥はずかしくなるような部分でもあったのか、一息に捲まくし立てたクインの頰は、ペスティと同じように火照りを帯びていた。気け圧おされながらも「う、うむ」と、ぎこちなく返すと、クインはもう一度深々とため息をつき、

「あ～すっきりした。これだけは、はっきりさせておきたかったんだよね～……」

　どこか晴れ晴れとしているような、どこか思い詰つめているような……矛む盾じゆんしているが、そうとしか形容しようがない表情で、独りごちるように呟いた。今まで見せたことがない表情を浮うかべるクインに、ペスティはなぜか漠ばく然ぜんとした不安を覚え、眉まゆをひそめる。

「クイ──」

「ところでさ」

　偶ぐう然ぜんか、それとも故意か、ペスティの言葉を遮さえぎったクインは塀の隅すみに視線を送り、苦く笑しようまじりに言葉をつぐ。
















「クラリタ、いつまで寝ねてるつもりなんだろ？」

　クインの言葉どおり、クラリタはぐっすりと眠っていた。わざわざ用意したのか、それとも用意してもらったのか、寝ね袋ぶくろの中でスヤスヤと健すこやかな寝息を立てていた。

「ほんと、どういう神経してるんだか」

　と、呆れているクインを尻しり目めに、ペスティは、眼帯をつけたまま眠るくらいならアイマスクをつけて眠った方が良いのでは？──という、至し極ごくどうでもいいことを考えながら、子供と見み紛まがうほどに小さい、年上の少女の寝顔を覗のぞき見る。十六夜いざよいの月明かりのおかげで思いの外はっきりと寝顔を見ることができたペスティは、思わず相好を崩くずしてしまう。

「これはまた随ずい分ぶんとかわいらしい寝顔ではないか」

　ペスティの言葉を聞いて興味を持ったのか、クインもクラリタの寝顔を覗き込み「ほんとだ」と笑えみをこぼす。普ふ段だんのクラリタは、無表情と言っても差し支つかえがないほどに感情の起き伏ふくが乏とぼしいせいで──少々語ご弊へいはあるが──外見以上に大人びて見えていた。だが今は、無表情の仮面を取り去り、無防備な寝顔をさらけ出しているため、外見以上に幼く見えていた。クラリタの容姿は精せい巧こうな人形を思わせるほどに美しく、愛らしい。そんな少女の寝顔が、かわいらしく見えないわけがなかった。美び醜しゆうを解さぬ者でない限り、頰が綻ほころんでしまうのは必然だと言えた。

　クラリタの寝顔を眺ながめたことで、良くも悪くも和なごやかな気持ちになったペスティとクインだったが、

「！」

　突然クラリタの左目が見開き、驚おどろいた二人は思わず後ずさってしまう。

　モゾモゾと寝袋から抜ぬけ出したクラリタは、寝ね癖ぐせで少しボサついていた藍あい髪かみを手て櫛ぐしで整えながら、脇わきに置いていた細長のケースに手を伸のばし、中から得物──電磁狙撃銃レールライフルを取り出して、無感情な声音でポツリと呟く。

「くる」

「来るって……まさか!?」

　ペスティは慌てて塀から身を乗り出し、地平の彼方かなたを凝ぎよう視しする。人間のそれをはるかに凌りよう駕がしたペスティの視界に映ったものは、




　地平線を埋うめ尽つくさんばかりの、至高の血族の大軍勢だった。




　直後、敵てき襲しゆうを報しらせるサイレンがクリアナ全域に鳴り響ひびく。眼下に視線を移すと、壁かべの外で待機していた六千の兵士が壁の隙すき間まを護まもるように陣じん形けいを組み始め、壁の内側で待機していた二千の兵士がいつでも出しゆつ陣じんできるように隊列を組み始めていた。

　クラリタの言葉どおりに至高の血族の大軍がやってきたことに、クインは顔を引きつらせながらクラリタに訊ねる。

「グースカ寝てたくせに、どうして至高の血族が攻せめてきたことがわかったのよ!?」

「第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦の時に軍気を肌はだで感じたことがあったから。今回はあの時よりもはるかに数が多いから、嫌いやでも気がつく」

　淡たん々たんと答えると、納なつ得とくしたようなしていないような顔をしているクインには構わず、右目にかかった眼帯を外して〝天網の義眼クラリウイデンス〟を駆く動どう。塀へいの上に立ち、十字の照準線レテイクルが刻まれた右目で、大軍勢とは思えぬほどの速さで進軍する十万の至高の血族を見つめる。

　クラリタは視線を前方に固定したまま、

「ペスティ。最後にもう一度だけ〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の特とく徴ちようを教えて」

「うむ。何度も言うが、あくまでも父様から伝え聞いた話だから、全すべてを鵜う吞のみにしないように頼たのむぞ」

「わかってる」

　敵の大将である〝誉れ高き血統〟の特定──それこそがペスティとクラリタが壁へき上じようにいる理由であり、この戦いの要かなめでもあった。

　今こ宵よいの戦いの内に〝誉れ高き血統〟を特定し、翌日、日が沈しずむ前に奇き襲しゆうを仕し掛かけて〝誉れ高き血統〟を討うち取る……それが軍議の結果導き出された、絶望的な戦力差を覆くつがえす唯ゆい一いつの策だった。今宵は徹てつ底てい的に守勢にまわるのも、その策を導き出したがゆえの決断だった。

　現実問題、十万を超こえる至高の血族全てを打ち倒たおすのは不可能に近く、翌夜の至高の血族の攻こう勢せいを凌しのぐこともまた、不可能に近いと言わざるをえなかった。ゆえに、大将である〝誉れ高き血統〟を討つことで大軍勢を退ひかせ、早期に決着をつける以外にクリアナが生き残る道はなかった。もっとも〝誉れ高き血統〟を討ったとしても敵が退いてくれる確証はないため、唯一の策でありながらも、その道はあまりにか細く、あまりに険しいと言わざるをえないが。

　ペスティはクラリタに、〝誉れ高き血統〟の三人──ガルビヤス、ロッド、ランドルフの外見的特徴を伝えたあと、気分屋のきらいがあるガルビヤスはこの戦いに参加していないかもしれないこと、ロッドは配下にも同じ服を着させているため見つけにくいかもしれないこと、そして、ランドルフが闇やみ色の炎ほのおを操あやつる闇闘技コンフリクトを使うため、それが目印になるかもしれないことをクラリタに伝えた。

「あと、十影からの伝言なのだが、〝誉れ高き血統〟が本当にロドリオ様と同格だった場合、クラリタならば一目見ればわかると言っておったぞ」

「どういう意味？」

「ふふん、わたしには何のことだか、さっぱりわからないぞっ」

　胸を張ってドヤ顔でのたまうペスティを横目で一いち瞥べつした後、クラリタは無表情をそのままに「ぶふぅっ」と噴ふき出す。どうやら余人にはさっぱりわからない、クラリタの笑いのツボにはまってしまったようだ。

　まるで緊きん張ちよう感かんのない二人を前に、クインは呆あきれとともに、ため息を吐はき出す。もっとも特にこの場にいる必要がないのに、監かん視しという名目で無理矢理ペスティにくっついてきたクインもまた、緊張感がないと言えなくもなかった。

「ところでさ、査問会で聞いた時も不思議に思ったんだけど、ペスティのお父さんはどうしてランドルフの闇闘技だけ知ってるの？」

　なにげないクインの質問に、ペスティは「んんむ？」と小首を傾かしげる。

「わたしも詳くわしくは知らぬが……わたしがまだ赤あかん坊ぼうだった頃ころ、父様と母様はランドルフ殿どのの領地に隠かくれ住んでいたらしくてな。おそらく、その関係で知ったのだと思うぞ」

　ただなんとなく気になっただけなのか、クインは「そっか」と返すだけで、それ以上深く追及してはこなかった。

（それにしても……たしかにクインの言うとおり、どうして父様はランドルフ殿の闇闘技だけ知っていたのだ？）

　クインに一応の答えを示しておきながらも、示した本人であるペスティが一番納得できていなかった。なぜなら、ペスティの父──ソロイは、ガルビヤス、ロッドの闇闘技はもちろん、ストーカー家の主あるじであるロドリオ・ストーカーの闇闘技さえも知らなかったからだった。至高の血族の中で最も知名度の高いロドリオを差し置いて、ランドルフの闇闘技だけを知っているのは、さすがにおかしいのではないかとペスティは思う。

「ペスティ」

　クラリタに呼ばれ、ペスティは今生じた疑問を一いつ旦たん忘れて彼女の傍そばに寄り、再び塀から身を乗り出して至高の血族の大軍勢を凝視する。クラリタの〝天網の義眼〟には及およばないまでも、至高の血族の血を引くペスティもまた優ゆう秀しゆうな目を持っている。なにもクラリタに〝誉れ高き血統〟の特徴を教えるためだけに壁上にあがったわけではない。

　クインもまた、ただペスティにくっついてきたわけではなく、二人が〝誉れ高き血統〟捜さがしに専念できるように、壁を登ってきた至高の血族から二人を護るために、いつでも迎むかえ撃うてるよう拳けん銃じゆうを抜き、わずかな恐きよう怖ふと緊きん張ちようで表情を強こわ張ばらせながら、迫せまり来る大軍勢に視線を巡めぐらせていた。

　今まさに、クリアナの命運を賭かけた戦いが始まろうとしていた。







　それはまさに、絶望の津つ波なみだった。

　荒こう野やを埋め尽くす、黒色のローブに身を包んだ至高の血族スプリームブラツドの大軍が、津波となってクリアナに押し寄せてくる。第だい一いち陣じんの指揮を務めるエクイテスの司令官──サンクは、怯ひるみかけた心を持ち前の精神力で奮い立たせ、迫り来る大軍勢を決然と睨にらみつけた。

　第一陣を担になう千五百人の兵士は、ランスに破は壊かいされてできた壁の隙間を中心に、半円を描えがく形で布ふ陣じんしていた。第一陣の内側には、同じく千五百人の兵士で構成された第二陣、第三陣が控ひかえており、ＢビーＩアイ──ブラッドイグニッションの効果時間である十分を目安に陣を入れ替かえ、ローテーションしていく手て筈はずになっている。そして、残りの千五百人は各陣を保つための補ほ充じゆう要員として、第三陣の内側で待機していた。

　後に控える奇襲作戦のことを考えると、十影、クルススクはもちろん、壁の内側で待機している二千の兵士も温存しておきたいところ。サンクは最前線の指揮を任された責任の重さを痛感しつつ、されどそれに押し潰つぶされることなくＰＤをマイクモードに切り替え、第一陣の兵士たちに向かって雄お々おしく叫さけんだ。

「第一陣ッ!!　ＢＩ摂せつ取しゆッ!!」

　直後、第一陣の兵士──千五百人全てがＢＩを飲み干し、知覚、身体能力、反射神経を至高の血族の域まで高める。そして、

「かかれぇ────────────────────ッ!!」

　サンクの大号令に大気を震ふるわすほどの応の叫びを返すと、兵士たちは一いつ斉せいに至高の血族の大軍勢に立ち向かっていった。

　戦いが始まる前の最高司令官クルススクの檄げきが利きいたのか兵士たちの士気は高く、これならば押し寄せる絶望にも対たい抗こうできるという確かな手て応ごたえをサンクは感じていた。さらに、クリアナの命運を賭けた大おお戦いくさとだけあって、銀の消費が激しいという理由でエクイテスでは配備を許されなかった機関銃マシンガンの使用が認められ、壁上には至高の血族の天敵である太陽光を人工的に生み出し、照射するサンビームが備えつけられている。この士気と装備ならば、彼ひ我がの戦力差を埋めることができると、至高の血族の大軍と互ご角かくに渡わたり合えると、サンクは確信していた。




　だが──




　戦いが始まってから一時間と経たたずに第一陣は瓦が解かいし、陣単位のローテーションは機能不全に陥おちいり、最前線は修しゆ羅らの巷ちまたと化していた。

　十影やクルススクといった例外を除き、至高の血族一人に対し、二人以上で戦うことが、エクイテス、クストス問わず至高の血族との戦いのセオリーとなっていた。が、今の状じよう況きようは、人間一人に対して複数の至高の血族が襲おそいかかる構図になっている。もちろん、それくらいのことは兵士たちもしかと承知しており、サンビームや機関銃などといった「面」の攻こう撃げきが可能な兵器を用い、連れん携けいすることで充じゆう分ぶん対たい抗こうできると思っていた。だが、

（認にん識しきが……甘かっ……た……）

　貫ぬき手てで腹部を刺さし貫つらぬかれ、血だまりの上に倒れ伏ふしていたサンクは、薄うすれゆく意識をかろうじて繫つなぎ止めながら、かすれた視界に映る地じ獄ごく絵え図を眺めていた。

　至高の血族たちは兵士を殺した数を競い合うように、クリアナを攻めることも忘れて、ただひたすらに第一陣の兵士を殺して、殺して、殺しまくっていた。

　ローテーションが機能しなくなったため、ＢＩの効力が切れた兵士が最前線に取り残される事態が頻ひん発ぱつし、為なす術すべなく殺される兵士が後を絶たなかった。ＢＩの効力が残っている兵士はかろうじて抵てい抗こうできてはいるものの、最終的にはＢＩが切れて殺されるか、ＢＩの効力など関係なしに数に押されて殺されるか……辿たどる末路は、誰だれも彼もが同じで、誰も彼もが悲ひ惨さんだった。

　サンクの双そう眸ぼうから涙なみだが伝っていく。その涙は、迫り来る死を怖おそれて流した涙ではなかった。己おのれの見立ての甘さが、己の無力さが、悔くやしくて悔しくて堪たまらなくなり、流した涙だった。このままではクリアナが絶望の津波に吞のみ込まれてしまう。クリアナが絶望に蹂じゆう躙りんされてしまう……サンクの心が、絶望に塗ぬりつぶされかけたその時だった。

　突とつ然ぜん、兵士たちから歓かん喜きの声が、至高の血族どもから怨えん嗟さの声が次々とあがっていく。

　兵士たちに希望の暁あかつきが訪おとずれたことを、吸きゆう血けつ鬼きどもを血祭りにあげる剣鬼オニが現れたことを悟さとったサンクは、彼にばかり負担をかけてしまうことを心の中で謝罪しながら、されど彼がいるからクリアナは大だい丈じよう夫ぶだと希望を抱いだきながら、静かに息を引きとった……。







　時は少し遡さかのぼる。

「十影、打って出ろ」

　十影に壁かべの隙すき間まを護るよう命令した張本人──クルススクは、コートスとともに壁の隙間で待機していた十影に向かって新たな命令をくだす。

「隙間ここの守りはいいんですか？」

　周囲に兵士が大勢いるため敬語で返す十影に、クルススクは、

「かまわん。今は戦線を立て直すことが先決だからな。それにお前、いい加減我が慢まんの限界がきてるだろ？」

「……否定はしませんよ」

　静かに、凄せい絶ぜつに、十影の双眸が底光りする。クルススクの指し摘てきどおり、仲間が殺される様をただ黙だまって見ていることに、十影の我慢は限界寸前にまで達していた。

「サンビームの援えん護ごを受けやすくするために、第二陣、第三陣にはラインを下げるようＰＤで通達してある。第一陣の生き残りを撤てつ退たいさせるためにも思い切り派手に暴れて敵の目を引きつけ、同時に兵士たちの士気もあげてこい。それからコートス、自分は関係ないみたいな顔をしていればやり過ごせるとでも思ったか？　お前も打って出ろ」

「いやいやッ！　隙間ここ守るだけならともかく、最前線に放ほうり込まれるのはちょっと……」

　引きつった顔を全力で左右に振りながら拒きよ絶ぜつする下っ端コートスに、クルススクはため息をつく。そして、容よう赦しやなく、的確に、コートスの柔らかいところを突ついた言葉を吐き出した。

「こういう時のために、お前は暇ひまを見つけては何度も己おれに模も擬ぎ戦を挑いどんで──」

「だ────────ッ!!　そのことは誰にもバラさないでくれってお願いしたじゃないっすかッ!!」

「一刻を争う状況で尻しり込ごみしているお前が悪い。模擬戦中のお前の熱血ぶりを懇こん切せつ丁てい寧ねいに語られたくなければ、さっさと腹をくくることだな」

「わかったっすからッ、それ以上はなにも言わないでくださいお願いしますッ!!」

　必死に声を張り上げるコートスを見て、十影は、コートスという人間が努力をしていることを他人に知られるのを異常に嫌いやがる性格だったことを思い出し、同時に、数日前に訓練施し設せつで十影とクルススクが模擬戦をした際に、どうしてコートスがその場にいたのかも得心する。

（どうりで自信満々なわけだ）

　このことは十影が誰よりも実感していることだが、クルススクとの模擬戦は下手な実戦よりもはるかに糧かてになる。昨夜の戦いでその成果を実感できたからこそ、コートスは前線に立つ決意を固めることができたのだ。もっとも、最前線に立つ決意までは固めていなかったようだが。

「十分だ。十分で流れを変えてこい」

　クルススクの言葉の意味を理解した十影とコートスは、腰こしに吊つり下げたケースからＢＩを取り出し、一気に飲み干す。そして、クルススクが「いってこい」と言い切る前に、二人は疾しつ風ぷうとなって壁の外へ駆かけ出した。

「コートス、勘かんは鈍にぶってねえだろうな？」

「俺を誰だと思ってやがる。お前こそ、途と中ちゆうで脇わき腹ばらの傷が開いたとか情けないこと言ったら、指さして笑ってやるからな」

「笑えるもんなら笑ってみろ──よ！」

　瞬しゆん間かん、十影は爆ばく発はつ的な踏ふみ込みで加速。十人の兵士を取り囲み、なぶり殺しにしようとしていた、数十人からなる至高の血族の集団に突とつ貫かんする。

　闇やみ夜よに刻まれるは銀ぎん刃じんの閃ひらめき。

　血ち飛沫しぶきが夜天に舞まい、一刀のもとに斬きり捨てられた八人の至高の血族が一斉に倒たおれ伏す。

　時間にしてわずか数瞬、兵士も、至高の血族も、天災さながらに姿を現し、囲いの一角を崩くずした十影に注意を逸そらす中、コートスの仕込みが完かん了りようする。

　直後、十影が現れた方向とは反対側から、至高の血族の囲いの外側から爆発音が轟とどろき、兵士はもちろんのこと、至高の血族もすぐさま音が聞こえた方向に注意を向けてしまう。その結果、至高の血族たちに針の穴よりも小さな隙すきが、十影とコートスにとっては欠伸あくびが出るほどに長く、必勝と呼べるほどに致ち命めい的てきな隙が生じる。

　刹せつ那な、一発の銃じゆう声せいが轟き、吐はき出された十と五の弾だん丸がんが同じ数だけの至高の血族の心臓を撃ち貫つらぬく。十影に続いて現れたコートスが、拳銃剣ガンソードを抜ぬき、一度の銃声が轟く間に弾倉マガジンに込こめられた弾丸全すべてを吐き出す超ちよう人じん的な早はや撃うちをもって、十五人の至高の血族を瞬しゆん殺さつしたのだ。

　十影もまた残った至高の血族を一瞬のうちに全て斬り伏せ、会敵から十秒と経たたぬ間に、兵士を取り囲んでいた至高の血族を鏖おう殺さつせしめる。

「指示はもう聞いてるだろ？　ここは〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟に任せて、あんたらはさっさと退ひきな」

　コートスがそう言うと、兵士たちは短く礼を述べ、歓かん声せいをあげながら後方へ下がっていく。十影は後退する兵士を横目で見送りながら、

「他人ひと事ごとだと思ってデカい口叩たたいてねえか？　言っとくが、これだけの規模の戦いを自分一人でどうこうできると思えるほど、おれは傲ごう慢まんじゃねえぞ」

「この十分間は傲慢でいとけよ──」

　そう言いながらコートスは空になった弾倉を捨てると、拳銃剣を真上に放り投げ、すぐさま懐ふところから新しい弾倉を取り出す。数瞬後、落ちてきた拳銃剣に弾倉を叩き込みながら摑つかみ取り、用心金トリガーガードに指を引っかけてクルリと回しながら腰に下げていたホルスターに拳銃剣を収める。十影が思わず感心するほどに鮮あざやかな手並みだった。

「──敵味方問わず、熱ねつ烈れつに歓かん迎げいしてもらえっからさ」

「みてえだな」

　十影は周囲に視線を巡めぐらせる。少し喋しやべっている間に、十影とコートスの周囲には数え切れないほどの至高の血族が群がっていた。〝赤い剣鬼レツドオーガ〟を討うって名を上げようとしているのか、二人に群がる至高の血族は誰も彼もが血気に逸はやった目をしていた。同時に、誰も彼もが〝赤い剣鬼〟の実力を警けい戒かいしているのか、十影とコートスを取り囲む至高の血族たちは、二人から十メートル以上距きよ離りをとって、こちらの出方を窺うかがっていた。

「十影、ＰＤを使って俺たちの声が至高の血族向こうに聞こえないよう指向性を持たせてくれ」

　十影は言われたとおり、脳波でＰＤを操作し、超ちよう指向性マイク機能を利用して、周囲の至高の血族にこちらの声が届かないようにする。

「ＰＤ、まだ回収してなかったのか？」

「まだ使えると思ってな。それに、ちょっとやそっと踏まれたくらいじゃ壊こわれない程度には改造してある」

「おいおい、ＰＤの改造はクリアナの法に触ふれるぞ」

「バレなきゃいいんだよバレなきゃ。まずは仕込みで注意を逸そらし、散開と同時に連中の目を潰つぶす。間ま違ちがっても振ふり返るんじゃねーぞ」

「了りよう解かい」

　十影が返事をした瞬間、再び爆発音が耳をつんざく。

　先の戦せん闘とうの際、至高の血族の注意が十影に向いている間に、コートスが地面に置いて仕し掛かけた、ＰＤから発せられた〝音〟だった。

　至高の血族たちが爆発音に気をとられている隙に、コートスは今はなき右みぎ腕うでの袖そでから閃せん光こうのみを発するタイプの閃光手榴弾フラツシユバンを地面に落とす。直後、人間離ばなれした聴ちよう力りよくで閃光手榴弾が地面に触れた音を聞き、この場にいる多くの至高の血族が閃光手榴弾に視線を向けてしまう。

　刹那、十影とコートスは地を蹴けって散開し、ほぼ同時に閃光手榴弾が眩まばゆいばかりの光を爆発させ、至高の血族たちの視界を真っ白に塗り潰す。敵の群れに飛び込んだ瞬間、十影の刀が、コートスの拳銃剣が銀色の軌き跡せきを描えがき、描いた数だけ至高の血族の命を刈かり取っていく。が、刈り取った数はやはりコートスの方が少なく、閃光手榴弾と斬ざん撃げきをやり過ごした至高の血族たちがコートスに殺さつ到とうする。コートスは右袖が棚たな引びくほどの勢いで旋せん転てんしながら、迫せまり来る至高の血族たちに向かって弾丸をバラまいた。

　至高の血族たちが苦もなく弾丸をかわした瞬間、

「ぐぎゃああああああッ!!」「目が……目がぁあああッ!!」

　揃そろいも揃って両目を押さえ、苦く悶もんの悲鳴をあげ始める。旋転と同時にコートスの右袖口から放たれた、至高の血族の視力をもってしても視し認にんが難しい極ごく細ぼその銀針が目に突き刺ささったのだ。コートスはさらに牽けん制せいの弾丸をバラまき、

「俺からのプレゼントだ、遠えん慮りよなく受け取りな」

　右袖口から破片手榴弾フラグメンテーシヨンをいくつもバラまき、地を蹴って至高の血族と破片手榴弾から大きく間合いを離はなす。直後、破片手榴弾が爆発し、さらなる苦悶の悲鳴が夜空に響ひびき渡わたった。

「こんだけ削けずれば、あとは楽だろ？」

「ああ。三秒で終わらせる」

　後ろに下がったコートスと入れ替かわる形で、十影が至高の血族の群れに突貫する。コートスが下がった先──つい先さき程ほどまで十影が戦っていた場所には、斬り捨てられた至高の血族が死し屍し累るい々るいと横たわっていた。

　コートスに傷を負わされ、弱っていた至高の血族たちを言葉どおりに三秒で斬り捨てたあと、十影は飛び下がってコートスと合流する。二人の周囲には、先程殺した数をはるかに上回る至高の血族が群がっていた。

「コートス……お前、三年前に比べて、随ずい分ぶん手持ちの武器が増えてんじゃねえか」

「増やしたんだよ。暗器使いって感じでかっこいいだろ？」

「いや、別にかっこよくはねえな」

「なんだとぉ？」

　軽口を叩き合いながら、十影とコートスは背中合わせになる。数え切れないほどの至高の血族に囲まれているにもかかわらず、二人の醸かもし出す雰ふん囲い気きはどこか余よ裕ゆうに満ちていた。

「さてと、ＢＩが切れる寸前までキリキリ働くとしますかね」

「だな」

　と、十影が答えた直後、二人は全く同時に地を蹴り、遅おくれて、断だん末まつ魔まの重唱が夜空にこだました。







「すっご……。十影はもちろんだけど、コートスもあんなに強かったんだ……」

　壁へき上じようから十影とコートスの戦いぶりを眺ながめながら感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす、クイン。

　塀へいの上に立ち、〝天網の義眼クラリウイデンス〟で〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟を捜さがしながら、ちゃっかりと二人の活かつ躍やくを視みていたクラリタは、左目に誇ほこらしげな光を燻くゆらせ、いつもどおりの無感情な声こわ音ねでクインに言った。

「二人とも、リアリ小隊の出だからね」

　クラリタ、十影、コートスの上官であり、三年前の第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦で戦死した〝純白の聖女〟──リアリ・アラングレイスの小隊は、当時はエクイテスでも屈くつ指しの生存率を誇っていたこともあり、才ある新兵の育成を任されることも少なくなかった。天才的な狙そ撃げき技術を持つクラリタ、超人的な剣けん技ぎを持つ十影とともに、コートスは才ある新兵としてリアリ小隊に配属されたのだ。相応の実力があるのは当然の話だった。

「ラインは下げられちゃったけど、その分サンビームが活いきてるし、英えい雄ゆう殿どのが大暴れしているおかげで味方も盛り返してるし、このまま守りきれるかもっ」

　現状、壁上まで敵の手が及およんでいないこともあってか、いやに弾はずんだ声音でクインはクラリタに同意を求める。クラリタはゆっくりと首を横に振り、

「視たところ、〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟が全くと言っていいほど戦いに参加してない。〝至高の中の至高〟の動き次し第だいでは一気にひっくり返ることも──」

「そこは心配しなくてもよいと思うぞ」

　クラリタの言葉を遮さえぎり、ペスティは「ふふん」とドヤ顔を浮うかべながら言葉をつぐ。

「〝至高の中の至高〟は、得てしてプライドの高い者が多い。人間相手に数で攻せめるなどプライドが許さぬはずだから、戦いに参加することはないと思うぞ」

「う～ん……そんなことはないんじゃない？　〝誉れ高き血統〟に『戦え』って命令されたら、さすがに言われたとおりに戦うでしょ」

　無む駄だに自じ慢まんげに説明していたペスティだったが、クインの冷静なツッコみに「んぐっ」と言葉を詰つまらせてしまう。

「まあ、でも、戦いの初日から味方の士気を下げるような命令は下さないと思うけどね」

「否定したいのか肯こう定ていしたいのかどっちなのだっ!?」

　という緊きん張ちよう感かんに欠けるやり取りを尻しり目めに、クラリタは黙もつ考こうする。

（もしかしたらペスティの言うとおり、〝至高の中の至高〟は今夜の戦いには参加しないかも）

〝誉れ高き血統〟を捜しつつ、〝天網の義眼〟で戦せん況きようを視ていたクラリタだからこそ気づいた点が二つあった。

　一つは、ランスが崩くずした壁の隙すき間まに固こ執しつするように、敵がこの場所以外を攻めようとする素そ振ぶりすら見せていないこと。

〝天網の義眼〟で視た限りでは、兵を広こう範はん囲いに展開する様子も、兵を分けて別の方角から攻めようとする様子も見受けられず、そのせいで戦いの最さ中なかにありながら暇ひまを持もて余あましている至高の血族が大勢いるのを、クラリタはこの目で確認していた。

　もう一つは、敵が、殺した人間を回収していること。

　むしろそれが今こ宵よいの戦いにおいて最も重視すべきことだと言わんばかりに、敵はクリアナの兵士を殺し、死体を回収することに専念している様子だった。敵はいったい何のためにそんなことをしているのか……クラリタには皆かい目もく見当がつかなかったが、一つだけ、はっきりとわかっていることがあった。

（見ていて、あまりいい気分じゃない）

　左目に怒ど気きを宿しながら、心の中で独りごちる。〝誉れ高き血統〟を特定するという重要任務を負っていなければ、この手に持った電磁狙撃銃レールライフルで、仲間の遺体を連れ去る至高の血族を一人残らず撃ち殺していたところだった。

　兎とにも角かくにも、敵が不ふ審しんな動きをしているのは事実。このことは後で紅蛇老に報告しておこう──そう思った直後のことだった。

　距離にして四キロほど離れた荒こう野やに、馬の代わりに複数の至高の血族に引かれてやってきた箱馬車が停車し、クラリタはわずかに目を細める。まさかと思い〝天網の義眼〟の望遠倍率をあげるのと、箱馬車の扉とびらが開いたのは全く同時のことだった。

　箱馬車から出てきたのは、二人の至高の血族だった。

　一人は、くすんだ茶色の髪かみと同色の口くち髭ひげを蓄たくわえた、夜会服に身を包んだ男だった。

　もう一人は、髪が青白い、真白いカソックに身を包んだ美青年だった。

　ペスティに確認するまでもない。〝天網の義眼〟が捕ほ捉そくした二人は、ランドルフ・ストーカーとロッド・ストーカーに相そう違いなかった。

　そして、思い知る。十影が伝言で、一目見ればわかると言っていたことの意味を。

「……初めてかも……」

　珍めずらしくも表情を強こわ張ばらせながら、頰ほおに玉のような汗あせを垂らしながら、呻うめくように言葉をつぐ。

「敵を見て、怖こわいと感じたのは……」

　かつてない反応を見せるクラリタに、ペスティとクインは揃って目を見開いた。

「見つけたのか!?」

　ペスティに首しゆ肯こうを返すと、クラリタは地平の一点を指し示し、

「あそこにいる。ペスティの目なら見えると思う」

　塀から身を乗り出し、ペスティは地平の一点を凝ぎよう視しする。ほどなく、わずかに青ざめながら、わずかに震ふるえた声音で「間違いない……！」と断定した。

　クラリタは一度、大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐はき出す。たったそれだけで、つい今しがた生じた恐きよう怖ふを封ふう殺さつすると、〝天網の義眼〟に映じられたランドルフとロッドの画像データを自身のＰＤに送り、続けて、紅蛇のＰＤに転送する。

「クイン、念のためＢＩを飲んでおいて」

　そう言いながら、自身も腰こしに巻いたバンダリアからＢＩを取り出し、一息に飲み干す。

　クラリタには〝誉れ高き血統〟の特定の他ほかにもう一つ、別の任務が与あたえられていた。

　それは〝誉れ高き血統〟の暗殺。電磁狙撃銃による超ちよう長ちよう距きよ離り狙そ撃げき──これが成功すれば、想定よりも早くに至高の血族の大軍を撤てつ退たいさせられるかもしれない……そんな淡あわい期待が込められた任務だった。暗殺任務について知っていたクインは、

「狙撃に失敗した場合、反撃があるかもってこと？」

「うん。狙ねらう相手が相手だから、備えておくに越こしたことはないと思って」

　クインは「わかった」と返すと、腰に吊つり下げたケースからＢＩを取り出し、すぐに飲み干した。ペスティにも警けい戒かいするよう目配せをし、頷うなずき返すのを確認したあと、クラリタは電磁狙撃銃を構え、再度〝天網の義眼〟の望遠倍率をあげて二人の〝誉れ高き血統〟を視界に映じる。同じ〝誉れ高き血統〟といえども仲が良くないのか、それとも必要以上に馴なれ合わないだけなのか、荒野に並び立って戦いを眺めているランドルフとロッドの間には、微び妙みような距離があいていた。

　二人同時に狙い撃うつことを考えるも、そんな簡単にいくわけがないと心の中でかぶりを振ふる。それ以前に、狙いを一人に絞しぼってもこの狙撃が成功する確率は低いだろうと、クラリタは確信にも似た予感を抱いだいていた。それでもなお狙撃を試みるのは、成功する確率が低くてもやってみる価値があると思ったがゆえであり、この狙撃によって〝誉れ高き血統〟の力の一いつ端たんを垣かい間ま見みることができればという思いがあったがゆえのことだった。

（狙うなら、能力がまだ判明していない方……！）

　ロッド・ストーカーの心臓に狙いをつけたクラリタは、人差し指に力を込める。

　そして、

　電磁狙撃銃は静かな咆ほう哮こうをあげて、腹の中に抱かかえていた五発の弾だん丸がん全すべてを吐き出した。

　まるで電磁狙撃銃とロッドの心臓が一本の見えない糸で繫つながっているかのように、発射された五発の弾丸は寸分の狂くるいもなくロッドの心臓に殺到する。五発全て発射したのは、全く同じ場所に着弾させることで、闇やみのオーラによる防ぼう御ぎよをこじ開けるという狙いがあってのことだった。

　一本の矢と化した五発の弾丸が下界で戦う者たちの頭上を切り裂さき、ロッドの心臓まであと二百メートルというところまで距離を潰つぶした。その瞬しゆん間かんの出来事だった。




　突とつ然ぜん、弾丸とロッドの間に闇色の火柱が噴ふき上がる。




　弾丸は全て火柱に吞のみ込まれ、一発残らずこの世から焼しよう滅めつする。

　クラリタはすぐさまランドルフに視線を移すと、彼の足あし下もとには、尋じん常じようならざる力で踏ふみ抜ぬかれたのか、蜘蛛くもの巣す状の亀き裂れつが地面に拡ひろがっていた。

「まさか、ランドルフそつちに防がれるとは」

　まさか──と、言う割には全く意外だと思っていないような口ぶりでクラリタは独りごち、〝天網の義眼〟でランドルフとロッドを注視しながら反撃を警戒する。ＢＩによって高められた視力で狙撃の一部始終を見ていたクインもまた、緊きん張ちようした面おも持もちでランドルフたちの反撃を警戒する。そんな二人を尻目に、ペスティはどこか呆ほうけた顔をしながら、四キロ先にいるランドルフを見つめていた。

「あの炎ほのお……どこかで……」

　知らず、口から零こぼれた言葉は戦場の音にかき消され、誰だれの耳にも届くことなく夜風に流されていった。







「いやはや助かりました、ランドルフ兄さん。あやうく戦場に着いてすぐに殺されてしまうところでしたよ」

　ロッドは感謝に満ちた笑えみを顔に貼はり付けながら、ランドルフに向かって優ゆう雅がに一礼する。ランドルフは不快げに鼻を鳴らすと、

「白々しい真似まねはよしたまえ。我が防ぐとわかっていたからこそ、うぬは何もしなかったのであろう？」

「やれやれ、お見通しでしたか」

「お見通しもなにも、そうするように仕向けたのは、うぬであろうが。この後のことを考えると、うぬに余計な力を使わせるのは得策ではないからな」

　ランドルフの言が当たっているのかいないのか、ロッドはわざとらしく肩かたをすくめたあと、自分を狙撃した人間を捜すべく、手で庇ひさしをつくりながら射線の先に視線を送る。少しして、クリアナを護まもる壁の上で狙撃銃を構える少女を見つけた瞬間、ロッドの笑みが嗜し虐ぎやく的に歪ゆがんだ。

「これはまた、随ずい分ぶんとかわいらしいスナイパーじゃぁありませんか…………んん？」

　怪け訝げんな声を漏もらしながら目を細めるロッドに、ランドルフの片眉まゆがわずかに上がる。

「どうしたのかね？」

「いえ……僕を狙ったスナイパーのすぐそばに、不純の血の姿がありましたもので」

「ほう」

　ランドルフは体から闇色の炎を噴き上がらせ、ロッドの視線の先を追う。聞いた話によると、ランドルフが尊敬してやまない父──ロドリオ・ストーカーが殺された原因は、不純の血にあるとのことだった。この程度の距離ならば充じゆう分ぶん焼き滅ほろぼせる──そう思ったランドルフは、四キロ先の壁へき上じようにいる不純の血を、銀ぎん髪ぱつの美少女を睨にらみつけ、




　これ以上ないほどに驚きよう愕がくを露あらわにしながら目を見開いた。




　瞬時に、驚愕を、動どう揺ようを、体から噴き上がらせていた獄ごく炎えんさえも抑おさえ込んだ直後、ロッドがこちらに顔を向け、訊たずねてくる。

「おや？　不純の血を焼き滅ぼそうとしていたのではなかったのですか？」

　ランドルフは荒あれ狂くるう波のように揺ゆれる心中を隠かくしながら、いつもどおり傲ごう慢まんに鼻を鳴らし、ロッドの疑問に答える。

「ふん……さすがに距離がありすぎると判断したまでの話だ。この距離で我が炎を届かせるためには、うぬを含ふくめた多くの者が巻き添ぞえになるほどの轟ごう炎えんを振るわねばならぬ。それでも構わぬというのであれば、我は今すぐ喜んで不純の血を焼き滅ぼしてみせよう」

「おっと、それはご勘かん弁べん願いたいですね」

　そう言って、ロッドは両手を上にあげて降参の意思を示した。

「ところで、彼かの不純の血の名は？」

「これはまた珍しいですね。噂うわさを聞けば手ずから焼き滅ぼしに行くほどに不純の血を忌いみ嫌きらっていたランドルフ兄さんが、不純の血の名前を知りたがるなんて」

「彼の不純の血は特別だからな。父上を死なせた罪を償つぐなわせるためにも、彼の不純の血の縁えん者じや全てを焼き尽つくす必要がある」

「だから名前を教えろと？　こわいこわい」

「して、不純の血の名は？」

「たしか……ペスティ・アーヴィングという名前だったはずですよ」

「……そうか。その名、我が心しん命めいにしかと刻みつけてやろうではないか。父上の弔とむらいのためにな……！」

　ランドルフはますます荒れ狂う心中を押し隠すように、その身から獄炎を噴き上がらせながら猛たけ々だけしい息を吐く。そして、

（その名……その顔立ち……間ま違ちがいない…………なぜ、どうして、よりにもよって、うぬがクリアナに与くみしておるのだ……!?）

　壁上にいる不純の血──ペスティに視線を戻もどし、心の中で慟どう哭こくにも似た叫さけび声をあげた。

（クララの娘むすめよ……！）








第二章　もつれ合う思おも惑わく









　至高の血族スプリームブラツドが撤退を開始したのは未明のことだった。

　クリアナの戦力を散々削けずったあと、戦力差ゆえにこちらが追撃できないことをいいことに、至高の血族の大軍は堂々と背を向けて撤退していった。大方の予想どおり、クリアナと同じ名を冠かんする、今は使われていない巨きよ大だい地底都市に。もっとも、予想どおりとはいっても罠わなを仕し掛かける時間的余よ裕ゆうも人的余裕もなかったため、地底都市の入口を爆ばく破はして崩ほう落らくさせるという、悪あがきにもならない小細工を施ほどこすのがせいぜいだったが。

　今こ宵よいの戦いが完全に終わったことを確かく認にんすると、クラリタは壁上の塀へいから降り、右目に眼帯をかけながら、疲つかれきったため息をつく。長時間〝天網の義眼クラリウイデンス〟を駆く動どうさせていたせいか右目がわずかに熱っぽく、〝天網の義眼〟がもたらす情報を処理し続けていたせいか頭は鈍にぶい痛みを訴うつたえ続けていた。

〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の暗殺に失敗したあと、おそれていた反撃がくることはなかった。が、もう一度狙撃を試みるのは危険だと判断したクラリタは紅く蛇じやに指示を仰あおぎ、いまだ姿を現さぬ三人目の〝誉れ高き血統〟──ガルビヤスを捜さがしつつも、壁上からの狙撃で、地上で戦う兵士たちの援えん護ごをすることとなった。

　ペスティとクインもまた、壁上のトラムで運ばれてきたサンビームを使って──といっても、ペスティはサンビームの扱あつかいに難なん儀ぎしていたが──夜通し援護していた。ゆえに、

「つ～か～れ～た～！」

　という切実な叫びがクインの口から飛び出すのも、無理からぬ話だった。

　ペスティはペスティで塀に背を預けて座りながら、うとうとと舟ふねをこぎ始めている。昨夜の戦いで蓄ちく積せきされた疲ひ労ろうと合わさって、皆みなが皆疲つかれ切っていた。

（おまけに……）

　クラリタは、今はまだ夜の闇に覆おおわれた下界を一いち瞥べつする。ペスティとクインは援護に必死だったうえ、〝天網の義眼〟を有するクラリタほど夜目が利きかないため気づいていなかったようだが、至高の血族が去った今でも下界に描えがかれた地じ獄ごく絵え図ずは消えていなかった。下界に拡がる荒こう野やは、人間と至高の血族の死体で埋うめ尽くされていた。

　至高の血族に回収されていたため人間の死体はあまり多くないが、至高の血族の死体は集めれば山がつくれそうなほどに多く、荒野のそこかしこに転がっていた。さらには千切れた四し肢しに、撒まき散らされた臓物、血の大河……どれ一つをとっても吐はき気けを催もよおすほどの凄せい惨さんな絵図に、さすがのクラリタも不快感を覚えずにはいられなかった。百メートルという高さのおかげか、血臭が壁上まで届いていないのが唯ゆい一いつの救いだった。

　すでに嫌いやというほど見てしまった自分はともかく、ペスティとクインには下界の地獄絵図を見せたくないと思ったクラリタは、夜が明けて視界が明めい瞭りようになる前にこの場から離はなれるべきだと思い、幸か不幸か人数がピッタリだったので、疲労をとるためにも二人にとある施し設せつに移動することを提案した。







　ペスティとクインはクラリタに連れられて、クストス本部にある最さい先せん端たんの疲労回復施設に足を踏み入れる。疲労回復施設は男性用と女性用が五部屋ずつ、計十部屋設けられており、一部屋につき最大三人まで同時に利用できるとのことだった。〝治槽リポーザー〟と名付けられた疲労回復装置は風ふ呂ろ場ばの浴よく槽そうに似た設備らしく、部屋に入った三人は脱だつ衣い所で着衣を脱ぬいで一糸纏まとわぬ姿になると、〝治槽〟に入る前には汚よごれを落としておく必要があるということで、併へい設せつされたシャワールームで戦いの汗あせと汚れを洗い流した。が、

「あ～生き返る～」

　恍こう惚こつな表情で、恍惚な声をあげながらシャワーを浴びる、クイン。そんなクインの胸むな元もとを、残り二名は昏くらく沈しずんだ瞳ひとみで見つめていた。クラリタに関しては、眼帯を外した右目が完全に輝かがやきを失っているため、なおさら昏く沈んでいるように見えた。
















「うむ……いつものことではないか……いい加減慣れたぞ……本当だぞ……」

　悄しよう然ぜんとした表情で、悄然とした声で、ペスティはブツブツと自分に言い聞かせる。

　一方クラリタは、

「第二次性せい徴ちよう……まだかな……」

　いつも以上に感情を感じさせない声音で、現実から目を逸そらした、悲ひ愴そう感に充みち満ちた言葉を呟つぶやいていた。

　悲喜こもごものシャワーが終わったあと、三人はついに〝治槽〟の前に並び立つ。

「うむ、見た目は本当に物もの凄すごくお風呂だな」

「だね。浴槽に入ってるのは、お湯じゃなくてジェルっぽい感じだけど」

　三人どころか四人くらいまでなら楽に入れそうなほどに大きな浴槽、もとい〝治槽〟を満たしているのは、青い色をした半はん透とう明めいのジェルだった。

「このジェルに、疲労回復と疲労物質の除去を目的につくられたミニマイズマシンが注入されてる。効き目だけは本当にすごいから」

「なんか、引っかかる言い方ね……」

　と、訝いぶかしむクインに、クラリタは「入ればわかる」とだけ答え、問題がないことを二人に見せつけるように、いの一番に〝治槽〟に浸つかる。

　続いて、ペスティは恐おそる恐る〝治槽〟に足を入れるも、ひんやりとしたジェルの感かん触しよくが思いのほか心地ここちよく、肩かたまで一気に〝治槽〟に浸かり、「うむうむ、悪くないぞっ」と、ご機き嫌げんな声をあげた。最後に〝治槽〟に浸かったクインもまた、ひんやりとしたジェルの感触に思わず「おぉっ」と唸うなり、警けい戒かい心しんを綻ほころばせるように頰ほおを綻ばせる。

「クラリタが効き目だけはとか言うから、ちょ～っとビビっちゃったけど、普ふ通つうに気持ちいいじゃん」

　顎あごの下までどっぷりと浸かるクインに、ペスティは「うむうむ」と同意する。

「なんというか……ジェルが全身をマッサージして、コリをほぐしてくれる感じだな」

「ミニマイズマシンが疲労回復に効く経穴ツボを刺し激げきしてるって話だから、その表現でだいたい合ってると思う」

　話を聞いてなにかに気づいたのか、クインは顔を引きつらせながらクラリタに訊ねる。

「ツボを刺激してるって……まさか、段々痛くなってくるってパターン!?」

　クラリタは「んーん」と、首を横に振ふり、

「段々変なところまで刺激してくるパターン」

　クインの顔がますます引きつった、その時だった。

「にゃっ!?」

　尻尾しつぽを踏ふまれた猫ねこの鳴き声にも似た、珍ちん妙みような悲鳴がペスティの口から飛び出す。続けて、

「ひっ!?」

　クインの口からも引きつった悲鳴があがり、二人はクラリタの言っていた変なところの意味を理解してしまう。

「へ、変なところってそういう意っ!?　味っ!?」

「こ、こ、こんなところみゃでっ!?　刺激してくるとはぁっ!?　聞いて──やめ……やめ……やめてぇ……っ！」

　ミニマイズマシンに敏感なところまで刺激されたクインとペスティは、悲鳴とも嬌きよう声せいともつかない声をあげながら悶もん絶ぜつし始める。

「ちなみにだけど、もうすぐミニマイズマシンの動きが活発になるから覚かく悟ごしといて」

　もうすでに息も絶え絶えになりつつあった二人は、クラリタの口から出てきた絶望に、揃そろって顔を青くした。

「こここれ以上ぅっ!?　むむ無……理ぃ……っ！」

「ひぅん!?──ん[image: ～][image: ～]っ!!　ていうかっ!!　なんで、あんたは平然として──ぁんっ!?」

　クインは気合いでどうにか刺激を無視し、平然としているクラリタに抗こう議ぎしようとするも、言い終わる前に弱いところを的確に刺激されてしまい、〝治槽〟の中で腰こしを抜ぬかしてしまう。喋しやべる余裕もなくなってきたのか、弱々しく睨にらみつけて抗議してくるクインに、クラリタはいつもどおりの無感情な声と表情で、

「別に平然とはして──」

　不意に、クラリタの矮わい軀くがビクンと震ふるえる。そして、珍めずらしくも頰を羞しゆう恥ちの赤に染めながら、努めて平静を装よそおった声こわ音ねで言葉をついだ。

「……ないから」







「あひぃぃいいいぃッ!!　そこはらめぇえええぇえええぇぇえッ!!」

〝治槽リポーザー〟に浸かっていたコートスの口から盛せい大だいな喘あえぎ声があがる。

　ありがたみがないどころか害悪でしかない喘ぎっぷりに、十とお影えいは渋しぶみと苦みが入り混じった心底不快げな表情を浮うかべていた。必然か、あるいは偶ぐう然ぜんか、十影とコートスもまた疲れをとるために、クストス本部に移動して〝治槽〟を利用していたのだ。

　やがて、ミニマイズマシンにプログラムされていた疲労回復のプロセスが終しゆう了りようし、呻うめき声一つあげることなく乗り切った十影は、疲れたように深々と息を吐く。実際には劇的に疲れがとれているわけだが、良くも悪くもミニマイズマシンが色んなところを刺激してくるため、気分的には〝治槽〟に浸かる前よりもはるかに疲れた心地になっていた。

　散々喘いだせいかコートスは肩で息をしながらも、〝治槽〟の縁ふちに置いていた、聴ちよう診しん器型の装置が取りつけられたＰＤを摑つかみ取る。そして、集音部チエストピースを壁かべに押し当て、戦場に立った時以上に真しん剣けんな表情をしながら、手動でＰＤを操作し始めた。

「なにやってんだ、コートス？」

「盗とう聴ちよう」

　短く簡潔に即そく答とうするコートスに、十影は顔を引きつらせる。どうやらコートスは聴診器型装置とＰＤを利用して、壁の向こう側で〝治槽〟に浸かっている女性の喘ぎ声を盗聴、録音する腹積もりでいるらしい。〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と呼ばれる自分の前で堂々と犯罪に走る悪友に心底呆あきれながらも、十影がコートスの盗聴を止めようした、その時だった。

『はみゅんっ!?』

　聞き覚えのある珍妙な悲鳴がＰＤから飛び出した瞬しゆん間かん、コートスは鼻息を荒あらくしながら興奮し、十影の表情が時が止まったように凍こおりつく。

『腰に……力が…………も……う……もう……やめ……てぇ……』

　ＰＤから聞こえてきたのは、ペスティの声だった。

　息も絶え絶えで懇こん願がんしているペスティの状じよう況きようを脳内でいやらしく変へん換かんしたのか、コートスの鼻の下はこれ以上ないほどに伸のびきっていた。

　さらに、

『はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……んくぅ……っ』

　もはや完全に力ちから尽つきていたクインの、ミニマイズマシンの与あたえる刺激を受けてあげた嬌声がＰＤから聞こえた瞬間、コートスは「ひゃっほぉおおおおうッ!!」と歓かん喜きの叫さけびをあげながら渾こん身しんのガッツポーズを決めた。

「まさか一発で当たりを引くとか俺ってツイてるぅッ!!　やべぇやべぇやべぇッ!!　ガチで勃たっ──」

「断たってやろうか？」

　刹せつ那な、必殺の斬ざん撃げきにも似た激げき烈れつな殺気がコートスの心しん胆たんを斬きり裂さく。彼の隣となりにいる〝暁の英雄〟、もとい、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟が放った殺気だった。

　コートスは震える手でＰＤを操作し、盗聴をやめると、敬語で、恐る恐る十影に訊たずねる。

「あの～十影さん？　心しんの奥おく伝でん〝無む寂じやく〟はどうしたのですか？」

「今は必要ないと思ってな。それより、録音もしているだろ。今すぐ消せ」

「あは、あはははは……」

「消せ」

　笑って誤ご魔ま化かそうとするコートスに向かって、冷厳に告げる。取りつく島すら与えない十影を前に、コートスは「ちくしょう……」と血けつ涙るいを滲にじませながら、ＰＤに録音した盗聴音声を消去した。十影は「これくらいで勘かん弁べんしてやる」と言わんばかりに鼻を鳴らすと、すぐさま心の奥伝〝無寂〟を行使。なんだかんだ言いながらも、二人の嬌声に興奮してしまった己おのが未熟さを恥はじながら、心の中で生じた煩ぼん悩のうと雑念を刈かり取っていく。コートスを止めるのが少々遅おくれてしまったのも、己が未熟さが招いたことだと自じ戒かいする。

「そういえば、パックの奴やつおっせーな」

　話題を変えることで空気も変えたかったのか、コートスが露ろ骨こつに違ちがう話を振ってくる。パックとは、十影とコートスと一いつ緒しよに〝治槽〟に入る予定だった、コートスの同どう僚りようだった。

「たしかに遅おそいな」

　十影が独りごちた瞬間、部屋の扉とびらが開き、一人の男が十影とコートスの前に現れる。




〝治槽〟の部屋に入ってきたのは、十影とコートスの同期──ユラギだった。




　予想外すぎる闖ちん入にゆう者に、十影とコートスは揃って絶句する。さらに、二人してうっかりユラギの股こ間かんに目がいってしまい、ますます絶句してしまう。

「なんでだよ……」

　コートスの口から呻くように出てきた言葉は、パックの代わりにユラギが現れたことに対しての言葉ではなかった。

「なんで天はこんなヤローに二に物もつも三さん物もつもくれてやってんだよぉおおおおぉおぉッ!!」

　そんな切実な叫びを完全に無視して、シャワーで汗あせと汚よごれを洗い流した銀ぎん髪ぱつの美び丈じよう夫ふは、噓うそくさいほどに爽さわやかな笑えみを浮かべながら、十影とコートスが浸かっている〝治槽〟に入り込んでくる。

「コートスのツレはどうした？」

　剣けん吞のんな視線と物言いで訊ねてくる十影に、ユラギはますます笑みを深めながら、事もなげに答えた。

「パックには急な仕事を押しつけてあげたから、戻もどってくるのはしばらく後になると思うよ」

「鬼おにか、お前は」

　パックの同僚であるコートスは、苦々しげにユラギを批ひ難なんする。

「で、なにしに来た？」

「なにしに来た？──とは随ずい分ぶんだね。心腹の友である君と、ついでだから同期の器用貧びん乏ぼうくんと裸はだかの付き合いをしに来たに決まってるじゃないか」

「てめえやっぱり俺のこと器用貧乏だって思ってんじゃねぇかッ！」

「言葉の綾あやだよ」

「『あや』は『あや』でも、てめえの場合は『誤り』の『あや』だろッ!!」

「おぉ、なかなか上手うまい表現だね」

　心底感心したように言うユラギに、コートスはガックリと肩を落とす。暖簾のれんでも、もう少し押し応ごたえがあるのではないかと思う。

「で、なにしに来た？」

　先さき程ほどと全く同じ調子で、全く同じ質問をする、十影。

　頑かたくなな十影を前に、ユラギはますます笑みを深めると、

「やはり君は心腹の友だよ。僕のことをよく理解している」

　してねえよ──という十影の不平を無視し、ユラギは言葉をついだ。

「三十分後にクリアナの命運を占うらなう軍議が開かれる。十影、コートス、君たちにはそれに参加してもらうよ」

　予想外にもまともな用事に、十影とコートスは揃って驚おどろくも、

「まぁ、軍議に参加する者たち全員のＰＤにメールで通達をしているから、直接伝える必要は全くないんだけどね」

　最後に付け加えられた言葉によって、ユラギが結局なんのために〝治槽リポーザー〟に入ってきたのかがわからなくなってしまったことに、十影とコートスは思わず安あん堵どしてしまう。まともな用事でユラギが接せつ触しよくしてくることが、なにかの凶きよう兆ちように思えてならなかったからだ。

（それはそうと……）

　そろそろ〝治槽〟の中のミニマイズマシンが体中を刺し激げきし始める頃ころ合あいだが、ユラギは身じろぎどころか眉まゆ一つ動かす気配はなかった。やっぱりこいつはおかしい──と、あらためて確信しながらも、これ以上ユラギと同じ〝治槽〟に入る気になれなかった十影は、シャワーでもう一度体を洗い流し、さっさとこの場をあとにした。







〝治槽リポーザー〟から出たあと、シャワーでもう一度体を洗い流したクインは、げっそりとした表情をしながら脱だつ衣い所に戻る。遅れて戻ってきたペスティもまた、げっそりとした表情をしており、クラリタでさえも心なしか表情に疲ひ労ろうが見え隠かくれしていた。けれど、それはあくまでも精神的疲労の話であって肉体的疲労は驚くほどに回復しているものだから、ひどくやるせない気分になってくる。

「足あし腰こし立たなくしたところを容よう赦しやなく責めるようにプログラムしてるなんて、絶対おかしいっ！　〝治槽これ〟つくった人は絶対にヘンタイッ！　間違いなくヘンタイッ！　ヘンタイヘンタイヘンタイッ！」

　クインはパンツを穿はいたあと、ここにはいない、顔も名前も知らない〝治槽〟の開発者に向かって罵ば声せいを浴びせる。

「ア、アレは悪あく魔まの装置だ……間違いない……絶対に間違いない……」

　トラウマ寸前まで追い詰つめられていたのか、ペスティは死んだ魚のような目でブラジャーをつけながら、震えた声音で〝治槽〟を悪魔の装置呼ばわりしていた。

「聞いた話だけど、あれが心身ともに最もリラックスできる刺激らしいよ。……一ミリたりとも同意できないけど」

　下着をつけたあとに眼帯を巻いていたクラリタが、相も変わらぬ抑よく揚ようのない声音で説明する。もっとも、左目には〝治槽〟の開発者に対する怒いかりの灯ともし火びが見え隠れしているが。

　不平と不満と罵声を一通り吐はき出したころ、服を着終えたクインはさっさと脱衣所を出ようとするも、

「……？」

　ペスティとクラリタが真剣な表情で自身のＰＤを見つめていることに気づき、眉をひそめる。

「どしたの？」

「いや……メールボックスに、三十分後に行われる軍議に参加するようにという通達が届いていてな」

　そう言って、ペスティはクラリタを見やり、同じ通達が届いていたのか、クラリタはコクリと首しゆ肯こうを返す。自分にも通達がきているのではないかと思ったクインは、慌あわててＰＤを確かく認にんするも、

「あれ？　あたしにはきてない……」

　自分だけ軍議参加の通達がきていないことに、クインは首を傾かしげる。

「ちょっと十影にも確認してみる」

　そう言ってクインは通信を試み、三秒と経たたずに十影が通信に応じる。

『なにかあったのか？』

「なにかってほどじゃないけど、十影ってば、このあと軍議に参加する感じなの？」

『その口ぶりだと、クインも軍議に参加するよう通達されたのか？』

「……ううん。通達がきたのはペスティとクラリタだけ……って、あれ？　これってもしかして、あたしだけ先に休める感じっ？」

　クインの声音がいやに弾はずんでいることに気づいたのか、「そうみてえだな」と答える十影の声には苦笑がまじっていた。

『軍議の結果は全兵士に通達されるだろうから、寝ねるならその後にしとけよ』

「りょ～かいっ。話はそれだけだからもう切るね～」

　通信を切り、ＰＤを懐ふところに仕し舞まうと、クインはペスティとクラリタに向かって敬礼する。

「そういうわけだから、あたしは一足先に休ませてもらいまっす」

　悟られる前にこの場から離はなれたかったクインは、二人の返事を待たずに笑顔で脱衣所をあとにする。しばらく廊ろう下かを歩き、休憩所レストスペースにたどり着くと、まだ誰だれも休憩に来ていないことをいいことに、備えつけのソファに背中から寝転び、アイマスク代わりに両りよう腕うでで照明を遮さえぎりながら深々とため息をついた。

「しょうがないよね……ただの新兵が、クリアナの命運がかかった軍議に参加できるわけないし……」

　無理矢理自分を納なつ得とくさせるように、誰にともなく独りごちる。十影こと〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟が軍議に呼ばれる理由は考えるまでもなかった。ペスティはクリアナに協力する唯ゆい一いつ無二の至高の血族スプリームブラツドだから、おそらくそのあたりが理由で軍議に参加することになったのだと思う。クラリタはクストスの統合司令官──紅蛇の補ほ佐さを務めているうえ、天才的な狙そ撃げき技術と全すべてを見通す〝目〟を持っている。軍議に呼ばれて当然の人材だ。それにくらべて、

「あたしには……なんの力もない……」

　なんの力にもなれないどころの騒さわぎではない。自分にはなんの力もないのだ。この二ヶ月間で少し強くなった程度では足しにすらならない、なんの力もない、どこにでもいる新兵の一人にすぎないのだ。

「はは……なにそれ……」

　ほんの一日前、いまだに全く十影の力になれない自分と、心身ともに十影の力になれたペスティの間には、もう永遠に追いつけないほどの差が開いている気がしてならないと思った。思ってしまった。そしてそれは……正しかった。

「もうこれ……追いつくとか……そんな次元の話じゃないじゃん……」

　初めから自分は、同じ盤ばん上じように立っていなかったのだ。十影と、ペスティと、クラリタと……力のある者たちと同じ盤上に立てない自分には、十影のそばに立って支える力すらなかったのだ。そう……「身しん」はおろか「心しん」を支える力すらも。

　そこまで考えたところで、クインはゆっくりとかぶりを振ふる。

「そんなはずない……そんなはずない……！」

　それまで考えたこと全てを、必死に否定する。一人、盤上の外にいる少女の強がりは、どこか悲痛で、どこか切実な響ひびきに充みち満ちていた……。







　今や至高の血族スプリームブラツドの橋きよう頭とう堡ほと化した巨きよ大だい地底都市クリアナの、地下空くう洞どうの天地を結ぶ柱状の建物の一室で、ランドルフはソファに身を沈しずめながら嘆たん息そくする。事実、ランドルフは嘆なげいていた。己おのれと彼女を取り巻く、あまりにも数すう奇きで、あまりにも怪かい奇きな運命に。

　ランドルフが、不純の血ペステイ・アーヴイングの母──クララと出会ったのは二十年以上前のことだった。

　当時クララは、ランドルフに上質の血を献けん上じようする、数百いる家畜人間の一人にすぎなかった。家畜ゆえか、ランドルフに血を献上する人間は誰も彼もがランドルフを、至高の血族という存在そのものを恐おそれていた。しかし、無知ゆえか、クララただ一人だけがランドルフを、至高の血族という存在そのものを恐れていなかった。

　本当におかしな娘むすめだった──そんなことを思いながら、ランドルフは知らず、頰ほおに微び笑しようを刻む。

　当時十代半ばほどだったクララを初めてランドルフの部屋に呼びつけ、その血を吸った時、クララは長い金きん髪ぱつを揺ゆらし、幼くも美しい容よう貌ぼうに好こう奇き心しんを溢あふれさせながら、自分の血が旨うまかったかどうかをランドルフに訊たずねてきた。家畜と思っていた人間にそんなことを訊ねられるとは思ってもみなかったランドルフは内心狼ろう狽ばいしながらも、素す直なおに「旨い」と答えてしまった。答えを聞いた時の、お淑しとやかながらも得意げに笑ったクララの顔は、今でもランドルフの脳のう裏りに焼き付いている。

　他ほかの家畜ならば、血を吸われたあとは逃にげるように部屋を辞するところを、クララはあろうことか〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟である自分に馴なれ馴れしく話しかけてきたことにも狼狽させられた。もしやこの娘バカなのでは？──そう思ったランドルフは、至高の血族を恐れない理由をクララに訊ねてみると、

『だってみんな、普ふ通つうに話が通じるじゃないですか』

　たったそれだけの理由で至高の血族を恐れないクララの図太さには驚かされたが、一番驚かされたことは、クララが親しみのこもった口調で至高の血族を「みんな」と呼んでくれた時、ランドルフの心の奥底で感動にも似た感情のうねりが生じたことだった。

　それから、血を吸うためにクララを部屋に呼びつけ、呼びつけるたびに彼女と会話をする時間が長くなり……いつの間にか、クララと過ごす時間を楽しみにしている自分がいることに気づいた。自分が、人間の女クララに惹ひかれていることに気づいてしまった。

　それは、あってはならないことだった。

　それは、抱いだいてはならない感情だった。

　自分は、純血主義で知られるストーカー家の血を引く者。

　自分は、凡ぼん百ぴやくはおろか〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の上に立つ、〝誉れ高き血統〟の一いち翼よく。

　その自分が人間の女に惹かれるなど、あってはならないことだった。誰よりも秩ちつ序じよと伝統を重んじる自分が、それを壊こわすような真似まねをするなど、あってはならないことだった。

　ゆえにランドルフは、適当な理由をこじつけ、クララを放ほう逐ちくすることに決めた。己おのが内に生じた想おもいを断たち切るならばクララを殺した方が確実だとわかっていながらも、己が内に生じた想いゆえに、それはできなかった。

　クララを放逐した際、彼女の目が全てを承知した目をしているように見えたのは、おそらく願望まじりの錯さつ覚かくだろうとランドルフは思う。

　その後、ランドルフは人間の女クララに惹かれた自分を戒いましめるように、自分の領地で発見された不純の血を、人間と交わった至高の血族を、手ずから葬ほうむることに固こ執しつするようになった。クララへの想いを断ち切るように。クララへの想いを一時の気の迷いだと自分に言い聞かせるように。

　クララを放逐してから四年の月日が過ぎたころ、山奥で不純の血と人間が暮らしているのを見かけたという話を聞いたランドルフは、ランドルフの手を煩わずらわせるまでもないという配下の言葉を無視して、一人、件くだんの山奥へ向かった。




　そして──




『はッ!!』

　銀ぎん髪ぱつの不純の血は裂れつ帛ぱくの気を吐きながら、ランドルフ目がけて闇やみのオーラで覆おおわれた拳こぶしを振るう。ランドルフは迫せまる拳けん打だを片手で払はらい、

『力強さは認めるが、少々優ゆう雅がさに欠けるな』

　まさにその優雅さを見せつけるような動きで、不純の血の首筋めがけて反はん撃げきの手刀を振るった。

　不純の血はオーラを集中した両腕を交差させて手刀を受け止めるも、凡百の至高の血族とは比ひ較かくにならないランドルフの膂りよ力りよくに吹ふき飛ばされてしまい、厳格な顔立ちをますます厳しくしながら、雑草が生おい茂しげる地面を五メートル近く削けずって、かろうじて踏ふみ止とどまる。

『事のついでだ。貴様の住すみ処かごと灰にしてくれよう』

　ランドルフの言葉に不純の血は反射的に振り返り、林立する木々に身を隠かくすように佇たたずむログハウスを見やる。直後、ランドルフが不純の血に、その背後にあるログハウスに向かって掌てのひらをかざす。

『やらせん……！』

　ランドルフの掌から夜の闇よりも闇くらい獄ごく炎えんが放射されたのと、不純の血が前方に掌をかざしたのは全く同時のことだった。

『〝無窮の闇グローリア〟！』

　刹せつ那な、不純の血の掌が、ランドルフの放った獄炎を余すことなく吸収する。

　予想外の出来事にランドルフが瞠どう目もくしている隙すきに、不純の血は激げき烈れつな踏み込みで互たがいの距きよ離りを一いつ瞬しゆんのうちに消し飛ばす。先さき程ほどまでとは別人としか思えないほどの速さだった。

『はッ!!』

　再び裂帛の気を吐はきながら、不純の血は拳を振るう。拳速もまた先の拳打とは比べものにならないほどに速く、防ぼう御ぎよが間に合わないと判断したランドルフは頰に闇のオーラを集中させて不純の血の拳打を受け止める。が、不純の血の膂力はこちらの想像をはるかに上回るほどに強く、踏み止まるために削った地面は五メートルを超こえていた。

　ランドルフは口の端はしから滲にじむ血を指で拭ぬぐい、独りごちる。

『なるほど。こちらの闇を喰くらい、己が糧かてとする闇闘技コンフリクトか』

　そして、不純の血に向かって居い丈たけ高だかに命じた。

『名乗れ。不純の血よ』

　突とつ然ぜんの命令に困こん惑わくする不純の血を尻しり目めに、ランドルフは言葉をつぐ。

『不純の血とはいえ、この我に血を流させたのだ。うぬには、我に名乗る栄えい誉よをくれてやろう』

　どこまでも尊大で、どこまでも傲ごう慢まんで、目に見えない強制力を感じさせる、威い圧あつ感かんに満ちた言葉だった。

『……ソロイ・アーヴィングだ』

　気け圧おされるように、不純の血──ソロイは答える。

　ランドルフは満足げに微笑を浮うかべると、掌を夜天にかざし、

『喜べ、ソロイ・アーヴィング。今からうぬが目にするは、深しん淵えんにして神しん炎えん。我が力の粋すいを垣かい間ま見みさせてやろう』

　ランドルフの全身から獄炎が噴ふき上がり、夜天にかざした掌しよう上じように闇色の火球が具象する。ソロイはおろか背後のログハウスすらも吞のみ込めるほどに巨大な火球は、その熱と圧も含ふくめて、闇色の太陽と呼ぶにふさわしい禍まが々まがしさだった。

『さあ、喰くらえるものなら喰らってみせろ。ソロイ・アーヴィングよ』

　ランドルフは夜天にかざしていた腕うでを振り下ろし、ソロイ目がけて火球を放つ。

　ソロイは真っ向から火球に突つっ込み、

『うぉぉおおおぉおぉおぉッ!!』

　真っ正面から、両の掌で火球を受け止め、〝無窮の闇〟で吸収する。が、火球の力は深淵にして神炎。〝無窮の闇〟で吸収できる許容量を超えたのか、瞬しゆん間かん的に血の暴走が勃ぼつ発ぱつし、ソロイの全身から血が噴き出した。

　ソロイは全身の激痛に耐たえながらも、火球を吸収し続け、

『がああぁああぁあぁあああぁあああぁッ!!』

　断だん末まつ魔まの叫さけびにも似た咆ほう哮こうをあげながら、見事火球を喰らい尽つくした。

　ランドルフの口から『ほう』と、感心の吐と息いきが漏もれる。

『見事だ。だが……』

　その身から噴き上がる獄炎の火勢が増し、大火となって夜天を黒く照らし始める。

『さすがにもう限界のようだな。我を少しでも本気にさせたこと、誇ほこりに思いながら黄泉よみ路じへと旅立──』




『ランドルフ……様……？』




　横合いから、忘れもしない女性の声が聞こえ、ランドルフは瞠目する。

　声がした方に視線を向けると、




　そこには美しく成長した、赤あかん坊ぼうを抱だきかかえたクララの姿があった。




『なぜ逃げなかったッ!?』

　クララに向かって叱しつ責せきを飛ばすソロイを見て、ソロイがログハウスを守りながら戦っていたのは、そこにソロイの家族がいると思わせるための、家族がすでにログハウスから脱だつしていることを気づかせないためのブラフだったことに、ランドルフは気づく。

　平時であれば、ソロイの強したたかさに感心し、ソロイが不純の血であることをつくづく惜おしんでいたところだが、今のランドルフにそこまで考えを巡めぐらせる余よ裕ゆうはなかった。

『ソロイ・アーヴィングの伴はん侶りよは……うぬ……だったのか……？』

　呆ぼう然ぜんと訊ねるランドルフに、クララは小さく首しゆ肯こうを返すと、足早にソロイに歩み寄る。

『ごめんなさい。やっぱりわたし、あなた一人だけを残して逃げるなんてできないみたい』

　聖母を思わせるほどに柔にゆう和わな微び笑しようを浮かべ、クララは言う。

『気持ちは嬉うれしいが、私が逃がしたのは、なにも君だけではないのだぞ……！』

『もちろん、わかってますよ』

　笑え顔がおをそのままに、クララは抱きかかえていた赤ん坊をソロイに渡わたした。思わず──といった風ふ情ぜいで赤ん坊を受け取ってしまったソロイが『どういうつもりだ!?』と訊ねるも、

『ペスティのこと、よろしくお願いしますね』

　とだけ答え、クララはソロイと赤ん坊を護まもるように、ランドルフの前に立ちはだかる。

　ランドルフは半ば反射的にその身から噴き上げていた獄炎を消し去り、できる限り感情を押し殺しながら、厳おごそかにクララに訊ねた。

『なんの真似だね？　よもや、我と戦うなどと言うつもりではあるまいな？』

『言いませんよ。自分の非力さは自分が一番よくわかってますから』

　ニッコリと笑って答えたあと、クララは右手を胸に添そえて、初めて見せる真しん摯しな表情で、初めて聞く真摯な声こわ音ねで、ランドルフに向かって決然と言った。

『わたしの命をあなたに差し上げます。ですから、ソロイとペスティだけは、どうか見み逃のがしてください』

『バ、バカなことを──』

『うぬは黙だまっていろッ！』

　余裕の欠片かけらも感じさせないほどに声を荒あらげて、ランドルフはソロイを黙らせる。そして、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをしたあと、

『我とクララは旧知にある。うぬは……しばし黙っていろ』

　ランドルフの言葉の内容に驚おどろいているのか、それとも、先程までとは明らかに様子が違ちがうランドルフに驚いているのか、ソロイはそれ以上口を挟はさもうとはしなかった。

『クララよ、うぬには至高の血族と人間の境界がないことは知っていた。うぬが不純の血と結ばれたのも、ある意味必然だったのやもしれぬな……』

　結ばれた──その言葉を口にした瞬間、ランドルフの胸に刺さすような痛みが奔はしる。が、そんな痛みはまやかしだと言わんばかりに、自分の胸を抉えぐるような問いをクララに投げかけた。

『あえて問おう。なにゆえうぬは不純の血とともに生きる道を選んだ？　なにゆえうぬは人間ではなく至高の血族の血を引く者と契ちぎりを交かわした？……答えよ』

　ランドルフの問いにクララは、きょとんとした表情を見せるも、すぐに微笑を浮かべ、胸を張って、はっきりとこう答えた。

『心の底から、ソロイこの人と共に生きていきたいと思ったからです』

　そして、はっきりと答えてくれたからこそ、踏ん切りをつけることができた。

　ランドルフはマントを翻ひるがえしながらクララに背を向け、

『興が削そがれたわ。我の気が変わらぬうちに、どこへなりとも消え失うせるがいい』

『ランドルフさ──』

『但ただし！　次また我の前に姿を見せし時は、一いつ片ぺんの容よう赦しやもなく、赤子もろとも、うぬらを焼き滅ほろぼす。共に生きていきたい者たちを失いたくなければ、さっさと我が領地から出ていくことだな』

『……はい！　ありがとうござ──』




　──トン、トン。




　扉とびらをノックする音が聞こえ、ランドルフは我に返る。

　先程まで耽ふけっていた物思いを心の奥の奥に押し込めると、いつもどおりの尊大さで、扉の向こうにいる者に中に入るよう促うながした。

「では、失礼しますよ」

　部屋に入ってきたのは、ランドルフと同格の至高の血族、ロッド・ストーカーだった。

「ようやく、凡ぼん百ぴやくども全すべてを地底都市に入れることができたのかね？」

「はい。人間どもの死体を運ばせていた分、随ずい分ぶんと手間取ってしまいましたけどね」

「して、首しゆ尾びは？」

「ひとまずは──と、いったところですね。潜せん在ざい能力を十全に引き出すためにも、サンビームなる兵器から照射される人工太陽光に耐えられるようにするためにも、これからまたさらにオーラを注いでやらなければいけませんが」

　わざとらしいほどに疲つかれた顔をしながら、ロッドは肩かたをすくめた。

「人工太陽といえば、やはり、この地底都市にも存在するのかね？」

「クリアナの技術を鑑かんがみれば間違いなく。現在、側近たちに人工太陽に関かかわる装置を探させていますが……地底都市の照明を司つかさどる施し設せつでなにも見つけることができなかった時点で、今のところはお手上げだと言わざるをえないですね」

「やれやれ……十万超これほどの数を収容できる場所が地底都市ここしかなかったとはいえ、要いらぬ危き殆たいを背負ってしまったものだな」

「いいじゃないですか。この地底都市に人工太陽があるからこそ、人間たちの思考を限定させることができるのですから」

「人間どもは夜を待たずに奇き襲しゆうを仕し掛かけてくると？」

「これもまた間違いなく、ですね」

「となると、翌夜を迎むかえる前に決着がつくことになりそうだな」

「その分、ゆっくり惨むごたらしくクリアナを誅ちゆう戮りくすることができるというものです」

「たしかにな。……先の戦いに参加していた凡百どもには休息をとらせて、地底都市入口の守りは〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟にやらせるとしよう」

「そのような凡百向きの命令、〝至高の中の至高かれら〟が素す直なおに従いますかね」

「否いなと言う者には、我が手ずから焼き滅ぼすと伝えておけ」

　過激かつ苛か烈れつなランドルフの言葉に、ロッドはやれやれと肩をすくめる。

「〝至高の中の至高〟の守りが破られて、人間どもが地底都市に侵しん入にゆうしてきた時はどうします？」

「しれたこと。なにも知らずに乗り込んできた人間どもに絶望を与あたえろ。うぬの闇闘技コンフリクトでな」

　直後、ロッドの口の端はしがおぞましく吊つり上がった。

「これはまた素敵な提案ですね。人間かれらの驚く顔を見るのが、今から楽しみだ」

「ふん……つくづく悪あく趣しゆ味みだな、うぬは」

「否定はしませんよ。それでは、僕はまだやることがあるので、このへんで失礼させてもらいます」

　気き障ざったらしいほどに優ゆう雅がに一礼したあと、ロッドは部屋をあとにする。去り行くロッドの足音が聞こえなくなったところで、ランドルフは疲れたように深々と嘆たん息そくすると、眠ねむるように、物思いに耽るように、さらに深くソファに身を沈しずめ、静かに瞑めい目もくした。







　十影とコートスは、不本意ながらユラギとともに、軍議の場となっているクストス本部の会議室に足を踏ふみ入れる。会議室には、司令官クラスも含ふくめて、エクイテス、クストス問わず、百人近い兵士が集まっていた。

「名残なごり惜しいけど、僕は軍議の進行を任されているから、一いつ旦たん別れさせてもらうよ」

　一生別れていてくれ──と、返そうとした十影だったが、ユラギの言葉に不ふ審しんな点があることに気づき、眉まゆをひそめる。

「軍議の進行を任されてるってのは、どういう意味だ？」

「奇襲作戦の案を上申してみたら見事に採用されてね。細かい説明をするためにも、軍議の進行を任されたってわけさ」

「またなにか企たくらんでるんじゃねえだろうな？」

「いやいや、さすがに僕も今回ばかりは君との親交を深めている余裕はないよ。十万を超こえるお客様を、もてなすので手いっぱいだからね。それに……ふふ……ゾクゾクするよ。こんな面おも白しろい状じよう況きよう、普ふ通つうに生きてたらそうそう味わえるものじゃない」

　いつクリアナが滅んでもおかしくない絶望的状況を心の底から楽しんでいるユラギに、十影とコートスは心の底から呆あきれ果てる。この男にとって絶望とは、人生に刺し激げきを与あたえるスパイスでしかないのかもしれない。

　ユラギと別れたあと、十影は会議室全体に視線を巡らせて、ペスティとクラリタを捜さがす。ほどなく、会議室の隅すみで、クラリタの軍服の裾すそを摑つかんで縮こまっているペスティを見つけ、コートスと一いつ緒しよにそちらへ向かう。

　どうしてペスティが、借りてきた猫ねこよりもおどおどしているのかと思っていたら、

（……なるほどな）

　ペスティとクラリタの周囲にいる兵士が、揃そろいも揃って憎ぞう悪おの視線をペスティに向けていることに気づき、得心する。ペスティがエクイテスに入隊して以降何度もあったことだが、至高の血族スプリームブラツドに仲間を殺された者たちが、味方だとわかっていながらも至高の血族の血を引くペスティのことを敵視しているのだ。おまけに、先の戦せん闘とうで三千人以上の兵士が戦死し、その半数以上が至高の血族の手によって回収されたせいもあって、憎悪を通り越こして殺気に塗まみれた視線をぶつける者までいる始末だった。

　そんな状況で、無感情に「よしよし」と言いながらペスティの頭を撫なでているクラリタに関しては、色んな意味でさすがとしか言いようがなかった。

　周囲の視線を無視することを決め込んだ十影と、そもそも初めから気にもとめていなかったコートスは、平然とした足取りでペスティたちのもとにたどり着く。

　今さらながら十影たちが来たことに気づいたのか、ペスティは慌あわててクラリタの軍服から手を離はなすと、無む駄だに胸を張りながら、震ふるえた声こわ音ねで十影に批ひ難なんの言葉を浴びせた。

「お、遅おそいではないか、十影っ。『れでぃ』を二人も待たせるなど、紳しん士しのすることではないぞっ」

　軍議には遅おくれてねえんだけどな──と、内心独りごちながらも、十影は苦く笑しようまじりに「わりぃ」とペスティに謝り、彼女の隣となりに立──とうとしたところを、下げ卑びた笑みを浮うかべたコートスが割って入る。が、

「おぶっ」

　クラリタが肩に背負っていたケースでコートスの頭をどつき、ペスティの隣を十影に譲ゆずるよう無言で、じっとりとした視線でコートスに訴うつたえる。

　有う無むを言わさぬクラリタの雰ふん囲い気きに負けたコートスは「ペスティちゃんとお近づきになれるチャンスだと思ったのに……」と、しょぼくれながらクラリタの隣に移動した。

　そんなこんなでペスティの隣に立った十影は、気き遣づかわしげに、

「ペスティ、大だい丈じよう夫ぶ……か……？」

　思わず、言こと葉ば尻じりを濁にごらせてしまう。十影が隣に立つや否や、ペスティがこちらの軍服の裾をギュッと握にぎり締しめてきたのだ。

　ペスティは十影から視線を逸そらしながら、頰ほおを赤らめながら、蚊かの鳴くような声で言う。

「もう、大丈夫だぞ」

　瞬しゆん間かん、十影は心しんの奥おく伝でん〝無む寂じやく〟を行使する。そうしなければ、昨夕の壁へき上じようの時と同じように、人目も憚はばからずペスティを抱だき締めていたところだった。

（別にペスティのことが愛いとおしいとか……そんなんじゃねえからな）

　心の中で誰だれにともなく言い訳をしていると、会議室の奥に備えつけられた扉が開き、エクイテス最高司令官──クルススクと、クストス統合司令官──紅蛇が中に入ってくる。

　会議室が、静まりかえる。皆みなの視線が集まる中、紅蛇は会議室の上座に用意された椅い子すに腰こしを下ろし、クルススクは皆の前に立ち、厳おごそかに告げる。

「これより軍議を始める……ユラギ君」

　クルススクは隅に控ひかえていたユラギに前に出るよう視線で示したあと、自分は後ろに下がり、紅蛇の隣に用意された椅子に腰を下ろした。

　皆の前に立ったユラギは、普ふ段だんとは違う丁てい寧ねいな口調で、

「奇襲作戦の内容と決定事項について、第七街区司令官補ほ佐さを務める、わたくし……ユラギ・コルボナが説明させていただきます」

　決定事項──この言葉に引っかかりを覚えたのか、会議室はたちまちどよめき始めるも、ユラギはそれを歯し牙がにもかけずに説明を開始する。

「皆さんもご承知のとおり、このたびの奇襲作戦は敵の大将である〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟を討うち取ることが至上目的です」

　言い終わると同時に、ユラギの背後に映像が投とう影えいされる。映像には、ランドルフとロッド……二人の〝誉れ高き血統〟の姿が映し出されていた。

「この映像は、あちらにおられるクラリタ女史の〝天網の義眼クラリウイデンス〟が捉とらえたものです。クラリタ女史、あえて確かく認にんさせていただきますが〝誉れ高き血統〟の最後の一人、ガルビヤスの姿は本当に見かけなかったのですね？」

「うん。少なくとも、昨夜の戦場にガルビヤスは現れてない」

　無感情に答える声音とは裏腹に、クラリタの左目にはかすかに歓かん喜きの光が揺ゆらめいていた。どうやら「女史」と呼ばれたことが嬉うれしかったようだ。

「他ほかにも偵てい察さつに当たっていた兵士全てに確認したところ、やはりガルビヤスを見た者はおらず、現状、新たに地底都市入りした至高の血族も確認されていません。よって、このたびの戦いにガルビヤスが参戦している可能性は極きわめて低く、同時に、討つべき将が一人減ったことにより、この戦いに勝てる可能性が飛ひ躍やく的に上がったと思っていいでしょう」

　直後、年若いクストスの兵士が挙手をしながらユラギに意見する。

「いくらなんでも、それは楽観がすぎるのではないでしょうか？　ガルビヤスなる〝誉れ高き血統〟が、後から参戦してくる可能性も充じゆう分ぶんに考えられます」

　ユラギは兵士に向かって爽さわやかに笑えんでみせると、

「そのとおりです。ですから、その可能性を頭に入れつつも、二人の〝誉れ高き血統〟を討つことに注力するようにと続けようと思っていたのですが……さすがですね。僕如ごときが言うまでもなく、この場にいる皆さんはそのことをしっかりと肝きもに銘めいじていらっしゃる」

　まさか褒ほめて返されるとは思っていなかったのか、意見した兵士は照れくさそうな顔をしながら挙げた手をおろした。

　その様子を眺ながめながら、十影は「出世が早いわけだ」と、心の中でため息をつく。公おおやけの場に立った時のユラギは、非の打ちどころがないほどに好青年然としていた。

「さて、ここから先は〝誉れ高き血統〟を討つ策について説明したいと思います。が、その前に、皆さんには自覚してもらいたいことが一点だけございます。それは、この会議室はおろかクリアナ中を探しても、〝誉れ高き血統〟とまともに戦える人間が片手で数えるほどもいないという現実です」

　瞬間、会議室にいる、自他ともに精せい鋭えいと認めている兵士たちが一いつ斉せいに殺気立つ。が、ユラギはそれを眉一つ動かすことなく受け流し、殺気立つ兵士たちを黙だまらせる、忘れたくても忘れられない至高の血族の名を持ちだした。

「ランス・ロランス……我々はこの至高の血族一人に第だい零ゼロ太陽塔ツリーを破は壊かいされてしまいました。第一街区に設置されたカメラの記録でランスの戦闘を見ましたが、正直、ランスの前では、エクイテスとクストスの精鋭も烏う合ごうの衆しゆうと呼ばざるをえないでしょう。それほどまでに、ランスの戦闘能力は常じよう軌きを逸いつしていました」

　烏合の衆扱あつかいされたにもかかわらず、会議室にいる精鋭たちは誰一人として反論することができなかった。この場にいる全すべての精鋭は、この目でランスの戦いぶりを見ている。ゆえに、ユラギの言葉が事実であることを認めざるをえなかったのだ。

　葬そう儀ぎを思わせるほどに、重々しい空気が会議室に充じゆう満まんし始める中、

「〝誉れ高き血統〟はまず間ま違ちがいなく、ランス以上の怪かい物ぶつだと思っていいでしょう」

　ユラギは追い打ちをかけるように、絶望的な言葉を紡つむぐ。

　下手をすると奇き襲しゆう作戦に影えい響きようを与えかねないほどにまで士気を下げたところで、ユラギは絶望とは無む縁えんの爽やかな笑みを深め、一ひと際きわ大きな声で皆に告げた。

「ですから、こちらも一騎当千の怪物たちをぶつけることにしましょう！」

　怪物たち──その言葉に、誰も彼もが瞠どう目もくし、誰も彼もが希望に充みち満ちた表情を浮かべる。そして、

「〝闘神〟クルススク・サリヴァン！　〝黒こく老ろう〟紅蛇！　そして、〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟十影！　クリアナが誇ほこる怪物三人が組んだ最強の小隊をもって〝誉れ高き血統〟を討ち滅ほろぼします！」

　兵士ならば誰もが一度は夢想する、クリアナ最強の小隊が誕生したことに、希望と興奮がない交ぜになったどよめきが会議室に渦うず巻まく。そんな中、コートスは唯ゆい一いつの腕かいなをあげて、希望も興奮も感じさせない冷静な声音でユラギに訊たずねる。

「その小隊、数は三人だけなのか？」

　君は本当に使える男だよ──という、心の声が聞こえてきそうな視線でコートスを見つめたあと、ユラギはゆっくりとかぶりを振ふって質問に答え、

「通常の小隊同様、五人で組んでいただきます」

　ゆっくりと、会議室の隅にいるクラリタを指でさし示した。

　クラリタはキョロキョロと左右を見回し、自分を指さしながら、

「……ボク？」

「そうです。貴女あなたは過去誰も使いこなすことができなかった〝天網の義眼〟を我が物とし、狙そ撃げきにおいてもクリアナ随ずい一いちの腕うでを誇っています。単純な戦闘能力においても、先の三人を除けば兵士の中でもトップクラスの水準にあります。〝天網の義眼〟による道案内をしていただくことも含ふくめて、貴女を選ばない理由はありませんよ」

　クラリタを知る者たちは皆ユラギの言葉に同意し、クラリタをよく知らない者たちは皆子供と見み紛まがうほどに小さなクラリタに懐かい疑ぎ的な視線を向けていた。

　ますます会議室がどよめく中、

「そして、最後の一人は──」

　ユラギはここぞとばかりに彼女を指さし、高らかに告げる。




「ペスティ・アーヴィングさん。貴女に〝誉れ高き血統〟と戦っていただきます」




〝誉れ高き血統〟と戦うこと──それは最も危険な戦場に放ほうり込まれることと同義。十影はすぐさま抗こう議ぎをしようとするも、いまだ裾を握り締めていたペスティに軍服を強く引っ張られてしまい、思わず口をつぐんでしまう。遅れて、至高の血族がクリアナの命運を担になう小隊に選ばれたことに、そこかしこから不満が噴ふん出しゆつした。

「なぜそいつが!?」「信用できません!!」「土ど壇たん場ばで裏切るに決まってる!!」

　そんな罵ば声せいが飛び交かう中、ペスティは、ぎこちなく笑いながら十影に囁ささやく。

「望むところだな」

　どこか必死さを感じさせる双そう眸ぼうで見つめられたせいか、反論の言葉がなにも思い浮かばず、十影はぎこちなく「そうだな」と返してしまう。その一方で飛び交う罵声はますます激しさを増し、怒ど号ごうへと発展していく。さらにはユラギにではなく、ペスティに向かって怒号を浴びせる者まで出始め、もはや軍議どころではなくなりかけた、その時だった。

「狼狽うろたえるなッ!!」

　クルススクの大だい喝かつが会議室を震わし、一いつ瞬しゆんにして、会議室の混乱を鎮しずめてみせる。

「これは決定事項です。文句があるならばユラギくんにではなく、私とクルススク殿どのに言いなさい。彼の案に合意し、決定したのは他ならぬ私たちなのですから」

　続けて紅蛇が、穏おだやかに、されど有無を言わさぬほどの強制力のある言葉で、不平を言っていた者たち全てを黙らせた。

「ユラギくん、続けなさい」

　静かになったところで、紅蛇は軍議を進めるようユラギを促うながす。ユラギは紅蛇に向かって小さく一礼したあと、ペスティを選んだ理由について語り始めた。

「皆さんがご存じのとおり、ペスティさんは至高の血族の血を引いています。しかし、だからこそ、彼女は唯一無二の戦力でもあるのです。我々人間とは違い、ペスティさんはＢＩの時間制限に縛しばられることなく恒こう常じよう的に戦うことができます。負傷しても、我々の誰かが血を飲ませれば、たちどころに傷を癒いやすことができます。わかりますか？　彼女ほど戦力として安定している者はクリアナにはいないのです」

「戦力として問題なくとも、いつこちらを裏切るかわからないという点では大問題だろうが……！」

　中年のエクイテスの兵士が、怒いかりを押し殺した声こわ音ねでユラギに意見する。が、ユラギはそれを爽やかな笑顔で受け止め、

「裏切りの心配はありませんよ。ペスティさんが、我らが〝暁の英雄〟と同どう棲せいしていることは知ってますよね？　彼女にその気があったならば、この二ヶ月の間に〝暁の英雄〟の寝ね首くびをかこうとして、とうの昔に返り討ちにあっているはずです。それに、彼女は人間とのクォーターであるがゆえに至高の血族から忌いみ嫌きらわれ、命さえも狙ねらわれています。裏切るメリットが全くと言っていいほどありませんよ」

　言い返せるだけの説得力のある言葉が見つからなかったのか、それとも、ユラギの言葉に納なつ得とくしてしまったのか……中年の兵士は、苦々しい顔をしながら口をつぐむ結果に終わってしまった。

　ユラギは皆の反応を確かめるように視線を巡めぐらせる。

　もはや、罵声はおろか、反論の言葉すらも出てくることはなかった。

「小隊の名は、至高の血族たちにもわかりやすく伝えるために〈シルバーエッジ〉と名付けます。この〈シルバーエッジ〉を〝誉れ高き血統〟の心臓に突つき立てることが、奇襲作戦の本命であり──」

　ユラギはどこか楽しげに笑みを深め、皆みなの度ど肝ぎもを抜ぬく言葉をついだ。

「十万の至高の血族を倒すための囮でもあります」







　ユラギが語った十万の至高の血族スプリームブラツドを倒す策とは、巨きよ大だい地底都市クリアナに設けられた人工太陽を起動して、地底都市に駐ちゆう留りゆうする至高の血族を焼き滅ぼすというものだった。

　地底都市の入口を爆ばく破はするという話を聞いた際、ユラギはその任を受けた者たちに同行し、地底都市に入って人工太陽の制せい御ぎよ室を調べた。その結果、起動プログラムと電力さえ用意すれば人工太陽が使えることを確信し、入口爆破後すぐにクリアナに戻もどり、失われた起動プログラムを作成。さらに、マントル熱対流を利用した地底発電所の責任者のもとへ赴おもむき、地底都市への送電が可能であることを確かく認にん。人工太陽を起動するには相応の電力をため込む必要があるとわかるや否いなや、責任者を丸め込んですぐに送電を開始させた。

　そうなる可能性が高かったとはいえ、至高の血族が地底都市を駐留地に選ばなかった場合、ユラギのしていたことは全て徒労に終わってしまう。にもかかわらず、ユラギは嬉き々きとして作業に没ぼつ頭とうし、最終的に地底都市が決戦の場になることを想定しながら一人で動き、一人で作戦案を詰つめた。

　あらかじめ地底都市に人員を潜ひそませて、至高の血族が地底都市に入ったところで人工太陽を起動させることを考えるも、防衛戦直後のクリアナに至高の血族を追撃する余よ裕ゆうなどあるはずもなく、ただ人工太陽光を浴びせるだけでは至高の血族の数を多少削けずる程度の戦果しか挙げられないと思い、この案は却きやつ下かした。

　また、奇襲作戦決行時まで人員を地底都市に潜ませ、戦せん闘とうが激化したところで人工太陽を起動させるという案も考えたが、至高の血族が人工太陽の存在を警けい戒かいしていた場合、潜ませていた人員を見つけ出される可能性は極めて高く、最悪、捕つかまった人員が拷ごう問もんを受けて人工太陽の制御室の場所を吐はかされ、破壊されてしまう恐おそれがあったため、却下した。

　このように様々なパターンを想定し、検証し続けた結果、クリアナの持つ戦力のほとんどを費ついやして奇襲作戦を決行し、その最さ中なかに複数の別動小隊を地底都市に散らばらせて、個別に制御室を目指し、人工太陽を起動するという案が最も成功する確率が高いとユラギは結論づけた。

　そして──

　軍議で作戦案を説明した結果、会議室にいた大多数の者たちの支持を得ることができた。

〈シルバーエッジ〉を囮おとりにすると言った時は異論も噴出したが、説明が進むにつれて、〈シルバーエッジ〉の存在がいかに至高の血族の注意を引きつけるかを皆が理解し、〈シルバーエッジ〉が囮として機能すればするほど別動小隊が動きやすくなり、人工太陽起動を成功させる確率があがることを、皆が理解してくれた。

　その後、会議室に招集した兵士たちの中から、〈シルバーエッジ〉が〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟にたどり着くまでの露つゆ払はらいを請うけ負う十の精せい鋭えい小隊と、人工太陽を起動させる五の別動小隊のメンバーを選定し、軍議は終しゆう了りようした。

　解散後、多くの者たちが奇襲作戦の決行時刻まで休息をとる中、ユラギは一人会議室に残り、ＰＤから空間に投とう影えいしたディスプレイを、珍めずらしくも難しい顔で眺ながめていた。

　ディスプレイには地底都市の地図が映し出されており、人工太陽の制御室がある施し設せつへのルートを示す、無数かつ色とりどりのラインが明めい滅めつを繰くり返していた。

（敵が人工太陽の存在を強く警戒していた場合、やはり、このルートが最も制御室に到とう達たつできる可能性が高い……となると、やはり、彼女に期待したいところだねぇ）

　お膳ぜん立だては済んである。ユラギの提案により、奇襲作戦決行時、訓練兵と負傷兵、そして新兵が、名ばかりの防衛戦力としてクリアナに残すことが決定された。そして、そのことは全すべての兵士のＰＤに通達されている。自分一人だけが取り残されると知れば、彼女はまず間ま違ちがいなく黙だまってはいないだろう。

「……おや？」

　突とつ然ぜん、会議室の扉とびらが勢いよく開き、そちらに視線を向ける。

　会議室に入ってきたのは、彼女──クイン・クインだった。

（噂うわさをすれば、だね）

　ユラギが空間に投影していたディスプレイを消している間に、クインは大おお股またでこちらに歩み寄ってくる。

「捜さがしましたよ、ユラギさん」

「捜すまでもなく、ずっとこの部屋にいたんだけどね」

「ずっと会議室にいると思わなかったから捜したんですっ」

　声を張り上げたせいか、ユラギを捜し回っていたせいか、クインは「ぜーはーぜーはー」と呼吸を荒あらげていた。

「それで、僕になにか用でもあるのかい？」

「そんなこと言って……どうせ言わなくてもわかってるんじゃないんですか？」

　そうだよ──とは答えず、

「わからないから、こうして訊きいてるんじゃないか」

　堂々と白しらを切るユラギに、クインは諦あきらめたようにため息をつくと、確認するように訊たずねてくる。

「ユラギさん……昨日、あたしに言いましたよね？　なにかあったら、いつでも頼たよっていいって」

「たしかに言ったね」

「それなら……」

　クインは数瞬逡しゆん巡じゆんを見せるも、すぐに意を決し、頭を下げながらユラギにお願いする。

「あたしを、人工太陽を起動させる別動小隊に加えてくださいっ！　お願いしますっ！」

　クインが頭を下げているのをいいことに、ユラギは心底楽しげに口の端はしを吊つり上げる。面白半分で蒔まいた種が、こうも早くに花開いたことが楽しくて嬉うれしくて仕方なかった。

「別動小隊だと、十影たちとは離はなれて戦うことになるけどいいのかい？」

「十影の目の届くところにいたら、きっと彼は、あたしが奇き襲しゆう作戦に参加することを止めると思います。だから──」

「十影の目が届かない、別動小隊に入れてほしいと？」

「……はい」

　断腸の思いで──といった風ふ情ぜいで、クインは答える。

　クインは全てわかっているのだ。

　自分には奇襲作戦の主しゆ攻こうについていけるだけの実力がないことを、わかっているのだ。実力がないゆえに、自分が奇襲作戦に参加したことを十影に知られると、間違いなくクリアナに戻されてしまうことを、わかっているのだ。今、クリアナに置いていかれると、十影とペスティの背中が見えなくなるところまで置いていかれてしまうことを、わかっているのだ。そして、自分が今ユラギの掌てのひらの上で踊おどっていることを、わかっているのだ。

（なかなかに賢さかしく、なかなかに健けな気げじゃないか……滑こつ稽けいなほどに）

　別動小隊に参加し、人工太陽を起動して戦いの趨すう勢せいを決することができれば、最前線で戦う十影とペスティの力になれると、二人と肩かたを並べられると、クインは思い込んでいるのだろう。これを滑稽と言わずして、なにを滑稽と言うのか。笑いを堪こらえきれなかったユラギは、おぞましい笑え顔がおの上に爽さわやかな笑顔を被かぶせて、クインが求めている言葉を返す。

「わかったよ。その熱意に免めんじて、君を別動小隊に加えてあげるよ」

「ほんとですか!?」

　と、顔をあげるクインに、ユラギは「本当だよ」と答え、

「但ただし、たいした実績も実力もない君を今から他ほかの小隊にねじ込むことはできないから、君は僕の小隊に入ってもらうよ。それでもかまわないかい？」

　ユラギの言葉に、クインは意外そうな顔を見せる。

「ユラギさんも奇襲作戦に参加するんですか？」

「クリアナの命運がかかっているからね。もちろん参加するよ」

　数すう瞬しゆん、訝いぶかしげにこちらを見ていたクインだったが、すぐに居住まいを正し、

「足は引っ張りません。ですから……よろしくお願いしますっ！」

　もう一度、深々と頭を下げた。

　ユラギは噓うそくさいほどに爽やかな笑みを浮うかべながら、クインに優やさしい言葉をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ。実戦経験の乏とぼしさなら僕も負けてないからね。こちらこそよろしく頼たのむよ」

　そして、心の中で、聞くもおぞましい言葉を付け加えた。

　──僕を楽しませるという意味で、ね。








第三章　少女たちの決意









『父様父様っ。母様にオムライスの作り方を教えてもらったの。食べて食べてっ』

　十歳を超こえたばかりのペスティは、初めて一人でつくった、クララ直伝のオムライスをテーブルに並べて、早く食べるようソロイを急せかせる。愛まな娘むすめにかわいらしくせがまれたソロイは、厳格な顔立ちをだらしなく崩くずしながらも椅い子すに座り、ペスティのつくったオムライスをスプーンで掬すくって口に運んだ。瞬間、ソロイの表情が歓かん喜きと驚きよう愕がくに彩いろどられる。

『おぉ……！　旨うまいぞペスティ！　もしかしなくてもペスティは料理の天才なのでは!?』

　過か剰じようなまでに褒ほめ称たたえられたペスティは、胸を張って『そうでしょそうでしょ』と得意げな笑顔を浮かべる。その横で、クララは腰こしに手を当て『わたしの教え方が上手だったおかげですっ』と、自分も褒めるようソロイに催さい促そくする。

『母様ずるいっ。わたし、もっともっと父様に褒めてもらいたいのにっ』

『ペスティの方がずるいっ。わたしだって、もっともっとソロイに褒めてもらいたいんですからねっ』

『クララ、子供と張り合ってどうする……』

　呆あきれたため息を漏もらしながらも、ソロイは嬉しそうに幸せそうに二人を宥なだめる。嬉しそうに幸せそうにしているのはソロイだけではなく、クララも、もちろんペスティも、家族と一いつ緒しよにいられることが嬉しくて、この上ないほどに幸せだった。だが──




　突然、眼前に拡ひろがっていた幸せな景色が暗転する。




　いつの間にか心身ともに十七歳に戻もどっていたペスティは困こん惑わくしながらも、三百六十度闇やみに包まれた空間に視線を巡めぐらせる。どこを捜しても、先さき程ほどまで傍そばにいたはずの父と母の姿を見つけることができず、闇よりも闇くらく、おぞましい不安がペスティの心を黒く塗ぬり潰つぶしていく。不安に体を押されたのか、無意識のうちに一歩後ろに下がってしまった、その時、

「！」

　後ろに下げた足になにかがぶつかり、ペスティは思わず息を止める。絶対に見てはいけないと訴うつたえる本能とは裏腹に、勝手に動いた体が足あし下もとに視線を落としてしまう。




　ペスティの足下にあるもの……それはソロイの生首だった。




　切断面からおびただしい量の血を流した、両の眼まなこを見開いた父の生首が、いつの間にか足下に転がっていた。

「父……様……っ」

　双そう眸ぼうに涙なみだを、容よう貌ぼうに絶望を滲にじませながら、ペスティは後ずさる。が、再びなにかが足に当たり、さらなる悲劇を予感した体が凍こおりついたように動きを止める。




　ペスティの足下には、体中を弾だん丸がんで撃うち貫つらぬかれた母の死体が転がっていた。




　血だまりに倒たおれ伏ふす母が絶望に充みち満ちた表情をしていることに気づいた瞬間、ペスティは強きよう烈れつな目眩めまいを覚えて尻しり餅もちをついてしまう。

「噓……噓……っ」

　両親の死から目を逸そらすために、ここから逃にげ出すために、地面に手をついて起き上がろうとするも、

「ひ……っ」

　いつの間にか地面に血の海が拡がっていることに気づき、短い悲鳴をあげてしまう。

　血の海にはクインの死体が、クラリタの死体が、見知った者たちの死体が浮かんでいた。

　そして、

「あ……あぁ……」

　十とお影えいの死体までもが浮かんでいるのを目まの当たりにした瞬間、ペスティの心が四散する。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああぁっ!!」




　ゴツン──




　悪夢から目覚めたペスティは勢いよく上体を起こし、その拍ひよう子しになにかに額を思い切りぶつけてしまい、目を白黒させる。なにが起きたのかわからず混乱しそうになるも、自分が今、〝揺り籠クレイドル〟と呼ばれるカプセル型睡すい眠みん装置の中で寝ねていたことを思い出し……顔から血の気が引いていく。ペスティ自身は〝貴血の加護ブレス〟のおかげで無傷だが、勢いよく起き上がってしまったことにより至高の血族スプリームブラツドの頭ず突つきをくらった〝揺り籠〟のカバーには、わずかながらヒビが入っていた。

「……大丈夫だ。どうせこの装置にもミニマイズマシンが注入されていて、自動で修復されるに決まっておる……うむ、そうに決まっておる」

　そう自分に言い聞かせて、ペスティはカバーを開いて起き上がる。ペスティのいる大部屋には、百を超える〝揺り籠〟が整然と並んでいた。白しろ塗ぬりのカプセルの中では兵士たちが奇襲作戦にそなえて束つかの間の休息をとっており、〝揺り籠〟の防音性能が高かったおかげで、ペスティの頭突きの音に驚おどろいて目を覚ました者は一人もいなかった。

〝治槽リポーザー〟といい、〝揺り籠〟といい、クリアナの技術は本当に凄すごいな──と、ペスティは感心する。前者に関しては、疲労回復という一点のみを見れば効果は凄すさまじく、利用した際は、魔ま法ほうでもかけられたのかと疑ってしまうほどに疲つかれがとれていた。

　後者に関しても、どういう理り屈くつかは知らないが、三時間も寝ていないはずなのに、十時間以上ぐっすりと寝ていたのではないかと錯さつ覚かくするほどに眠ねむ気けが消し飛んでいた。〝揺り籠〟の中には花のような香かおりが充じゆう満まんしており、そのおかげか、〝揺り籠〟に入り、目を閉じてから十秒とかからずに眠ねむりに落ちることができた。

　悪夢に叩たたき起こされたため、〝揺り籠〟に設定されていた起き床しよう時刻よりも少々早く目覚めてしまったが、体調は万ばん全ぜんに近く、もう一ひと眠ねむりする必要はないと思ったペスティは〝揺り籠〟から出て大部屋をあとにする。

　ペスティが今いる場所は、クストス本部からほど近い場所にある兵士たちの宿舎だった。

〝治槽〟もそうだが、〝揺り籠〟もまだ試験運用の段階にあるため数に限りがあり、使用を許されたのは、奇襲作戦の要かなめとなる〈シルバーエッジ〉のメンバー、〈シルバーエッジ〉が〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟と相まみえるまでの露つゆ払はらいを請うけ負う精せい鋭えい小隊のメンバー、地底都市クリアナの人工太陽を起動する別動小隊のメンバーに限られていた。

　ペスティは廊ろう下かを行き、階段をあがり、宿舎の屋上にたどり着く。〝揺り籠〟の設定時刻よりも早くに起きたせいか、屋上には一つの人ひと影かげも見当たらなかった。

　大きく体を伸のばしたあと、手で庇ひさしをつくりながら直上の太陽を見上げる。第だい零ゼロ太陽塔ツリーの膝ひざ元もとにあるがゆえに、この宿舎も他の街区の建物に比べて背が高くつくられており、太陽をより近く感じることができるおかげか、悪夢のせいで少々陰いん鬱うつになっていた心が晴れていく心地ここちだった。しばらく日光浴に興じていたペスティだったが、思い出したようにＰＤで現時刻を確認し、ため息をつく。

「作戦開始まであと三時間、か」

　奇襲作戦の開始時刻は十四時。可能な限り休息がとれて、なおかつ、日が昇のぼっている間に攻こう撃げきを仕し掛かけることができるギリギリの時間が、その時刻だった。

「いい加減、覚かく悟ごを決めなくてはな」

　自分の力が評価されて、十影と肩かたを並べて戦うことを許されたのは正直言って嬉うれしい。けれど、凡ぼん百ぴやくの至高の血族や〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の相手ならともかく、〝誉れ高き血統〟を相手取るには、正直言って自分は力不足と言わざるをえなかった。

「力が足りないならば、賭かけるしかあるまい。この命を……！」

　一緒に生きていきたい──この言葉は、たしかに力になる。しかし、その言葉で得た力だけでは圧あつ倒とう的に足りないのだ。護まもりたい者たちを護るためには致ち命めい的てきに足りないのだ。

　だから、この命を賭けよう。

　わたしを生かすために死んでいった父様や、村の人たちのように、十影を、クインを、クラリタを……皆みなを生かすために、今度はわたしが命を捨てる覚悟で──




「いけませんね」




　不意に背後から老夫の声が聞こえ、ペスティは「のわぁっ!?」と悲鳴をあげながら振ふり返る。自分以外には誰だれもいなかったはずの屋上に、いつの間にか紅く蛇じやが紛まぎれ込んでいた。

「くくくく紅蛇殿どの!?　い、いつの間に!?」

　面おも白しろいほどに狼ろう狽ばいするペスティに、紅蛇は笑い皺じわを深めながら穏おだやかに答える。

「つい先程来たばかりですよ」

「ぐぬぬ……クラリタの師だとは聞いていたが……足音どころか、杖つえの音すら聞こえなかったぞ……！」

「気配を消すことだけは、誰よりも得意ですからね」

　直後、目の前にいるはずの紅蛇の存在が希き薄はくに見えて、ペスティは目を瞬しばたたかせた。

「ななななぁ!?　なんだそれはっ!?」

「気配を消してるだけですよ」

「も、もうなにがなんだかわからなくなってきたぞっ!?」

　ペスティの反応が面白かったのか、紅蛇はますます笑い皺を深くする。が、

「ところで、ペスティくん」

　なぜか紅蛇の細い目がより細く、より鋭するどくなったように見えて、ペスティは思わず背筋を伸ばしてしまう。

「君のような若者が、みだりに命を賭けるものではありませんよ」

「だ、だが──」

「『だが』ではありません。君の命の賭け方は、実に危なっかしいですからね。そんな調子でホイホイ命を賭けられては、見ているこちらの寿じゆ命みようが縮んでしまいます」

　紅蛇の言葉に、ペスティの首が斜ななめに傾かたむく。

「命の、賭け方？」

「そうです。それなりに歳としをとっているおかげで、目を見て、声を聞けばわかるのですよ。君が本当に命を賭ける覚悟ができていることを。そしてその覚悟が、誰かを護るために自分の命を捨てるという代しろ物ものであることを、ね」

　正せい鵠こくを射い貫ぬかれ、ペスティは口ごもってしまう。

「悪いことは言いません。そのような命の賭け方をするのはおやめなさい。皆を悲しませるだけです」

「だ、だが……！　この戦い……どこかで必ず命を賭けねばならぬ時がくる……こないはずがない……！　その時は──」

「その時は、生きるために命を賭けてください」

　思わず、きょとんとしてしまう。

「生きる、ために？」

「そうです。戦いくさ場ばにおいて命を賭けるというのは、得てして死を前提に語られがちですが、そんなことはありません。戦場だからこそ、生きるために命を賭けるのです。己おのれを生かすことは、己を活いかすことに繫つながります。己を活かすことは、己以外の者を生かすことに繫がります。ゆえに、軽けい々けいに命を捨てることは、護りたいと願う者たちを殺すことにも繫がるのです。ですから、命を賭ける時は生きることを前提に──で、お願いします」

「……わかるような、わからないような……」

　と、自信なさげに呟つぶやくペスティに、紅蛇は「それならば、もう少しザックリと言いましょうか」と言い、どこか楽しげに言葉をついだ。

「君に死なれたら私のかわいい弟で子しが悲しみますので、命を賭ける時は死なない程度に命を賭けてください」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、自分が致命的なことを見落としていたことに気づき、ハッとした表情を浮うかべるも、

「って、それはいくらなんでもザックリ言いすぎなのではないかっ!?」

「ですが、わかりやすかったでしょう？」

「……わかりやすかった」

　そう答えた直後、ペスティのお腹なかが「くぅ～」と、かわいらしい鳴き声をあげ、紅蛇の細い目が丸みを帯び、ペスティの頰ほおが朱しゆに染まる。

「そ、そろそろ腹ごしらえをした方がよさそうだな」

　あまりにもタイミング良く腹が鳴ったせいか、無む性しように恥はずかしくなってきたペスティは逃にげるように屋上をあとに──しようとするも、屋上の出入口の前で立ち止まり、

「紅蛇殿……その……礼を言う。あのまま一人で思い詰つめていたら……きっとわたしは、皆のために命を捨てていたと思う。そんなことをしたら、十影たちに、わたしと同じ苦しみを与あたえてしまうことになるとも気づかずにな」

　また弱さのせいで過あやまちを犯おかすところだった──と、紅蛇の耳には届かない、小さな声音で付け加える。直後、再び「くぅ～」と腹の音ねが鳴り、ペスティは顔全体を赤くしながら逃げるように屋上から去っていった。







　去り行くペスティの足音が聞こえなくなったところで、紅蛇は屋上の出入口に向かって話しかける。

「素す直なおで、いい娘むすめですね。君が気に入るのもわかります」

　言い終わると同時に、出入口からクラリタが姿を現し、

「かわいい弟子、参上」

　かわいい弟子呼ばわりされたことを喜んでいるのか、左目に嬉しげな光を宿しながら抑よく揚ようのない声こわ音ねで言う。クラリタは気配を殺しながら出入口付近に身を隠かくし、紅蛇とペスティの会話を出で歯ば亀がめしていたのだ。

「君がここに来たのは、ちょうどそのタイミングでしたね」

「……バレバレでした？」

「バレバレでした。ですが、至高の血族ペステイくんの知覚を完かん璧ぺきに欺あざむくことができたのは、お見事でしたよ」

　事実、ペスティはクラリタの存在に気づくことなく、この場から去っていった。が、

「ボクが欺きたかったのは、ペスティじゃなくて紅蛇老だったんですけど」

　そのためにクラリタは出歯亀していたのだと得心した紅蛇は、他ほかの者にはまず見せることがない、意地悪な笑えみを浮かべながらクラリタに言う。

「それはそれは残念でしたね」

　紅蛇の物言いに悔くやしさを覚えたのか、クラリタもまた他の者にはまず見せることがない膨ふくれっ面つらを浮かべる。紅蛇とクラリタの関係は師し匠しようと弟子であり、統合司令官とその補ほ佐さであるが、今二人の間に流れる空気はそんなよそよそしい関係とはほど遠い、祖父と孫にも似た親しさに満ちていた。クラリタは膨れさせた頰を萎しぼめると、改まったように、

「紅蛇老」

「なんです？」

「死んでほしくないのはペスティだけじゃないから……紅蛇老も一いつ緒しよだから……そのこと、絶対に忘れないでください」

「もちろん、わかってますよ」

　穏やかに、はっきりとそう答えながらも、紅蛇は心の中で独りごちる。

（わかっていますが……私はなによりも誰よりも、この命に代えても、君に死んでほしくないのですよ）

　妻は、高こう齢れいゆえにもう何年も前に他界した。エクイテスに所属していた息子夫婦がいたが、度たび重なる至高の血族スプリームブラツドとの戦いで二人とも帰らぬ人となった。兄弟はおらず、気がつけば、身内と呼べる人間はこの世から一人もいなくなっていた。

　だから寂さびしかった──などと言うつもりはない。が、クラリタが弟子入りしてからの毎日は、本物の孫ができたようで……楽しかった。この子のためならば、この命を捨てることも惜おしくないと思った。

（すみませんね、ペスティくん。命を捨てる覚悟を決めるのは老人の特権なんですよ）

　ペスティが聞いたら顔を真っ赤にして抗こう議ぎしそうな独白を、心の中でぬけぬけと呟く。そんな図太い神経をしているせいか、クラリタの目をもってしても紅蛇の心中が見み抜ぬかれることはなく、続けて出てきた言葉も、やはり、ぬけぬけとしていた。

「さて、そろそろ下に降りるとしましょうか。このまま日向ひなたぼっこに興じていては、心地ここちよさのあまり、うっかり眠ねむってしまいかねませんからね」







「わかった！　わかったから泣くなって！　ちゃんと無事に帰ってくるから心配するなっつーの！　もう切るぞ！」

　宿舎の食堂で、コートスは大声をあげながらＰＤの通信を切り、深々とため息をつく。食堂には疎まばらながらも食事をとっている者たちがいたが、空気を読んでくれたおかげで、大声をあげていたコートスを咎とがめようとする者は一人としていなかった。

　同じテーブルに座っていた十影は、からかうような口調で、

「妹さんからか？」

「まぁな……ったく、普ふ段だんは無む駄だに凶きよう暴ぼうなくせに、こういう時に限って……くそっ、やりづらいったらなかったぜ」

「それだけ、お前のことが大事だってことだろ」

「……うるせー。んなこた、わーってるよ。それよりペスティちゃんの姿が見当たらねぇけど、どこ行ったんだ？」

　十影とともに食堂に向かった際、廊ろう下かで偶ぐう然ぜん出会った相席者について訊たずねる。

「飯食ったら眠たくなったとか言って、お前が妹さんと話している間に〝揺り籠クレイドル〟の部屋に戻もどっていったぞ」

「この状じよう況きようで二に度ど寝ねかよ!?」

「この状況だからこそ、だろ」

「まぁ、一理あるな。この戦い、負けちまったら悔くいを残すことすらできねーもんな」

　少しの間、沈ちん黙もくが下りるも、コートスは再びＰＤを取り出し、犬でも追い払はらうように十影に向かって「しっしっ」と手を振ふる。

「俺は恋人たちに連れん絡らくするので忙いそがしいんだ。飯食った奴やつはさっさとどっかに行っちまえ」

　もはや頭の中は恋人たちでいっぱいになっているのか、心底どうでもよさそうに追い払おうとする悪友に、十影はため息をつく。

「お前こそ、混んできたらちゃんと席空けろよ」

　それだけ言い残すと、十影は席を立ち、食器を返へん却きやく口に戻してから食堂をあとにした。直後、ＰＤが振しん動どうし、画面に視線を落とす。

「クインからか」

　新兵ゆえにクリアナの防衛につくことになったクインは、この宿舎とは別の施し設せつで寝ね泊とまりしていた。おそらく、これからこちらの宿舎に顔を出すとか、そんな感じの通信だろうと思い、十影はクインの通信に応じる。

『おっはよ～十影』

「おはよう──って言いてえところだけど、もう昼だぞ」

『寝たの遅おそかったせいで、起きてからそんなに時間経たってないでしょ？　だったら、おはようでいいじゃん』

「それはまあ……どっちでもいいか。それより、何か用があって通信してきたんじゃねえのかよ」

『ぶ～ぶ～。用がないと通信しちゃいけないわけ？』

「いや、そんなことはねえけど……」

『ま、実際用があって通信したんだけどね』

「結局あるのかよ!?」

『あるのだよ。……今あたしさ、十影とペスティのいる宿舎の近くに来てるんだけどさ……二人きりで、会えないかな？』

　ほんのわずかだった。ほんのわずかにクインの声音が震ふるえていることに気づき、十影は押し黙だまる。気づかれたことに気づいたのか、クインはいやに明るい声音で、

『あっれ～？　なんか黙っちゃってるけど、もしかして十影ってば二人きりで会うと聞いていやらしいこと想像しちゃった～？』

「するか」

『冷静に即そく答とうされるのも複雑なんですけど……とにかく訓練施設の前にいるから、ぜ～ったいに一人で来てよね！』

　一方的に通信を切られ、十影はボリボリと頭を搔かく。クインは、ランスの攻こう撃げきを受けてボロボロになった、エクイテスとクストスの訓練施設の前にいると言っていた。が、

「宿舎ここからだと、微び妙みように遠くねえか？」

　そう独りごちながらも、諦あきらめたように言われたとおりに訓練施設へ向かう十影だった。







　二人きりで会えないかな？──そう言った時のクインの声音がわずかに震えたことが気になり、言われたとおり一人で訓練施設にやってきた十影は、入口の前にいるクインの姿を認め、歩み寄る。

「……本当に一人？」

「一人で来いって言ったのは、そっちだろうが」

「まあね。どうしても、十影にしてあげたいことがあったからさ。いやらしい意味じゃなくて」

　意地の悪い笑みを向けてくるクインに、十影はわざとらしいため息で応じる。

「それで、してあげたいことってのはなんだ？」

「キス」

　短く簡潔に即答する、クイン。数すう瞬しゆん、十影は呆ほうけた顔をするも、

「やっぱ、いやらしい意味じゃねえか!?」

「おやおや～？　英えい雄ゆう殿どのはなにを勘かん違ちがいしてるのかな～？　あたしはただ、ほっぺにキスしてあげるって言っただけだよ～？」

　ますます意地の悪い笑みを浮うかべるクインに、十影は一歩後ずさりながらも弱々しい反撃の言葉を返す。

「ほ、ほっぺでも……キスはキスだろ」

「それ、自分でも言ってて苦しいと思ってない？」

「……思ってますから勘かん弁べんしてください」

　珍めずらしくも敬語で白旗を振る十影に向かって、クインは勝ち誇ほこった笑みを浮かべる。が、すぐに笑みを柔やわらかくすると、十影が思わずドキリとしてしまうほどの優やさしい声音で、キスをしてあげたい理由を語った。

「ほっぺにキスをしてあげるって言ったのは……あたしなりのおまじない。十影が無事に帰ってこられるための」

　そして、優しい声音だったからこそ、こちらを想おもう気持ちに溢あふれた言葉だったからこそ……十影は、なにも言えなくなった。

「ダメ、かな？」

　拒きよ否ひされることを恐おそれているのか、恐る恐る、上うわ目め遣づかいで訊ねてくる。そんなふうに訊ねられて断れる十影ではなく「ほっぺなら、別にかまわねえよ」と、ぎこちなく返すのが精いっぱいだった。クインは心底嬉うれしそうに「ニシシ」と笑い、

「じゃあさ、少しだけしゃがんでくれない？　あたしってば、こう見えなくてもちっちゃいからさ、十影のほっぺにキスするには、ちょ～っと高さがきついのよね～」

「わかったわかった」

　もう完全に諦めた調子で応じ、腰こしを落とす。

　クインは十影の頰ほおに顔を近づけると、

「!?」

　十影をして瞠どう目もくするほどの速さで十影の首に両りよう腕うでをまわし、抱だきついた。

　クインの腕に込こめられた力が人間のそれをはるかに凌りよう駕がしていることに気づき、十影はますます瞠目する。

「お前なんでＢＩを──!?」

　抗議の声を張り上げようとした瞬間、唇くちびるで唇を塞ふさがれた十影は、これ以上ないほどに目を見開いたまま絶句してしまう。

　少しして、クインは唇を離はなし、恥はずかしげに、はにかみながら十影から離れた。

「舌は入れてないから、いやらしくはないでしょ？」

　唇に残る柔らかな感かん触しよくと、鼻び腔こうに残る柔らかな香かおりで思考が痺しびれた十影は、クインに言葉を返すことができなかった。

「おやおや～？　思いっきり呆けちゃってるけど、あたしとのキスがそんなに刺し激げき的だったのかな～？」

「……ああ」

　意地の悪い笑みを浮かべるクインに、十影は素す直なおに返した。だからこそ、クインの顔は瞬時に真しん紅くに染まってしまった。

「あ～…………もうっ！　そんなストレートに返されたら～……もうっもうっ！　うぅ～最近は全然だったから完全に油断してた[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　クインの悔くやしげな叫さけび声に驚おどろき、ようやく我に返った十影は「何の話だ!?」と訊ねると、

「十影が、すけこましって話よ!!」
















「おれがすけ……すけこましぃッ!?」

　全く予想していなかった返答に、十影の口から素すっ頓とん狂きような声が飛び出す。

「おれのどこがすけこましなんだよ!?」

「ナチュラルにすけこますことがあるから、すけこましって言ってんのよ!!」

「ナチュラルにすけこますって……そんなこと、あるのか？」

「そんなことありありよ」

　思わず、頭を抱かかえてしまう。心当たりが全くないと言えば噓うそになるから、なおさら抱えた頭は重かった。

「あ～……せっかく十影と初めてキスできたのに～……なんでこんな空気になっちゃってんのよ～……」

　ガックリと肩かたを落としながら出てきたクインの言葉の意味を反はん芻すうし、ようやく冷静に物事を考えられるようになった十影は、ほんの少し、咎めるような口調でクインに訊ねる。

「なんで、ＢＩを飲んでまで強ごう引いんにキスしたんだよ？」

「そうでもしないと、十影とキスできないと思ったから、かわされると思ったから…………ごめん、なさい」

　素直に謝るクインに、十影は目を細める。

（まさか……二人きりで会いたいと言った時に、声が震えていたのは──）

「──このまま、おれが帰ってこないだなんて思ってたりしてねえよな？」

「思ってないっ！……思ってないけど……『絶対に』とは思えないの……だから……」

「だから、キスをしたと？」

　クインはコクリと首しゆ肯こうし、

「ペスティとだけキスしてるの……ずるいし」

「何度も言ったが、ペスティに口移しをしてもらった時は、おれは完全に気を失ってたから記き憶おくにねえんだよ。むしろ、おれにとっては今のが初めてみたいなもん──」

　言いかけて気づく。自分が今、致ち命めい的てきな失言をしてしまったことに。

　ちゃっかり失言に気づいていたクインは、つい先さき程ほどまでしおらしくしていたのが一転、ニヤニヤ笑いを浮かべながら訊ねてくる。

「ね～ね～十影。『初めて』って、どういう意味での『初めて』かな～？」

　なにを言っても、さらなる失言に繫つながるような気がした十影は口ごもってしまう。もっとも、この状じよう況きようで沈ちん黙もくすることは答えを言っていることと同義だが。

「ふ～ん、そっか～、なるほどね～……えへへ。十影にとってある意味初めてのキス、いただいちゃいましたぁ」

　心底嬉しげに、夢見る少女のような目をしながら、クインは笑う。そんな彼女がかわいい──と、十影は思いかけるも、心の奥の奥でブレーキをかける自分がいることに気づき、内心首を捻ひねる。

「十影、絶対に絶対にぜ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ったいに生きて帰ってきてよ。でもって、ペスティも、クラリタも、誰だれも死なせちゃダメだからね。ちゃんとみんなで一いつ緒しよに帰ってきたら、今度は舌入れたげるから」

「なにさらっと当たり前のように帰ってきたあともキスしようとしてんだよ!?」

「いいじゃない、別に。それとも十影……もしかして、舌を入れられるんじゃなくて、下に入れたいの？」

　艶なまめかしい視線を送りながら、クインは下腹部の下に手を添そえる。直後、なんだかんだでクインの言葉の意味を理解してしまった十影の頰に朱しゆが差し込む。

「そ、それこそ本気でいやらしい話になるだろうがッ!!」

　散々叫ばされた十影は「ぜーぜー」と、肩で息をしたあと、付き合いきれんと言わんばかりに踵きびすを返す。

「時間がやばくなってきたから、いい加減戻もどるわ。ちゃんとみんなで一緒に帰ってくるから、クインはクリアナここで吉きつ報ぽうを待っていてくれ」

「え？……あ……あ～……待ってる待ってる」

　なんとも歯切れの悪い返事に、十影は眉まゆをひそめるも、

「十影が、あたしのとっておきのおまじないを使いこなすことを祈いのりながら待ってる」

「なにをどうやったら、おまじないを使いこなすことができんだよ!?」

「ん～、知らない」

「お前なあ……」

　呆あきれたため息をつく、十影。いい加減本当に宿舎に戻らないと戦いくさ支じ度たくをする時間がなくなってしまうので「またな」と言い残し、十影はクインのもとから去っていった。

「出しゆつ陣じん前にも顔出すから～っ！」

　と、去り行く十影の背中に向かって叫んだあと、唇に指を添えて誰にともなく呟つぶやく。

「おまじない、本当に効いたらいいね。十影にも……あたしにも……」

　悲ひ壮そうなまでの願いが込められた言葉は、去り行く十影の耳に届くことはなかった。







　エクイテスの最高司令官にふさわしい豪ごう邸ていの玄げん関かんで、クルススクは最愛の妻──エレナと短い口づけを交かわす。

　エレナがシェルターに入っていないのは、家でクルススクの帰りを待つというエレナの我が儘ままを、クルススクが職権を乱用して押し通したがゆえのことだった。

「祝勝会の準備をしておきますので、できるだけ早く帰ってきてくださいね」

　冗じよう談だんにしか聞こえないエレナの言葉に、クルススクは微び笑しようとともに、より冗談にしか聞こえない言葉を返す。

「祝勝会は祝勝会でも、二人だけの祝勝会で頼たのみたいところだな。そろそろ己おれも、子供が欲ほしいと思えるようになってきたからな」

「まあ……！」

　嬉しそうに恥ずかしそうに、エレナはわずかばかり紅潮した頰を両手で押さえる。

「それでは、行ってくる」

「はい……必ず、生きて帰ってきてください」

「もちろんだ」

　自信に満ちた瞳ひとみでエレナを見つめ、はっきりとそう答えると、クルススクはコートを翻ひるがえし、己おのが帰るべき場所をあとにする。

　家の前に停とまっていた迎むかえの車に乗り、走ること一時間、クリアナの真東にある、今は内うち外そととともに開け放たれた壁かべの門をくぐり抜ぬけたところで車は足を止める。車の外に出ると、白黒入り乱れた数え切れないほどの兵士たちが、門を出てすぐの荒こう野やに集つどっていた。

　奇き襲しゆう作戦開始まであと一時間を切っている。じきに、訓練兵、負傷兵、新兵を除いた、クリアナに残存する一万五千弱の兵力全すべてが荒野ここに集うことになる。

　果たして勝てるのか──という考えは、クルススクの中には微み塵じんもなかった。兵士たちのトップの一人であるがゆえに、なにがあっても自分たちが勝利することを確信していた。が、もう一つ、確信せざるをえないことがあった。

（果たして、どれだけ生きて帰ってこられるか……）

　この戦い、おぞましいほど膨ぼう大だいな血が流れる──そう確信していたクルススクは少しでも流れる血を減らすために尽じん力りよくすることを、人知れず己おのが心命に誓ちかった。







　出陣前にも顔を出すと言っていたとおりクインは、万を超こえる兵士たちとともに荒野で待機していた、十影、ペスティ、クラリタのもとを訪おとずれていた。

「クラリタ……これからも女子会開きたいから、ぜ～ったいに生きて帰ってきてよね」

「うん。約束する」

　抱ほう擁ようを交わしながら、クインとクラリタは願いにも似た約束を交わす。

「それにしても……すごい……大きい……柔やわらかい……」

　うわ言のように呟かれた言葉が、なにを指しているのかを察したクインは、自じ慢まんげにニヒリと笑い、

「でしょ～？」

「クイン、約束して。この戦いが終わったら、クインがどういう食生活を送ってるのか、ボクに教えて」

「ちょ……おかしな死亡フラグ立てるのやめてよね!?」

「……冗談だから」

　本気なのか冗談なのかさっぱりわからない無感情な声こわ音ねで言ったあと、クラリタはクインから離れる。クインは、さりげなくクラリタの左目を覗のぞいてみると、

（本気の目してる……！）

　気を取り直して十影に視線を向けてみると……面おも白しろいくらいに露ろ骨こつに視線を逸そらされ、クインは思わずニンマリと笑ってしまう。どうやら十影の脳のう裏りには、しっかりと「おまじない」がこびり付いているようだ。ペスティは、微び妙みような雰ふん囲い気きを醸かもし出すクインと十影を交こう互ごに見比べたあと、「んむむ」と眉まゆ根ねを寄せながら、恐おそる恐る訊たずねてくる。

「クイン……十影に、なにかしたのか？」

「キスした」

　あっけらかんと即そく答とうするクインに、十影は「おい!?」と狼ろう狽ばいしながらこちらに向き直り、クラリタが珍めずらしくも目を開きながら驚き、ペスティの口から「なぁっ!?」と、悲鳴じみた驚きよう愕がくが飛び出す。

「ククククインと、キキキキキスしたというのは本当なのか!?　十影!?」

　十影は、なぜか後ろめたそうに視線を逸らしながら、

「したっつうより……されたんだよ……」

「され、た……？　ということは、まさかっ!?　力ずくでっ!?　十影相手にっ!?」

「十影の唇くちびる奪うばうためだけにＢＩ使っちゃいましたぁ」

　てへへと笑うクインに、ぐぬぬと呻うめくペスティ。そんな二人を、クラリタは楽しげな輝かがやきを宿した左目で眺ながめていた。

　クインは一つ息をついたあと、表情と声音を正してペスティに言う。

「言っとくけど……まだイーブンになっただけだからね」

「イ、イーブン？」

「そ。これであたしもペスティも、十影とキスをしたのは一回ずつ……でしょ？」

　自分の見ていないところで二回以上されていることを恐れていたクインだったが、そんな感情はおくびにも出さずに毅き然ぜんと訊ねる。少しして、ペスティが「う、うむ」と、ぎこちなく答えると、人知れず安あん堵どしながら、ペスティに届けたかった言葉を紡つむいだ。

「あたしとペスティの勝負はこれからなんだから……決着をつけるためにも、ぜ～ったいに生きて帰ってきてよねっ。死んだりなんかしたら承知しないからねっ！」

　想おもいが届いたのか、ペスティはわざとらしいほどに「ふふん」と不敵に笑って返し、

「もちろんだ！　わたしがクイン以上に十影が好きだということを、帰ってきたらたっぷりと思い知ら────…………」

　唐とう突とつに、ペスティはフリーズする。遅おくれて、ボフッと音を立てて顔が真しん紅くに染まり、間近にいたクインは思わずビクリと仰のけ反ってしまう。

　ペスティは気づいてしまったのだ。頭に「特大」がつくほどの失言をかましてしまったことを、致命的に手て遅おくれなタイミングで気づいてしまったのだ。

　二人のやり取りを聞いていた周囲の兵士たちは、少女たちの想い人である〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟に向かって指笛を鳴らしたり、冷やかしの言葉を贈おくったり、美少女二人に好かれていることに対する怨えん嗟さの言葉を投げつけたり……渦か中ちゆうにいる十影は、羞しゆう恥ちの赤に染まった頰ほおを隠かくすように、片手のひらで顔を覆おおって項うな垂だれることしかできなかった。

「ったく……あいつらいつの間に、そんな関係になってたんだよ」

「そんな関係って……恋こいのライバル的な関係？」

　無感情に直球に訊ねるクラリタに、十影は弱々しく「言わせないでくれ」と返す。そんな十影の反応が面白かったのか、クラリタは左目にますます楽しげな光を燻くゆらせながら、

「モテモテだね、十影」

「うるせえ」

　そんな騒さわがしくも、かしましい激げき励れいを済ませたあと、クインは「ついでだからコートスにも会ってくる」と言って、十影たちと別れた。

　十影たちとの距きよ離りが離はなれるにつれて、クインの表情から笑えみが消えていく。

　十影とは、とっておきのおまじないを交わした。

　クラリタとは、また女子会を開く約束を交わした。

　そして、ペスティとは、恋の勝負の続きをする約束を交わした。

　絶対に、生きて帰ってこなければならないのは自分も同じだ。

　決然と歩き続けること二十分、十影たちがいるところからは随ずい分ぶんと離れた位置に、地底都市の人工太陽を起動する五つの別動小隊が小隊単位で集まっていた。

　自分が所属する別動小隊の長──ユラギの姿を認めたクインは、頰を両手でペシペシと叩たたいて気合いを入れたあと、そちらに歩み寄る。

「ユラギ小隊長……このたびは戦線に加えていただき、ありがとうございました」

　形式的に挨あい拶さつをするクインに、ユラギは相も変わらぬ爽さわやかな笑顔で応じる。

「先の戦いで、君が〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟と渡わたり合ったという報告を受けているからね。新兵でも有能な兵士は大だい歓かん迎げいさ」

　クインが小隊入りする理由を傍そばにいるユラギ小隊のメンバーに語るような、そんな口くち振ぶりだった。ユラギ小隊のメンバーは、ユラギとクインの他ほかに、エクイテスの兵士──ジェスと、クストスの兵士──カイル、そして、

「クインちゅわ～ん！　待ってたよ～！」

　イラッとするほどに甘えた声をあげながら、ユラギ小隊最後の一人──コートスがクインに駆かけ寄ってくる。「ついでだからコートスにも会ってくる」というクインの言葉に、噓うそはなかった。

「いやぁ、ユラギの野や郎ろうが伏ふせていた最後の小隊員がクインちゃんで、ほんと助かったわー。ユラギがいるってだけでも大たい概がいなのに、男ばっかりの小隊に放ほうり込まれた日にゃー一時間と経たたずに胃い袋ぶくろに穴が空いちまうところだったぜ」

「あんたといると、あたしの方が胃に穴が空いちゃいそうなんですけど……それより、お願いしてた物、揃そろえてくれた？」

「クインちゃんからのお願いだからな。そりゃもうバッチリよ」

　バチリとウィンクしたあと、近くに置いてあったバッグから、複数のポーチが付属したベルト──バンダリアを取り出し、クインに渡す。

「ご注文どおり、閃光手榴弾フラツシユと破片手榴弾フラグと弾だん薬やく、たんまり詰つめ込んでおいたぜ」

　コートスに注文したものは全て支給してはもらえるものの、これから至高の血族スプリームブラツドとの決戦というだけあって誰だれも彼もが武器弾薬を欲ほつし、エクイテス、クストスともに在庫が枯こ渇かつしたため、新兵であるクインに回してもらえた武器弾薬は雀すずめの涙なみだよりも少なかった。

　決戦ゆえに手持ちの武器弾薬だけでは心こころ許もとないと思ったクインは、あらかじめユラギから聞いていた小隊メンバーの中にコートスがいることを確認し、昨夜の戦いで様々な武器を使用していた彼ならば武器弾薬を沢たく山さん持っているのではないかと思い、ダメ元でお願いしたところ、下心を隠そうともしない声音で快かい諾だくしてくれた。性的な意味でのお礼は絶対に嫌いやだと、あらかじめ断っておいたから、たぶん、きっと、大だい丈じよう夫ぶだろうと願う。

　クインは「ありがと」と、礼を言いながらバンダリアを受け取るも、

「あれ？　こんなの頼たのんだっけ？」

　バンダリアの、腰こしの右側にくる位置に、変わった形状の拳けん銃じゆうを収めたホルスターが付いていることに気づき、説明を求める視線をコートスに投げかける。

「あぁ、その銃じゆうは俺のと同じ拳銃剣ガンソードってやつよ」

　そう言ってコートスは、腰に吊つり下げたホルスターから拳銃剣を抜き、クインに見せつける。

「この戦い、多勢に無勢にもほどがあるからな。どれだけ用意しても弾薬は尽つきるものだと考えた方がいい。なら、必然的に弾たま数かずなんて関係ない武器も必要になってくるってもんだろ」

「そういうことなら、普ふ通つうにナイフとかの方が嬉うれしかったんですけど」

「拳銃剣はハッタリが利きくからな。残弾がない状じよう況きようでも、相手に知られてなければ銃じゆう撃げきを警けい戒かいさせながら戦うことができる。ナイフじゃ、こうはいかねぇ」

　思いのほか含がん蓄ちくのあるアドバイスに、クインは目を瞬しばたたかせた。

「なんというか……コートスって、本当にすごいんだね」

「おうよ！　もしかしてクインちゃん、十影から俺に鞍くら替がえしたくなった？」

「あ、それはない」

「本当に関心なさそうに即答するのはやめてっ!!」

　というコートスの叫さけびに関心なさそうに、クインはバンダリアを腰に巻き、拳銃剣の握にぎりと弾倉マガジンを確かく認にんしてからホルスターに戻もどす。

「ところでクインちゃん。奇き襲しゆう作戦に参加するの、十影たちに内ない緒しよにしといて本当によかったのかよ？」

「うん。あたしが参加するって知ったら、十影は絶対に止めると思うから……あたしだけ置いていかれるのは絶対に嫌だから……」

　悲痛な声音で真情を吐と露ろするクインを、コートスは難しい顔をしながら見つめていた。

〝揺り籠クレイドル〟に入って眠ねむりにつこうとしていたコートスのＰＤに、十影たちには内緒で武器弾薬の都合をつけてほしいというクインからの通信が入り、快諾したコートスは、個人的に世話になっている──生体センサによる避ひ難なん誘ゆう導どうをやりすごした──武器商人に、武器弾薬を揃えてもらった。宿舎の食堂で十影を追い払はらった際、コートスは恋人たちに連れん絡らくをとっていたのではなく、武器商人と連絡をとり、用意してもらった武器弾薬の受け取りを秘密裏に済ませていたのだ。

　なぜコートスが、ここまでクインに尽くすのか……その理由は明快かつ下げ劣れつだった。

「まぁ、口止め料込みで三回戦でよろしく頼むわ、クインちゃん」

「だ、だから性的な意味でのお礼はお断りだって言ったでしょっ！」

　ちゃっかり三回戦の意味を理解していたクインが、金切り声をあげながら拒きよ絶ぜつする。

「いいじゃん別にー。さすがに初めてってわけじゃねーんだろ？」

　初めて──この言葉を聞いた瞬しゆん間かん、クインの顔が耳まで真っ赤に染まる。

「あっ、あっ、あったり前でしょっ！　あたしを誰だと思ってるのよっ！」

　あまりにも必死すぎるクインに、全すべてを察したコートスは下品で下劣で下げ卑びた笑顔を浮うかべる。

「そうかそうかそうだったのか～……でゅひ、でゅひひひひ……」

　いったい頭の中でどういう想像、もとい、妄もう想そうをしているのか……考えたくもなかったクインはドン引きしながら後ずさった。

「いやはや、君たちは本当に仲がいいねぇ」

　爽やかに見けん当とう違ちがいなことをのたまうユラギに、クインは青い顔をしながら全力で首を横に振ふり、コートスは「珍しくいいこと言うじゃねーか」と満足げな笑みをこぼす。

「そういやユラギ、人工太陽を起動させるプログラム、クインちゃんにも渡したのかよ？」

「おおっと、そういえばまだだったね」

　わざとらしいほどに大おお袈げ裟さに驚おどろいたあと、ユラギは懐ふところからスティック状の記憶媒体メモリを取り出し、クインに渡した。

「この記憶媒体をＰＤに差し込んで中に入っているデータを全てインストールしてくれ」

　クインは言われたとおりＰＤに記憶媒体を差し込み、データのインストールを終えたあと、ＰＤの画面を確認しながらユラギに訊たずねる。

「起動プログラムと起動ガイド、地底都市のマップデータ……で、全部ですよね？」

「そうだよ」

　確認がとれたところでクインは記憶媒体をユラギに返し、ユラギはそれを受け取りながらも、新たに懐から取り出した、プラグの付いたコードをクインに渡す。

「人工太陽の制せい御ぎよ室に到とう着ちやくしたあと、起動ガイドに表示されている場所にこのプラグを差し込み、ＰＤと繫つないで起動プログラムを立ち上げれば、あとは全自動でやってくれるように作ってある。別動小隊の二十五人のうち誰か一人でも制御室にたどり着くことができれば、人工太陽を起動できるという寸法さ」

　さも当たり前のように言っているが、誰でも簡単に人工太陽を起動できるプログラムを一日とかからずに作成したユラギのデタラメっぷりに、クインは内心舌を巻く。十八歳という若さで、第七街区司令官補ほ佐さに昇のぼり詰めた手しゆ腕わんは伊達だてではなかった。

「小隊長、そろそろウチも隊列を組んだ方がいいんじゃないか？」

　周囲にいる兵士たちが進軍に備えて隊列を組み始めているのを視線で示しながら、小隊員の一人であるカイルがユラギに訊ねてくる。わかったよ──と答えるユラギを尻しり目めに、クインは生なま唾つばを飲み込み、緊きん張ちようした声こわ音ねで、

「もうすぐ、始まるんだね」

「つっても、俺らは第二陣じんだから出番はもうちょい後だけどな。つうか、第一陣はずりぃよなー。奇襲のためにも素す早ばやく移動する必要があるのはわかるけどよー、どうして俺らには足を用意してくれねぇんだよー」

　コートスの愚ぐ痴ちのとおり、〈シルバーエッジ〉を含ふくめた第一陣の五千人には、車やバイクといった足が用意されていた。

「しょうがないでしょ。足の数には限りがあるし、第一陣には地底都市入口のクリアリングをしてもらわなきゃいけないんだから」

　窘たしなめるように言うと、クインはコートスの背中を押して、隊列を組み始めているユラギたちのもとへ向かう。そして、己おのれを鼓こ舞ぶするように、心の中で決意の言葉を口にした。

（人工太陽の起動……絶対に成し遂とげて、絶対に十影とペスティに追いついてやるんだからっ！）







　進軍を開始した第一陣は一時間とかからずに、クリアナと同じ名を冠かんする地底都市の入口に到着する。地底都市の入口は、一度に千人もの人間を運ぶことができる超ちよう大型エレベーターと、高さ十五メートル、幅はば二十メートルの巨きよ大だい螺ら旋せんトンネルの二つ。爆ばく弾だんで爆破したため超大型エレベーターは使用不能になっているものの、螺旋トンネルの方は爆破によって崩ほう落らくした岩や土ど砂しやを至高の血族スプリームブラツドが除去していたため道が開けており、第一陣は螺旋トンネルを通って地底都市におりることにした。

　先せん遣けん隊の五百人に続いて、十影たち〈シルバーエッジ〉も、地下へ続く、雄ゆう大だいかつゆるやかに螺旋を描えがく坂道を駆け足で下りていく。

　螺旋トンネルの天てん井じようには、照明が点ともされていた。

「人工太陽を起動する電力をため込むために、至高の血族が地底都市に入る前から送電を開始していたって話は聞いてたけど……これって至高の血族が点つけたのかな？」

　クラリタの疑問に、ペスティは「おそらく」と首しゆ肯こうし、

「〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟のロッド殿どのは、人間がつくった地底都市を奪うばい取り、そこに居を構えているという話だ。地底都市の勝手というものを理解しておるのやもしれぬ」

「……人工太陽、大丈夫かな？」

「おそらく大丈夫でしょう」

　愛まな弟で子しの不安を払うように、紅蛇が答える。

「照明の施し設せつと人工太陽の施設は別になっていますからね。それに、ユラギくんが消せる痕こん跡せきは可能な限り消しておいたと言っていましたので、至高の血族もそう簡単には人工太陽の制御室を見つけることはできないはずです」

「ほんと抜ぬかりねえな、あいつ」

　味方としては感心したいところだが、その抜かりなさのせいで極めて不快な思いをさせられてきた十影の声音は、どこか憎にく々にくしげだった。

「む……」

　不意に、クルススクのＰＤが振しん動どうし、通信に応じる。

「……………………そうか。わかった。己おれたちが来るまで無理はせずに防戦に徹てつしろ。そいつらは己たちで片づける」

「なにかあったのですか？」

　クルススクは紅蛇に向かって一つ頷うなずき、

「先頭を行く者たちが会敵しました」

「どうやら敵は、こちらの奇襲に備えていたようですね。数はわかりますか？」

「数十としか。ただ、その全てが〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟である可能性が高いとのことです」

　クルススクの言葉に、ペスティは目を見開いた。

「オ、〝至高の中の至高〟が雑ぞう兵ひようまがいのことをさせられているとは……」

「クインの言っていたとおりになったね」

　昨夜クリアナの壁へき上じようで「〝誉れ高き血統〟に『戦え』って命令されたら、さすがに言われたとおりに戦うでしょ」というクインの言葉を思い出しながら、クラリタは言う。

「敵の事情はさておき、数の利が活いきない閉所に、戦せん闘とう能力の高い〝至高の中の至高〟を配置するのは戦術としては理にかなってますね」

　紅蛇の言葉に同意するように首肯したあと、クルススクは十影たちに顔を向け、決然と告げる。

「出で鼻ばなから無下に兵士を死なせるわけにはいかん。己がＢＩを摂せつ取しゆして先せん陣じんを切る。そうすぐに〝誉れ高き血統〟と会敵するとは思えんが、紅蛇老たちは可能なかぎりＢＩの摂取を控ひかえてくれ」

「うむっ。誤ってわたしの血を飲まぬようにな、クルススク殿どの」

　ＢＩを摂取することがないとはいえ、誰だれよりも誤りを犯おかしてしまいそうなペスティに忠告されたことに、クルススクは微び苦く笑しようを浮かべる。

　至高の血族であるペスティを除いた〈シルバーエッジ〉のメンバーは、中和剤ざいが配合されていない、混じりっけなしのペスティの血液が入ったアンプルを一本、携けい行こうしていた。

　二ヶ月前に十影がロドリオと戦った時、ＢＩの力だけでは文字通り手も足も出なかったという報告を十影から受け、その事実を重く受け止めたクルススクと紅蛇は〈シルバーエッジ〉といえども、ＢＩの力だけでは〝誉れ高き血統〟には届かない可能性があるかもしれないと考えた。ゆえに、血の暴走のリスクを背負うことを覚かく悟ごした上で、ペスティの血液で〈シルバーエッジ〉の戦力を増強することにしたのだ。

　先の査問会の決定により、ペスティの血液は定期的にクリアナに提供されていたため、いくらかの血液が保管されていたという理由もあったが、ＢＩ製造のために保管している他の至高の血族の血を使わなかったのは──これもまた十影が報告したことだが──十影以外の人間にも、〝絆血の共振レゾナンス〟が発生することを期待してのことだった。

　クルススクが先遣隊に道をあけるようＰＤで指示を飛ばしたあと、〈シルバーエッジ〉は螺旋トンネルを一気に駆かけ下りていく。銃じゆう声せい、怒ど声せい、悲鳴……トンネルに反はん響きようする戦闘音が近くなってきたその時、クルススクの口から大だい音おん声じようが吐はき出された。

「下がれッ!!　あとは己たちがやるッ!!」

　走りながらＢＩを取り出し、飲み干したのも束つかの間、クルススクは一いち陣じんの風となって十影たちの視界から消え失うせる。直後、断だん末まつ魔まの重唱がトンネル内に反響し、先頭で戦っていたであろう兵士たちの歓かん声せいが響ひびき渡わたる。

　遅おくれて戦場にたどり着いた十影たちの目に、十に及およぶ屍し山ざんを築いた、ハルバードを朱しゆに染めたクルススクの姿が飛び込んでくる。続いて、その奥にいる〝至高の中の至高〟の集団を認めた瞬間、再び視界からクルススクの姿が消え失せた。

「ぐあああああああああああああッ!!」

　瞬時に間合いを詰つめ、放たれたハルバードの轟ごう閃せんが、五人の〝至高の中の至高〟をまとめて腰こしから両断し、再び断末魔の重唱が反響する。狼ろう狽ばいしながらも〝至高の中の至高〟の一人が、闇やみのオーラでつくられた散弾をクルススクに向かって放つも、

「な──ぶッ!?」

　散弾を放たれた時にはもうすでに懐に潜もぐり込んでいたクルススクが、石いし突づきで〝至高の中の至高〟を突き飛ばし、トンネルの壁かべにめり込ませた。

　まるで凡ぼん百ぴやくの至高の血族を相手にするかのように、易やす々やすと味方を屠ほふっていくクルススクに、〝至高の中の至高〟たちは慄おののきながら後ずさる。

「間違いない……奴やつは……〝羅刹ニルテイ〟だ……」

〝至高の中の至高〟の一人がポツリと呟つぶやき、その周囲にいた者たちが狼狽する。

「〝羅刹〟だと!?　バカなッ!?　奴はここ数年姿を見せ──!?」

　狼狽によって生じた隙すきを見み逃のがすクルススクではなく、瞬時に間合いを詰め、振ふるわれた轟閃が、さらなる死を撒まき散らした。軽々と〝至高の中の至高〟をなぎ倒たおしていくクルススクに、ペスティは瞠どう目もくしながら素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「己たちじゃなくて、完全に己一人でやっているではないか!?　どこまでデタラメな御ご仁じんなのだ、クルススク殿は!?」

「こんなところの守りを任されている程度の〝至高の中の至高〟なんざ、たかが知れてるだろ。そんな驚くことじゃねえよ」

「とか言ってるわりには随ずい分ぶんと不ふ機き嫌げんそうだね、十影」

　淡たん々たんと茶化してくるクラリタに、十影はますます不機嫌そうに「うるせえ」と返す。決して口に出したりはしないが、こと集団戦闘においてはクルススクの後こう塵じんを拝することを十影は認めていた。からこそ、認めたくなかった。クルススクに負けたくないという想おもいがあるがゆえに。

　クルススク一人で、数十といた〝至高の中の至高〟全すべてを片づけたあと、勢いをそのままに十影たちは螺旋トンネルを駆け下りる。その間も次々と〝至高の中の至高〟が襲おそいかかってきたが、その全てをクルススクが薙なぎ倒し、クルススクのＢＩが切れる少し前に螺旋トンネルの終着点である巨大な鉄てつ扉ぴに到とう着ちやくした。至高の血族が人間のそれをはるかに凌りよう駕がする膂りよ力りよくに物を言わせたのか、機械仕じ掛かけで開閉されていた横開きの鉄扉は、力ずくでこじ開けられていた。

　結果的に楽に鉄扉をくぐることができた十影たちは、ついに地底都市に足を踏ふみ入れる。

　気が遠くなるほどに広大な空くう洞どう、その天地を結ぶ馬ば鹿かげたほどに巨大な柱……百年前に放ほう棄きした地底都市クリアナに、クリアナの子十影たちは還かえってきたのだ。

　人間という種の英知を結集し、人間という種を繫つなぎ止めた都市に生まれて初めて足を踏み入れたことに、十影は形容しがたい感動を覚えるも、

「ったく、風ふ情ぜいもへったくれもねえな」

　螺旋トンネルで〝至高の中の至高〟と戦っている間に報告が行き届いていたのか、天地を結ぶ柱の中から、その周囲に建ち並ぶ円えん筒とう型のビルから出てきた至高の血族が続々とこちらに集まってくる。無論、戦力が集まっているのは至高の血族だけではなく、先遣隊と〈シルバーエッジ〉に続く形で、螺旋トンネルから続々とクリアナの兵士がおりてくる。

　号令は不要だった。鯨げい波はの如ごとく押し寄せてくる至高の血族の大軍に、兵士たちは微み塵じんも怯ひるむことなく、一丸となって立ち向かっていく。

　遅れて、〈シルバーエッジ〉を〝誉れ高き血統〟に突き立てるための露つゆ払はらいを請うけ負う、十の精せい鋭えい小隊も地底都市に到着し、小隊長の一人がクルススクに向かって叫さけぶ。

「道をつくりますッ!!　〈シルバーエッジ〉は我々に続いてくださいッ!!」

　クルススクは首肯を返すとクラリタを一いち瞥べつし、それだけで察した彼女は右目にかかった眼帯を外して〝天網の義眼クラリウイデンス〟を駆く動どうする。

　紅蛇はクラリタの隣となりに立ち、

「敵が無意識的に背負っている方角を探しなさい。そこに〝誉れ高き血統〟がいるはずです」

「了りよう解かいです」

　数秒後、方角を特定したクラリタは地下空洞の彼方かなたを指し示す。それを見た精鋭小隊の小隊長たちは互たがいに声をかけ合いながら、他の小隊と連れん携けいして、宣言どおり〈シルバーエッジ〉の道をつくるために至高の血族の波に突とつ貫かんした。

「我々も続くぞ！」

　そう言ってクルススクは走り出し、十影たちは応を返しながらそれに続く。

　この時、十影たちはまだ知る由よしもなかった。すでに自分たちが、ロッド・ストーカーが用意した悪意の沼ぬまにはまり込んでしまっていたことに……。








第四章　獄ごく炎えん









　第だい一いち陣じんが地底都市に突入した一時間後に、第二陣の兵士たちは地底都市に足を踏み入れる。〈シルバーエッジ〉の動きに合わせて主戦場が流動しているおかげか、第一陣がクリアリングしてくれたおかげか、地底都市の入口付近には生きた至高の血族スプリームブラツドの姿はほとんど見当たらず、たいした障害もなく第二陣全ての兵士が地底都市入りすることができた。

　人工太陽を起動する五つの別動小隊は、すぐさま小隊単位で散開し、一万人に及およぶ第二陣の兵士を目くらましに使い、円筒型のビル群に身を隠かくしながら、人工太陽の施し設せつを目指して移動を開始した。

　ユラギ小隊のメンバーとともに、ビルの路地裏を走っていたクインは、

「制せい御ぎよ室のある施設は……へ～、思ったよりも近いじゃん」

　ＰＤの画面に映し出された地底都市のマップを横目で見ながら、ほんのり弾はずんだ声こわ音ねで独りごちる。

「入口から遠い位置にあったら、さすがに僕も人工太陽の調査なんてやろうとは思わなかったよ。仮に照明の施設と人工太陽の施設の位置が逆だった場合、クリアナに勝ちの目はなかったかもしれないね」

　他人ひと事ごとのように言うユラギに、クインは呆あきれた視線を投げかける。理由や意図は定さだかではないが、地底都市全体の照明を司つかさどる施設は地下空洞の最さい奥おうに造られており、それはクリアナ以外の地底都市にも共通していたことだった。クインは地底都市を照らす、地下空洞の天てん井じように埋うめ込まれた照明を一瞥し、不安げにコートスに訊たずねる。

「至高の血族なのになんか無む駄だに地底都市慣れしてる気がするけど、人工太陽の制御室、もうすでに壊こわされてたりなんかしないよね？」

「そこはまぁ祈いのるしかねーだろ。人工太陽もある意味照明だから、敵さんが照明の施設の近辺に人工太陽の施設もあると勘かん違ちがいしてくれてるかもしれねーしな。……そういえば、ある意味照明だったからこそ、照明の施設と人工太陽の施設の責任者は相当折り合いが悪かったって話を聞いたことがあるな」

「二つの施設が無駄に離はなれているのも、そのせいってわけね。ていうか、なんでそんなこと知ってんのよ？」

「情報には敏さといものでね」

　と、クインに向かってキメ顔を見せていたコートスだったが、突然「止まれ！」と、鋭するどい声音で叫びながら足を止め、数すう瞬しゆん遅おくれてクインたちも足を止める。

「ったく、こっちも走ってるってのに余よ裕ゆう綽しやく々しやくで取り囲みやがって」

　先の声音以上に鋭い視線を巡めぐらせながら舌打ちを漏もらす、コートス。十とお影えいに鍛きたえられたおかげで多少なりとも気配が読めるようになっていたため、クインも自分たちが囲まれていることを察知することができたが、

「しかし、この気配……少し妙みようじゃないかい？」

「だな。至高の血族って感じがしねー」

　当たり前のようにそんな会話を交かわすユラギとコートスに、クインは心の中で「なんでそんなことまでわかんのよ!?」と、人知れずツッコみを入れる。

「あれは……！」

　いち早く敵を視し認にんしたカイルが目を見開く。

「あれは……敵ではありません……！」

　続けて視認したジェスが呻うめくように呟き、クインたちはすぐにその言葉の意味を知ることとなる。




　クインたちを取り囲んでいたのは、至高の血族ではなく人間の兵士だった。




　白黒入り乱れた数十人の兵士がこちらの行く手を阻はばむように取り囲み、ゆっくりと包ほう囲い網もうを狭せばめていく。わけのわからない状じよう況きように、クインはただただ狼ろう狽ばいするばかりだった。

「あいつらは……おそらく敵だ……！」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしながら、コートスは苦々しげに言う。

「連中の服に付いてる血ち糊のりを見てみろ。致ち命めい傷しようを受けてる奴やつばかりだぞ……！」

「まさか……こいつら全員死人だって言うのか!?」

　引きつった声をあげるカイルに、コートスは首しゆ肯こうを返し、

「あの中には、昨夜の戦いで死んでいるのを見た奴もいる。まず間ま違ちがいねえよ……！」

　コートスの言葉に誰だれも彼もが虚うつろな衝しよう撃げきを受ける中、ユラギただ一人だけがいつもどおりの調子で、得心したように呟く。

「なるほど、そういうことか」

　仲間の死体に取り囲まれている事態に恐きよう怖ふを隠しきれなかったクインは、声音を震ふるわせながらユラギに訊ねた。

「そういうことかって……どういうことです？」

「報告にあったのさ。至高の血族が殺した人間の兵士を回収していたという報告がね。昨夜の戦い、どうりで至高の血族の攻こう勢せいが手ぬるかったわけだ。なにせ連中は、昨夜はそのためだけに戦っていたのだからね」

「そのためって……まさか!?」

「そのまさかさ。闇闘技コンフリクトで死体を操あやつり、人間同士で殺し合わせる……昨夜の戦いは、そのためのお膳ぜん立だてにすぎなかったってことさ」







「〝死霊の軍勢エヴオカートル〟……相変わらず、おぞましい闇闘技コンフリクトだな」

　柱状の建物の上層にある、部屋の窓から下界を眺ながめていたランドルフは、吐はき捨てるように言った。下界では、昨夜の戦いで殺し、回収した二千に及およぶ人間の死体が、土くれた顔をしながら道連れにする人間なかまを求めて行進していた。その全てがロッドの闇闘技〝死霊の軍勢〟で操られているものだから、ランドルフでなくとも、おぞましさを覚えずにはいられないところだろう。

「おぞましいからこそ、クリアナの人間どもを誅ちゆう戮りくするのに、うってつけだと判断したのでしょう？」

　部屋の中央でソファに座していたロッドは、自身の闇闘技をおぞましいと言われたことを喜ぶように、顔に貼はり付けていた笑えみを深める。

「ふん……忌いま々いましいが、その通りだ」

　ランドルフの言葉に、ロッドはますます嬉うれしげに口の端はしを吊つり上げると、

「あぁ、死体たちの目を通して見えますよ……驚おどろき、嘆なげき、悲しむ、絶望に充みち満ちた人間たちの顔が…………おやおや？　恋こい人びと同士の感動のご対面ですか！　いいですねぇ！　再会させてあげた僕に感謝してくださいよぉッ!!」

「……本当に悪あく趣しゆ味みだな、うぬは」

　一人勝手に盛り上がるロッドを冷ややかに見つめながら、ランドルフは嘆たん息そくする。自分以外に、まともな〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟がいない現状には頭を抱かかえるばかりだった。

「して、ロッドよ。戦せん況きようはどうなっている？」

「少し待ってください。今とてもいいとこ──」

「我に同じことを二度も言わせるつもりかね？」

　露ろ骨こつに威い圧あつした物言いで、ランドルフ。ロッドは「仕方ありませんね」と、肩かたをすくめ、

「局所的に見れば人間たちが押しているところもありますが、大局的に見ればこちらの圧勝ですね。ただ一点だけ気になるのは、人間たちが〈シルバーエッジ〉と呼こ称しようしている部隊の存在です」

「〈銀の刃やいば〉か……人間どもの必死さが滲にじみ出た名だな」

「必死さが滲み出ているのは名前だけではありませんよ。実に厄やつ介かいなメンバーで部隊を組んでくれたものです」

「ほう……厄介なメンバーとは？」

「〝赤い剣鬼レツドオーガ〟に〝羅刹ニルテイ〟、おまけに不純の血という、我々に仇あだなす者を寄せ集めたようなメンバーです」

　不純の血──ペスティ・アーヴィングが、この地底都市に来ていることがわかった瞬間、ランドルフの双そう眸ぼうがこれ以上ないほどに見開く。

「不純の血が来ておるのか？」

「はい。彼かの不純の血は〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の血を引いていますからね。人間たちにとっては充じゆう分ぶんすぎるほどに強力な戦力です。使わない手はありませんよ」

「そういう意味で言っておるのではない……！　なぜ不純の血は……こうも露骨に、我らに弓を引くのだ？」

　溢あふれかけた真情を押し隠すように、ランドルフは努めて平静を保った声音で訊ねる。

「弓引かない理由の方がないと思いますけどね。純血主義を掲かかげるストーカー家が存在する限り、不純の血に安息が訪おとずれることはありませんから」

「……たしかに、そのとおりだな。して、〈シルバーエッジ〉のメンバーはそれで全員なのかね？」

「いえ、あと二人います。黒い兵士の長と思おぼしき老人と──」

　不意に、ロッドは嗜虐的な笑みを浮うかべ、舌した舐なめずりしてから言葉をつぐ。

「僕の命を狙ねらった、かわいらしいスナイパーもいますねぇ」

「やれやれ……飼う気かね？」

「血の味次し第だいですけどね。まあ、死体にして操るのも面おも白しろそうですけど」

「……そうか」

　ランドルフはゆっくりと前方に掌てのひらをかざし、

「一応、心に留とどめておいてやろう」

　闇やみ色の火球を放って眼前の窓を吹ふき飛ばし、建物の壁かべに大穴を空けた。

　ロッドは珍めずらしくも顔を引きつらせながら、

「もしかして打って出るつもりなのですか!?」

「あくまでも我らに弓を引く不純の血を、消し炭に変えてくるだけだ。〈銀の刃〉もろともな」

　そう言い残すと、ランドルフは壁の穴から飛び降り、下界へと降りていった。

　突然すぎるランドルフの出しゆつ陣じんに、ロッドは数瞬呆ほうけた表情を浮かべていたが、

「ククク……クヒ……クヒヒヒ……」

　ランドルフの行動がツボにはまったのか、笑い声を漏らすロッドの姿は、どこまでも楽しげで、どこまでも不気味だった……。







「やめろクランツ!!　俺がわからないのか!?」「ちくしょう……ちくしょう……！」「頼たのむから来ないでくれ！　撃うたせないでくれ！」

　地底都市のそこかしこからこだまする絶望の悲鳴。ロッドの〝死霊の軍勢エヴオカートル〟によって黄泉よみ返った兵士たちが銀製の武器を手に、道連れを求めるように生ある人間に襲おそいかかっていく。〝死霊の軍勢〟で操られた死体の身体能力は至高の血族と比べても遜そん色しよくなく、精神的動どう揺ようと相まって、クリアナの兵士たちは瞬またたく間に追い詰つめられていく。

　追い詰められているのは、露つゆ払はらいを請うけ負う精せい鋭えい小隊も例外ではなく、

「スコットッ！　くそッ、何なんだよ……くそおおおおおおおおおおおッ!!」

　死体なかまに小隊員なかまを殺された、小隊長の嘆きに満ちた叫さけび声が、円えん筒とう型のビルが建ち並ぶ大通りにこだまする。直後、その小隊長も、銀の剣つるぎを、刀を、槍やりを持った死体に三方から串くし刺ざしにされ、口から血の泡あわを吹きながら絶命した。

　唯ゆい一いつ快かい進しん撃げきを続けていた精鋭小隊の勢いがなくなったことで、〈シルバーエッジ〉もまた必然的に足を止めることとなり、その結果、十影たちも死体に取り囲まれてしまう。

　仲間だった者たちを斬きる決心がつかないのか、十影は鯉こい口ぐちを切ったところで、舌打ちしながら刀を抜ぬく手を止めてしまう。

「こんなの……どうすればよいのだ!?」

　十影と背中合わせになりながら、ペスティが不安げに訊たずねてくる。

「戦うしか、ない」

　肩に背負ったケースを担かつぎ直し、懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出しながらクラリタは言った。彼女らしくない、動揺に揺ゆれた声こわ音ねで。

〈シルバーエッジ〉を取り囲む死体たちは、ジリジリと間合いを詰めていき、

「くるぞッ！」

　十影が叫ぶのと同時に、死体たちは一いつ斉せいに地を蹴けり、飛びかかってくる。




「動かないでください」




　場違いなほどに穏おだやかで、不思議なほどによく通る紅く蛇じやの声が耳じ朶だを撫なでる。直後、飛びかかってきた死体たちは一人の例外もなく細切れになり、地面を血の赤で染め上げた。いつの間にか結界のように張り巡めぐらせていた紅蛇の銀糸に飛び込んだことにより、投身自殺さながらに、死体たちは自らその身を裂れつ断だんしてしまったのだ。

「ひ……っ」

　バラバラになった死体の中で、首と右足を切断された死体がまだ動こうとしていることに気づき、ペスティは思わず悲鳴を漏もらしてしまう。クルススクはハルバードの穂ほ先さきでその死体の心臓を貫つらぬき、完全に動きを止めるのを確かく認にんしてから、ゆっくりとハルバードを引き抜いた。

「心臓を潰さないと止まらないというわけか……」

　冷静に独りごちると、懐からＰＤを取り出し、最高司令官の権限で地底都市にいる全すべての兵士のＰＤに、強制的に通信を開かせる。そして、

「怯ひるむなッ!!　兵士たちよッ!!」

　傍そばにいた十影たちが思わず仰のけ反ってしまうほどの大だい音おん声じようで叫んだ。クルススクはＰＤを眼前に固定しながらも、十影、ペスティ、クラリタを見やり、さらなる檄げきを飛ばす。

「お前たちはッ!!　勇ゆう敢かんに戦い、散っていった者たちに味方殺しという汚お名めいまで被かぶせるつもりかッ!!」

　続けて、紅蛇も統合司令官の権限でクルススクの通信に割り込み、穏やかに、されど強い意志のこもった声音で言った。

「弱点は心臓です。彼らのことを真まことに想うのであれば、彼らの心臓を穿うがち、彼らの屍しかばねを越こえていきなさい」

　最高司令官と統合司令官の檄を受け、〈シルバーエッジ〉のすぐそばにいた精鋭小隊の者たちが、慟どう哭こくにも似た鬨ときの声をあげる。十影たち三人も顔を見合わせ、決然と頷うなずくと、仲間だった者たちをもう一度殺す覚かく悟ごを固めた。

　その直後のことだった。

　絶望に絶望を上うわ塗ぬりするような、圧あつ倒とう的なまでの〝圧〟を感じ取り、〈シルバーエッジ〉も、精鋭小隊も、〝死霊の軍勢〟によって操あやつられた死体すらも動きを止める。

「どうやら、向こうから来てくれたみてえだな」

　強気を取り繕つくろった声音で十影が呻うめき、隣となりにいたペスティが緊きん張ちようした面持ちで生なま唾つばを飲み込む。

「そうか、これが〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟か」

「間ま違ちがいなくランス以上、ですね」

　クルススクは頰ほおに獰どう猛もうな笑みを刻み、紅蛇は細い目をより鋭するどくしながら〝圧〟を感じる方角を睨にらみつけた。〝天網の義眼クラリウイデンス〟で〝圧〟の発生源を突つき止めたクラリタは、悠ゆう然ぜんと歩いてこちらに近づいてくる、夜会服とマントに身を包んだ中老の至高の血族を視認。ほんのわずかに語気を強めて、その者の名を口にする。

「ランドルフ・ストーカー……！」







　それはまさに王者の行進だった。ランドルフが歩みを一つ進めるたびに、行く手にいる幾いく千幾万の至高の血族スプリームブラツドが、〝死霊の軍勢エヴオカートル〟で操られた死体が、大海が割れるように道をあけ、遁とん走そうしていく。至高の血族の誰だれも彼もが知っているのだ。ランドルフ・ストーカーが戦場に降り立ったことが何を意味するのかを。当然、同じ〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟であるロッドもそのことは承知しており、ランドルフの行く手にいる死体を、〈シルバーエッジ〉の周囲にいる死体を、大急ぎで離はなれさせていた。

「奴やつこそが〝誉れ高き血統〟だッ!!　かかれぇええぇえええッ!!」

　ランドルフの〝圧〟を感じていないのか、あるいは感じたからこそなのか、〈シルバーエッジ〉の前にいる白黒入り乱れた雑ぞう兵ひようどもが、ランドルフに向かって無む謀ぼうな突とつ撃げきを仕し掛かけてくる。すでに死を覚悟しているのか、雑兵どもは〝羅刹ニルテイ〟が制止の叫びをあげても止まることはなく、ランドルフに襲いかかってくる。

「愚おろかな……」

　足を止めたランドルフは、その身から闇色の炎ほのおを噴ふき上げ、前方に掌をかざす。続けて掌から獄ごく炎えんを放射し、容易たやすく、余すことなく雑兵どもを焼き尽つくした。

　つまらぬものを燃やしたと言わんばかりに鼻を鳴らすと、再び歩き出し、とうとう〈シルバーエッジ〉のもとにたどり着く。歩みを止めたランドルフは〈シルバーエッジ〉のメンバー五人に視線を巡らせ……不純の血──ペスティ・アーヴィングに視線を固定した。

　やはりクララに似ている──そう思い、見つめていたことが睨んでいるように見えたのか、ペスティは一いつ瞬しゆん表情を強こわ張ばらせるも、健けな気げにも内なる勇気を奮い立たせ、気き丈じような視線で睨み返してくる。そんなペスティをかばうように〝赤い剣鬼レツドオーガ〟が彼女の前に立ち、ＢＩなる薬が入っていたと思われる空のアンプルを吐はき捨てながらランドルフを睨みつけた。

「恨うらむ相手が違うぞ。あんたの父親を殺したのは、この俺だ」

　油断なく鯉口を切る〝赤い剣鬼〟に、ランドルフはあるかなきかの吐と息いきを漏らす。

（なるほどな……たとえ奇き跡せきでも、父上を滅めつしたのは伊達だてではないということか）

　佇まいからして雑兵とは格が違う。〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟と比べても、これほどの強つわ者ものはそうはいない。加えて〝羅刹〟と、黒いコートを着た老人……この二人は〝赤い剣鬼〟と同格と見て、まず間違いないだろう。ロッドが気にかけていた小さなスナイパーも、昨夜の狙そ撃げきを見た限りでは油断ならない相手だと思った方がいい。

　だが──

（それだけだ。油断さえしなければ、我が負けることなどありえぬ）

　ロドリオ父やガルビヤス弟のように、戦せん闘とうを楽しむ趣しゆ味みは自分にはない。油断なく容よう赦しやなく影一つ残すことなく焼き払はらえば、それでいい。はずなのだ。

「不純の血よ……」

　気がつけば、ランドルフはペスティに語りかけていた。

　いや、「気がつけば」というのは、自分を納なつ得とくさせるための方便にすぎないのかもしれない。〝誉れ高き血統ランドルフ〟が、不純の血ペステイに話しかけるための。

「なぜにうぬはクリアナに与くみし、我らに弓を引く？　それほどまでにストーカー家が……我らが憎にくいか？　答えよ」

　答える必要はないと言わんばかりに刀を抜こうとする〝赤い剣鬼〟を制止し、ペスティは曇くもりなき双そう眸ぼうでこちらを見つめ、凜とした声音で答える。

「憎くないと言えば噓うそになるが、わたしはそんなことのために戦っているわけではないぞ」

「ならば、なぜだ？」

　ペスティは〝赤い剣鬼〟を一いち瞥べつし、

「十影と共に生きていきたいと思ったから、十影と共に居場所を護まもりたいと思ったから……だから、わたしはあなたたちと戦うと決めたのだ」

　クララと同じ言葉を紡つむぐペスティに、ランドルフは表に出すことなく静かに驚きよう愕がくする。




『心の底から、ソロイこの人と共に生きていきたいと思ったからです』




　クララと最後に会ったあの日、彼女は確かにそう言っていた。忘れもしないその言葉を娘むすめであるペスティが口にしたことに、ランドルフは驚愕を禁じ得なかった。

「こちらからも一つ、訊きいてもよいか？」

　ランドルフは内の驚愕を鎮しずめ、尊大かつ傲ごう慢まんに応じる。

「許す」

「ランドルフ殿どの……あなたとは、以前どこかで会ってはおらぬか？」

　全く予想していなかった質問ではなかった。ゆえに「ない」と、突き放すように即そく答とうすることができた。記き憶おくに引っかかったとしても、当時赤子だったペスティが自分と会っていたことを思い出すわけがないという確信があっての返答だった。

「さて……問答はこのくらいにしておこう」

　ランドルフは両りよう腕うでを「八」の字に拡ひろげると同時に、その身から獄炎を噴き上がらせる。

「我が〝煉獄の焰プルガトリオ〟は深しん淵えんにして神しん炎えん。その炎に抱いだかれて逝ゆけることを誇ほこりに思うがいい……！」







　誰よりも先んじて仕掛けたのは紅蛇だった。

　極ごく細ぼその銀糸を操り、ランドルフを細切れにすべく全方位から視認困難の斬ざん撃げきを放つも、

「小こ賢ざかしいわ！」

　ランドルフは「八」の字に拡げていた両腕を交差させながら振ふり抜き、周囲に獄炎の渦うずを発生させて銀糸を焼き尽くした。転瞬、十影とクルススクは全く同時に地を蹴り、左右から挟はさみ込む形でランドルフに肉にく薄はくする。

　ランドルフの体から噴き上がる獄炎は攻こう防ぼう一体の鎧よろいである可能性が高い。生半可な攻こう撃げきではかすり傷一つ負わせられないと判断した十影は、地を蹴って得た突進力に、その身を旋せん転てんさせて生み出した遠心力を上乗せし、渾こん身しんを超こえた魂こん身しんの一刀を振り抜ぬく。

　クルススクはハルバードが軋きしむほどに強く握にぎり締しめ、全身全ぜん霊れいの一ひと振ふりを繰くり出す。

「断だんの奥おく伝でん〝旋せん轟ごう〟ッ!!」

「せいッ!!」

　左右から迫せまる、裂れつ帛ぱくの気とともに放たれた激げき烈れつ極きわまりない斬撃を、ランドルフは獄炎を纏まとった両の前ぜん腕わんで受け止めた。

　刀とハルバードに視線を送り、ランドルフは感心の吐息をつく。

「ほう……我が炎に触ふれていながら形を留とどめおるか」

「耐たい熱ねつ処理。科学の力ですよ」

　頭上から響ひびく紅蛇の声。紅蛇は、十影とクルススクが攻撃している隙すきに飛び上がり、ランドルフの頭上を陣じん取どっていたのだ。

　十影とクルススクの得物と同様、ランドルフ戦を想定して強力な耐熱処理を施ほどこした、杖つえに仕し込こんでいた刀を抜き放ち、ランドルフの脳天目がけて刺し突とつを繰り出す。が、

「ペスティ！　紅蛇老を！」

〝天網の義眼クラリウイデンス〟でランドルフから噴き上がる獄炎の温度が急激に上がっていく様を視たクラリタが、珍めずらしくも切せつ羽ぱ詰つまった声を張り上げる。それだけで危険を察知した十影とクルススクは即そく座ざに飛び下がり、ペスティは漆しつ黒こくの帯──〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟を創つくり出すと同時にそれを振るって紅蛇を搦からめ捕とり、力任せに引き寄せる。瞬間、ランドルフを中心に爆ばく発はつが起こり、激烈な爆風が五人をまとめて吹ふき飛ばした。

　他ほかの者たちが着地しながらもランドルフの追撃を警けい戒かいする中、クラリタは着地と同時にその手に持った拳けん銃じゆうでランドルフの心臓と眉み間けんに狙ねらいを定め、引き金をひく。弾だん丸がんは寸分の狂くるいもなく目標に向かって空を切り裂さくも、体から噴き上がる獄炎に阻はばまれてしまい、ランドルフに届くことなくこの世から焼滅する。拳銃の弾丸では常時体から噴き上げている獄炎すらも突破できないことを知り、クラリタはすぐさま拳銃を懐ふところに仕し舞まうと、肩かたに背負っていたケースから素す早ばやく電磁狙撃銃レールライフルを取り出し、空になったケースを投げ捨てた。

　小手調べと呼ぶには、あまりにも苛か烈れつな攻防。

　互たがいに手傷を負わせることができず、一見互ご角かくに終わったかに見えたが、

「……ちっ」

　ハルバードの斧ふ刃じんの一部が熔よう解かいしていることに気づき、クルススクは舌打ちを漏もらす。ランドルフが爆発を起こす前、元から間合いを離そうとしていた十影とは異なり、クルススクは力で押し込もうとしていたためハルバードが獄炎に触れていた時間がわずかに長くなってしまい、その結果、耐熱処理ごと斧刃を熔とかされてしまったのだ。

　熔けた斧刃を見て、ランドルフは当然の結果だと言わんばかりに、

「科学の力など、我の力の前では児じ戯ぎにも劣おとると知れ」

　尊大に、傲慢に告げる。

「無論、うぬらの力もな」

　直後、ランドルフは右腕を横に薙なぎ、五人をもろとも焼き尽くさんばかりの炎えん波はを放つ。十影たちがそれをかわしている隙に、続けて左腕を薙いでさらなる炎波を放ち、

「ぬん……！」

　渾身の力で地面を踏ふみ抜いたのも束つかの間、地下空くう洞どうの天てん井じように届かんばかりの火柱がそこかしこから次々と噴き上がっていく。周囲にあった円えん筒とう型のビルは炎波と火柱の直撃を受けて次々と倒とう壊かいし、次々と熔解していく。その様は、まさに炎えん熱ねつ地じ獄ごくそのもの。ランドルフの圧あつ倒とう的な力を前に、〈シルバーエッジ〉はただただ回かい避ひを強しいられていた。

「くそ……火力はロドリオ以上だってのかよ……！」

　十影の悪態を耳みみ聡ざとく聞いていたランドルフは、誇らしげに鼻を鳴らしながら、厳おごそかに告げる。

「いかにも。〝闇を統べる者クリアテイオ〟を極めた父上でも、我々〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の闇闘技コンフリクトを再現することはかなわぬ。そして、我が〝煉獄の焰プルガトリオ〟は数ある闇闘技の中でも随ずい一いちの威い力りよくを誇っている。父上亡なき今、我こそが至高にして至強であると知れ」

「それを聞いて安心したぞ」

　炎波と火柱をかわしながら、クルススクは凄せい絶ぜつに笑う。

　クルススクの手には、赤い液体の入った一本のアンプルが握られていた。

「貴様が最強の至高の血族スプリームブラツドならば、こちらも遠えん慮りよなく切り札が切れるというもの」

　クルススクは「己おれから使わせてもらうぞ」と宣言しながらアンプルの蓋ふたを開け、中の赤い液体を、ペスティの血液を一息に飲み干した。

「ならば、その切り札ごと焼き払ってくれるわ！」

　ランドルフはマントの裾すそを摑つかみ、その場で旋せん転てん。その動きに合わせて、ランドルフの周囲に千に及およぶ闇色の火球が具象し、中空に停てい滞たいする。ランドルフが「ゆけ」と命じるや否いなや、千の火球は四方八方に発射され、獄炎の弾だん幕まくとなって十影たちに襲おそいかかる。

　全すべてを避よけきるのは困難だと判断したクラリタは、近くに居たペスティに体当たりをして、まだ形を留とどめているビルの陰かげに転がり込み、すぐさま立ち上がると、ビルが火球に破は壊かいし尽つくされる前にペスティの手を引き、路地裏の奥へ逃にげて獄炎の弾幕をやりすごした。クラリタ同様、避けきる自信がなかったペスティは、機転を利きかせてくれたクラリタに「助かった」と、短く礼を言う。

　一方、十影と紅蛇は耐熱処理の施された刀で火球を弾はじき、かわし、ギリギリのところで凌しのぎ続けていたが、反撃に転じる余よ裕ゆうなどあるはずもなく、二人ともランドルフの追撃がこないことを祈いのるばかりだった。

　そんな怒ど濤とうと呼ぶにふさわしい攻撃を受ける中、クルススクはハルバードの一振りで迫り来る火球を全て吹き散らすと、地を蹴けり砕くだき、一いつ瞬しゆんでランドルフとの距きよ離りを潰つぶす。

　クルススクの双眸からは、血の涙なみだが流れていた。

「その目……まさか──」

　ランドルフが言い終わるよりも早くに、クルススクは横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを繰り出す。暴風を巻き起こす〝闘とう神しん〟の一振りに身の危険を感じたのか、ランドルフは獄炎を集中させた両腕で斬撃を受け止めた。瞬間、巨きよ人じんのそれを思わせるほどに凄すさまじい膂りよ力りよくでランドルフは吹き飛ばされ、瞠どう目もくしながらも着地する。

「ふッ！」

　クルススクは鋭するどい呼気を吐はきながら再び地を蹴り砕き、無む双そうにして凄せい烈れつなる突とつ進しん突づきを繰り出す。

「至高の血族われらの血を直に飲んだな、〝羅刹ニルテイ〟ッ！」

　忌いま々いましげに吐き捨てながら、ランドルフは獄炎を纏った貫ぬき手てを放って突進突きに対たい抗こうする。指先と穂ほ先さきが激げき突とつした瞬間、衝しよう突とつ点を中心に獄炎が爆はぜ、吹き飛ばされた二人は十数メートル地面を削けずりながらもどうにか踏み止とどまる。

　ランドルフは、すぐさま反撃の獄炎を振るおうとするも、

「！」

　いつの間にか紅蛇に背後をとられていたことに気づき、ほぼ同時に、紅蛇は仕込み刀の切っ先をランドルフの心臓に突き立──

「甘いわぁッ!!」

　大だい喝かつとともにその身から噴ふき上がる獄炎を爆発させ、紅蛇を吹き飛ばす。直後、すぐそこまで迫っていたクルススクの一振りを飛び下がってかわした。

「逃がすかよ……！」

　回避先を読んでいた十影が、ランドルフに肉薄。したのも束の間、十影はすぐさま真横に飛び、十影の体を目隠しブラインドに使い、撃うち放たれた電磁狙撃銃の弾丸が、ランドルフの眉間に迫る。迫り来る弾丸の背後にさらに二発、寸分違たがうことなく飛ひ翔しようする弾丸に気づいたランドルフは、獄炎の守りを破られる可能性を考こう慮りよし、首を捻ひねって紙かみ一ひと重えで弾丸をかわす。

　その隙を逃のがすことなく、十影が〝旋轟〟を繰り出し、クルススクが突進の刺突を繰り出し、そして、電磁狙撃銃の弾丸を追うようにして現れたペスティが、闇のオーラを纏った貫手を繰り出す。三方からの同時攻撃を前に、ランドルフの双そう眸ぼうが底光りする。

　転瞬、ランドルフの体から噴き上げていた獄炎が大火と化した。

　大火と化すと同時に発生した熱波が、三方から迫っていた三人を吹き飛ばす。

　ギリギリのところで異変に気づけた十影とクルススクは、自ら飛び下がることで熱波の直撃を避け、軽度の火傷やけどを負いながらも、しかと両の足で着地する。だが、

「ペスティ！」

　熱波の直撃をくらい、受け身をとることもできなかったペスティは地面を転がり、それを見た十影の口から悲鳴じみた叫さけび声があがる。

「大だい丈じよう夫ぶ……だ……」

　熱波を受けて火がつき始めた軍服を脱ぬぎ捨てながら、かろうじて立ち上がる、ペスティ。ビル陰に身を潜ひそめていたクラリタは急いでペスティに駆かけ寄り、負傷した彼女を気き遣づかうように護まもるように寄り添そった。

　ランドルフは闇色の大火を身に纏まといながら、懺ざん悔げするように、自じ戒かいするように言う。

「どうにも、心のどこかで、うぬらのことを過小評価していたようだな。油断しなければ負けることがないなど……その考え自体が油断そのものではないか」

　自じ嘲ちようめいた笑えみを頰ほおに刻んだ瞬間、ランドルフと〈シルバーエッジ〉を囲うように地面から炎ほのおの壁かべが噴き上がり、直径百メートルに及ぶ巨大な獄ごくとなって互いの退路を潰す。

「光栄に思うがいい。今からうぬらに見せるは神炎の神しん髄ずい。今からうぬらの網もう膜まくに焼きつけるは業ごう火かの絢けん爛らん。瞬まばたきはしてくれるなよ？　我が手ずから用意した黄泉よみ路じへの手た向むけが台無しになってしまうからな」







「この熱……近づくことすらままならんか……！」

　大火の如ごとく燃え盛さかる獄炎を前に、クルススクは口くち惜おしげに呻うめく。

「近づけないなら」

　クラリタは電磁狙撃銃レールライフルを構え、引き金を絞しぼるも、弾丸は獄炎に触ふれた瞬間に焼しよう滅めつしてしまい、その様を見ていた紅蛇の表情に苦みが加わる。

「無む駄だだ。至高血族われらの血を直じかに飲もうとも、科学なる力を用いようとも、業火の域に達した我が炎の前では無力。今の我に触れることができるのは、〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟に比する闇闘技コンフリクトの使い手くらいのものよ」

　その言葉を聞き、〝絆血の共振レゾナンス〟で闇闘技を使えばと思った十影は、腰こしに吊つり下げたケースからペスティの血液が入ったアンプルを取り出そうとした。瞬間のことだった。




「わたしが止めるッ!!」




　ただ一言だけを叫び残し、ペスティは全身を闇のオーラで包んで皆みなの前に出る。

　こちらの行動に驚おどろいたのか、それとも動どう揺ようしたのか、十影がアンプルを落とす音が背後から聞こえてくる。普ふ段だんはもちろん、死地の上に立ってもそうそう動じることがないくせに、自分とクインのことになると面おも白しろいくらいに動揺を見せる十影のことが、愛いとおしくて愛おしくてたまらなかった。

「ダメッ！」

　クラリタの悲痛な叫びが背中にぶつかり、続けて「離はなして、紅蛇老ッ!!」と、焦しよう燥そうに満ちた声まで聞こえ、「そんな声も出せるのだな」と、思わず驚いてしまう。普段の無感情な表情と声こわ音ねとは裏腹に、必死になって自分の身を案じてくれるクラリタの思いやりが嬉うれしくて嬉しくてたまらなかった。

　それから、至高の血族である自分を受け入れ、エクイテスに入ることを許してくれたクルススクへの、

（命を賭かける時は死なない程度に──だな！）

　大事な、とても大事なことを気づかせくれた紅蛇への、感謝の気持ちで胸がいっぱいになった。

「愚おろか者が……！」

　立ちはだかるように前に出てきたペスティを睨にらみつけ、ランドルフは苛いら立だたしげに吐き捨てる。

「そうまでして死に急ぐなら、影すら残さず燃やし尽くしてくれるわッ!!」

　ランドルフは両りよう腕うでを拡ひろげ、闇色の大火を両の掌てのひらに集約させる。そして、

「灰かい燼じんに帰かえるがいい……〝煉獄の業火インケンデイウム〟ッ!!」

　両腕を前方に振ふり抜ぬき、全てを飲み込み、全てを灰に帰きす、獄炎の大おお津つ波なみをペスティたちに目がけて放った。

　想像をはるかに超こえたランドルフの力にペスティは一瞬怯ひるみかけるも、すぐさま勇気を奮い立たせ、ありったけの闇のオーラを体の前面に集約させて、決然と〝煉獄の業火〟を迎むかえ撃つ。

　誰だれも死なせたくない。

　わたしも死なせたくない。

　だから、この命を賭けよう。

　皆を護るために、皆を悲しませないために、生きるためにこの命を賭けよう。

（父様……母様……わたしはまだそちらには逝ゆけない……逝きたくない……だから──）

　勝手を言っていることはわかっている。我が儘ままを言っていることもわかっている。でも、それでも、みんなと一いつ緒しよに生きていきたいから、十影と一緒に生きていきたいから、

（父様……母様……お願い……わたしに力を貸して！）




　──当然だ。




　父──ソロイの声が聞こえ、ペスティは目を見開く。




　──娘むすめに力を貸さない親がいるものですか。




　続けて、母──クララの声が聞こえ、体の内から力が湧わき上がってくるのを感じ取る。

　これは空耳でもなければ幻げん聴ちようでもない。

　なぜならこの声は、己おのが内に流れる父と母の血から聞こえてきたものだから。

（……そうだったんだ……）

　不思議なほどにゆっくりと迫せまり来る〝煉獄の業火〟を見み据すえながらペスティは理解する。

（〝絆血の共振〟とは、そういうものだったんだ……）

　理り屈くつではなかった。ただの感覚だった。けれど、それは絶対に間違いないと断言できるほどに間違えるはずがない感覚だった。

（〝絆血の共振〟とは、人と至高の血族の〝愛〟によって生じる力）

　純血主義を掲かかげるストーカー家では決して行き着くことができない〝絆〟の力。だからこそ、ロドリオですらも御お伽とぎ噺ばなしの類たぐいと断じていたのだ。

　ソロイとクララの間に生まれた〝愛〟が〝絆血の共振〟を引き起こし、ソロイとクララの〝愛〟を己が血で受け止めたペスティは、眼前まで迫っていた〝煉獄の業火〟を愛おしげに撫でた。

　掌から伝わる獄ごく炎えんの熱を通じて、ランドルフの内に隠かくされた真情が伝わってくる。

　ランドルフの内にあるもの……それは、矜きよう持じ、責任、憤ふん懣まん、そして──

（ひどく不器用な……母様への〝愛〟……）

　あるいはこれも〝絆血の共振〟によって生じた現象なのかもしれないと、ペスティは思う。恋こい心ごころすら知らなかった時分に母の心に芽生えた、初はつ恋こいにも似た無自覚な〝愛〟。愛情さえも知っていながら立場と責任ゆえに捨てざるをえなかったランドルフの〝愛〟。この二つの〝愛〟が全てを思い出させてくれたのだと、ペスティは確信する。

（こんなところで終わらせるわけにはいかない……！）

　自分の命を、みんなの命を、この戦いそのものを、こんなところで終わらせるわけにはいかない。ペスティは決意を胸に、〝煉獄の業火〟を撫でた手をそのままに、父と母が貸してくれた懐なつかしくも新しい力を振るう。

（〝無窮の闇グローリア〟！）







〝煉獄の業火インケンデイウム〟を放った体勢のまま、肩かたで息をしていたランドルフはゆっくりと両腕を下ろし、呼吸を整えてから独りごちる。

「少々、やりすぎてしまったか……」

〝煉獄の業火〟が蹂じゆう躙りんした地面の表層が蒸発し、生じた煙けむりを見据えながら大きく息を吐はく。

　たった五人を焼き尽つくすために、全力で〝煉獄の業火〟を放ってしまった理由は自分でも理解していた。

　熱波でペスティを吹ふき飛ばしたあと、クララとよく似た少女が、傷つき、苦く悶もんの表情を浮うかべる様を見て、胸を抉えぐられるような痛みを覚えた。然さりとて、ストーカー家の一人であり、〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の一人である以上、不純の血ペステイに手心を加えるわけにもいかず、自分以外の者に不純の血ペステイを殺させることなどできるはずもなく……クララの娘が苦しむ様も、死した様も見たくなかったランドルフは、影すら残すことなく焼き尽くすことを選んだ。自分のためにも、ペスティのためにも、苦しむ暇ひますら与あたえずに一いつ瞬しゆんで死なせてやろうと思い、全力で〝煉獄の業火〟を放ってしまった。

「……結局、聞くことができなかったな」

　十万の至高の血族スプリームブラツドを率いる大将の一人でありながら、わざわざ最前線に出てきた理由は二つあった。一つは、ペスティがクリアナに与くみしている理由を知ること。なぜクララの娘がストーカー家に弓を引いてまでクリアナに与しているのかを、どうしても知りたかった。知ったところで、なにかが変わるわけではない。それでも、どうしても、知っておきたかった。知っておかなければならないとさえ思った。ペスティを、クララの娘を殺す言い訳をつくるために……。そしてもう一つ、どうしても訊たずねたくて、どうしても訊ねられなかったこと……それはクララの──

「！」

　煙の中に複数の人ひと影かげが残っていることに気づき、ランドルフは瞠どう目もくする。

　まさかと思いつつも煙が晴れるのを待っていると、




　凜と佇たたずむ、前方に掌を掲げたペスティが姿を現した。




　その後ろにいる〝赤い剣鬼レツドオーガ〟たちも健在であることを認め、ランドルフはいよいよ驚きよう愕がくする。が、それ以上に、ペスティが生きていることに安あん堵どしている自分に気づき、

（愚か者が……安堵してどうするッ）

　己おのれを戒いましめたところで驚愕がぶり返し、動揺で言の葉を揺ゆらしながらも、かろうじて威い厳げんを保った声音で訊ねる。

「ペスティよ……うぬは一体なにをした!?　たとえ〝誉れ高き血統〟であろうが我の〝煉獄の業火〟を無傷で凌しのぐことなどできはせぬ……答えよ！」

　なにが起きたのかわかっていないのは〝赤い剣鬼〟たちも同じらしく、この場にいる誰も彼もがペスティが答えるのを待っている様子だった。

「不純の血……とは言わないのね」

　ペスティは哀かなしげに微笑ほほえみ、戦う前に話していた時とは違ちがった口調で、どこにでもいるような少女のような口調で、ポツリと呟つぶやく。己が失言に気づいたランドルフは、「今は呼び方など、どうでもよかろう」と誤ご魔ま化かし、質問に答えるよう促うながした。

「父様の闇闘技コンフリクト〝無窮の闇グローリア〟を使って、あなたの炎ほのおを全すべて吸収したのよ」

　その言葉に、ランドルフは今度こそ驚愕を露あらわにする。

「馬ば鹿かなッ!?　〝闇を統べる者〟に至らぬ限り、他ほかの者の闇闘技を再現するなど……ありえぬ……ありえぬぞッ!!」

　ペスティは、ゆっくりとかぶりを振り、

「再現じゃない。この力は、わたしの内にある父様と母様の血が貸してくれた力。父様と母様の〝絆きずな〟が起こした奇き跡せき」

「絆……まさか〝絆血の共振レゾナンス〟を引き起こしたとでもいうのか!?」

「そうよ。純血主義に固こ執しつするストーカー家には絶対に摑つかむことができない、人と至高の血族が生んだ〝絆〟の力。そして──」

　哀しげに、悲しげに、ランドルフを見つめ、ペスティは言葉をつぐ。

「あなたのおかげで繫ぐことができた〝絆〟」

　思わず我を忘れ、絶句してしまう。ペスティは憶おぼえていた……いや、思い出したのだ。赤子の時分に、自分と一度だけ出会っていたことを。

「それもまた、〝絆〟の力のおかげだとでもいうのか……！」

「ええ。あなたと母様の間にあった〝絆〟が、わたしの血に眠ねむっていた記き憶おくを呼び起こし、思い出させてくれたの」

「我とクララの間にあった〝絆〟……だと？」

　わずかな沈ちん黙もくを挟はさみ、ペスティは首しゆ肯こうする。

「……そうか。我とクララの間にも〝絆〟が……」

　ランドルフは地下空くう洞どうの天てん井じようを、その向こうにある天を仰あおぎ見る。

　自分とクララの間に〝絆〟なるものが生じていたことが、この上ないほど嬉うれしく、この上ないほど哀しく……この上ないほどつらかった。なぜなら──

「聞かせてくれ。クララは今、どうしている？」

「もう……この世にはいない」

「……そうか……」

　なぜなら、ペスティに訊ねるまでもなく、クララがこの世にいないことがわかっていたから。ペスティの現在の境きよう遇ぐうと立場を鑑かんがみれば、クララが辿たどった末路など考えるまでもなかった。考えたくもなかった。

　でも、それでも、訊ねずにはいられなかった。

　でも、それでも、訊ねたくはなかった。

　ペスティの口から答えを聞いた瞬しゆん間かん、「もしかしたら」という一いち縷るの望みすらも消えてしまうから……訊ねたくなかった。けれど、訊ねざるをえなかった。

　相反する想おもいが綯ない交ぜになるも、ランドルフの心の奥底に突つき立てられた、楔くさびにも似た芯しんが揺らぐことはなかった。自分は誰よりも秩ちつ序じよと伝統を重んじる〝誉れ高き血統〟。全ての至高の血族の範はんとなるべき存在。その一点はなにがあっても揺るがない。揺るがせるわけにはいかない。そう……なにがあっても。

　ランドルフは、ゆっくりと視線をペスティに戻もどす。ペスティの表情は、哀しげで、悲しげで、自分と戦うことを躊ちゆう躇ちよし始めているような……そんな顔をしていた。

（〝絆血の共振〟を引き起こすほどに〝絆〟を大切にしているからこそ、母親と〝絆〟を結んだ我と戦うことを躊躇ためらう、か）

　ランドルフはあるかなきかの微笑を頰ほおに刻むも、

「不純の血よ」

　露ろ骨こつに敵意を乗せた声こわ音ねで、尊大に、傲ごう慢まんに、不純の血ペステイを呼ぶ。

「我と出会った時の記憶が残っているならば、この言葉も憶おぼえていよう。次また我の前に姿を見せし時は、一いつ片ぺんの容よう赦しやもなく焼き滅ほろぼすと言ったこともな」

　こちらの態度の変化に驚おどろいているのか、気き後おくれしているペスティに追い打ちをかけるように、その身から獄炎を噴ふき上がらせながらランドルフは叫さけぶ。

「我と戦え、不純の血よ！　うぬと我が相あい容いれることなど決してありえぬ！　父上を殺したクリアナの人間どもを許すことなど、その者たちに与する、うぬを許すことなど絶対にありえぬ！　しかと思い出せ！　うぬの大切な者を殺したのは誰だれだ？　うぬの居場所を奪うばったのは誰だ？　今この瞬間、再びそれらを奪おうとしているのは誰だ？　共に生きていきたい者がいるのであろう！　共に居場所を護まもりたいと慕したった者がいるのであろう！　ならば戦えッ!!　全身をもって全ぜん霊れいを込こめて全命を賭として我と戦えッ!!　不純の血よッ!!」







　ランドルフの言葉に、そこに込められた想いに、ペスティは胸を痛めながらも、唇くちびるを嚙かみしめ、しかと首肯を返した。無自覚ながらも母が慕っていたこの人と殺し合うことが、あまりにも哀しくて、あまりにも悲しくて……本当にこのまま戦ってもいいのかと考えてしまいそうになった。だが、

（そう考えること自体が間違い、なのだな）

　心の内に生じかけた甘さを振ふり払はらうように、いつもの尊大な口調に戻す。

　ペスティがストーカー家に与する至高の血族スプリームブラツドと戦った際、相手を殺すことに躊躇しないのは、人間の血を引く自分とは決して相容れない間あいだ柄がらであることがわかっていたからだ。手心を加えることが、自分を、ひいては大切な者たちを死なせてしまうことに繫がるとわかっていたからだ。そして、純血主義を掲かかげるストーカー家の旗はた頭がしら──〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の一人であるランドルフもまた、己が人間の血を引く者と相容れることができないことを、わかっていた。わかっていたからこそ、戦せん闘とうの前にペスティが、以前どこかで会ったことはないかと訊ねた時、突き放すように「ない」と答えたのだ。これから殺そうとしているペスティ相手が生き延びる可能性を少しでも残すために。それがどれほど矛む盾じゆんした行いであるかを承知した上で。

（どこまでも、不器用な御ご仁じんだな）

　だからこそ、応こたえなければならない。己おのが矜きよう持じを貫つらぬき通すこの人の想いに報むくいるために。

　ペスティが覚かく悟ごを決めた瞬間、背後から白き轟ごう風ふうが吹き荒あれ、刹せつ那なにも満たぬ間にランドルフに肉にく薄はくする。白き轟風──クルススクは、その手に持ったハルバードを振るい、即そく座ざに応じたランドルフが獄ごく炎えんを纏まとった手刀で迎むかえ撃うつ。

　微み塵じんの加減もない斬撃のぶつかり合いは全くの五分。続けて力勝負に移行した二人は、鍔つば迫ぜり合いさながらにハルバードと手刀を迫せり合わせ始める。

「血の暴走が迫っているというのに、我と不純の血のために貴重な時間を浪ろう費ひするとは……〝羅刹ニルテイ〟と呼ばれた男の割には随ずい分ぶんと甘いことだな」

「ペスティ君はクリアナの賓ひん客かくだからな。相応の気き遣づかいもするさ。それに、敵であろうが将と呼ぶにふさわしい相手には、相応の敬意を払うのが己おれの流りゆう儀ぎなのでな」

「ふん……その心意気だけは認めてやろう！」

　ランドルフは空いた腕うでを振るって炎波を放ち、一いつ瞬しゆん早くに反応したクルススクが飛び下がりながらもそれをかわした。続けて、

「気をつけて。ランドルフが纏まとっている炎の温度が少しずつ上がり始めてる」

　クラリタが狙そ撃げきで、

「またアレをやるつもりですか……そうはさせませんよ！」

　紅蛇が銀糸でクルススクを援えん護ごし、怒ど濤とうの攻こう勢せいを仕し掛かけていく。

　そんな中、落としたアンプルを拾った十影は、ペスティに歩み寄り、

「ペスティ。〝煉獄の業火インケンデイウム〟がくる前に片をつけるぞ」

　十影が、アンプルに入った自分の血を摂せつ取しゆするつもりでいることを悟さとったペスティは、ゆっくりとかぶりを振る。

「その必要はないぞ。〝誉れ高き血統〟はランドルフ殿どのだけではないからな。十影は余力を残しておくのだ」

「また次も親父おやじさんの闇闘技コンフリクトで吸収するつもりか？　いくらなんでも、あれほどの炎をそう何度も吸収できるとは思えねえぞ」

「うむっ、できぬっ」

　あっさりと肯こう定ていするペスティに、十影の目が点になる。

「わたしと父様……二人分の力があったおかげでなんとか〝煉獄の業火〟を吸収しきることができたが、今はもう闇やみ一つ吸収する余よ裕ゆうも残っておらぬぞ」

「だったら──」

　突とつ然ぜん、口元に人差し指を突きつけられ、十影は思わず口を閉じてしまう。そんな十影に向かってペスティはニヒリと笑い、

「だから、今のわたしは無茶苦茶強いぞ」

「ど、どういう意味だよ!?」

「すぐにわかる」

　そう言って、ペスティは両の足に力を込め、クルススクたちの猛もう攻こうを凌しのぎ続けるランドルフを見み据すえる。

　転てん瞬しゆん、ペスティは地を蹴けり砕くだき、疾しつ風ぷうすらも置き去りにするほどの速さで駆かけ抜ぬけた。

　十影が瞠どう目もくする中、ペスティは今のクルススクに匹ひつ敵てきするほどの速さでランドルフの背後をとり、首筋目がけて闇のオーラを纏った手刀を振るう。速さ、鋭するどさ、重さ、その全てが今までのペスティの比ではなく、手刀はランドルフの首筋を捉とら──

「させぬわ！」

　ランドルフは振り向きざまに獄炎を纏った手刀を振り抜き、ペスティの手刀を受け止める。闇闘技の力もまた今までのペスティの比ではなく、オーラを纏った手は、獄炎に触ふれ続けても火傷やけど一つ負うことはなかった。

「我の〝煉獄の業火〟を余さず吸収したのだ。うぬの力が、かつてないほどにまで高められていることはわかっておったわ！」

　直後、闇のオーラを纏った手刀が、獄炎を纏った手刀が、瞬時に幾いく百もの軌き跡せきを描えがき、打ち合うたびに闇色の火花が舞まい散っていく。

　父と母が力を貸してくれたおかげで〝誉れ高き血統〟と渡わたり合えていることに、本当の意味で十影と肩かたを並べて戦える力を得られたことに、ペスティの心が歓かん喜きで充みち満ちる。

　だが、眼前に立つ壁かべは、そう簡単に越こえられるほど低くはなかった。

「これもわかっておったぞ！」

　ランドルフは頭上に掌てのひらを掲げると同時に、闇色の太陽を思わせるほどに巨きよ大だいな火球を刹せつ那なに具象する。そして、

「うぬにはもう、我が炎ほのおを喰くらう余裕がないことをな！」

　眼前にいるペスティに向かって、地面に叩たたきつけるように火球を放った。

　ペスティはすぐさま全身をオーラで覆おおい、防ぼう御ぎよするも、

「くぅ……！」

　火球の威い力りよくを防ぎきることはできず、吹ふき飛ばされてしまう。

「己がその隙すきを逃のがさないことも、わかっているんだろうな？」

　背後からクルススクの声が聞こえ、ランドルフは戦せん慄りつした。のも束つかの間、〝闘神〟の一ひと振ふりが脇わき腹ばらを捉え、獄炎の守りをぶち抜きながらランドルフを吹き飛ばす。

　地面と平行する形で吹き飛ぶランドルフに、二つの影が舞い降りる。

　一つは、仕込み刀を逆手に持ち、落下しながら刺し突とつを繰くり出す、〝黒こく老ろう〟紅蛇。

　もう一つは、紅蛇の隣となりで、頭から落下しながら螺ら旋せんの刺突を繰り出す──

「穿せんの奥おく伝でん〝砕さい華か〟！」

　──〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟十影。二つの切っ先は、ランドルフの両りよう肩かたに突き刺ささるも、やはりＢＩで増強した程度の力では獄炎の守りを貫くのは容易ではなく、ランドルフの肩に浅く突き刺さったところで二人の刺突は止まってしまう。これ以上獄炎に触れていては得物が熔とかされてしまうため、あとは彼女に任せて、紅蛇と十影は即座に飛び離はなれた。

「外さない……っ」

　紅蛇と十影よりもさらに高く跳ちよう躍やくしていたクラリタが電磁狙撃銃レールライフルを真下に構え、ランドルフの両肩目がけて左右に二発ずつ、弾だん丸がんを発射する。一発目の弾丸が紅蛇と十影がこじ開けた獄炎の隙すき間まに一ミリのズレもなく突き刺さり、二発目の弾丸が一発目と全く同じところに着弾して、ランドルフの両肩を貫いた。

　ランドルフは苦痛に顔を歪ゆがめながらも、両の掌を地面に叩きつけ、周囲に無数の火柱を噴き上げる。近くにいた紅蛇と十影はたまらず距きよ離りを離し、空中にいたクラリタはペスティの〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟に搦からめ捕とられ、引っ張られて、火柱の範はん囲い外がいへと退たい避ひする。

　火柱が噴き上げ続ける中、両肩と脇腹から血を流しながら、ランドルフはゆっくりと起き上がる。

「この程度で我が止まると思うたかッ!!」

　刹那、ランドルフの身から噴き上げていた獄炎が大火と化す。無茶な力の使い方をしたのか、瞬間的に血の暴走が起こり、ランドルフの体のそこかしこから血が噴ふん出しゆつした。

「悠ゆう長ちように力の回復を待ってなどおれぬわぁッ!!」

　激するランドルフに呼応するように、獄炎の大火も激しさを増し、熱にあてられた十影たちは思わず後ずさってしまう。また〝煉獄の業火〟がくる──そう思ったペスティは、〝宵闇の揺らめき〟を消してクラリタを下ろすと、双そう眸ぼうに覚悟を湛たたえて十影を見つめる。

　こちらの視線に気づいた十影は、

「ペスティ、やはりここはペスティの血を──」

「十影」

　あえて言葉を遮さえぎり、十影の、大好きな男性ひとの名前を呼ぶ。そして、大好きな十影ならば、わかってくれると信じ、決意の言葉を紡つむいだ。

「今から無茶をする。だから──」

「フォローしろってか？」

　どこか諦あきらめたような口調でこちらの言葉を遮り、望んだ言葉を返してくれたことに、ペスティは思わず破顔する。十影がほんのり頰ほおを朱しゆに染めながら目を逸そらしてしまうほどに眩まぶしい笑え顔がおで。

「一いつ緒しよに生きていきたい……だな。十影」

　その言葉に、今度は十影が破顔し、思いのほかその笑顔がかわいくて……今度はペスティの頰に朱が差し込んでしまう。

「その言葉を聞けりゃ安心だ。ペスティはもちろん、他ほかの誰だれも死なせないよう全力でフォローする」

「ボクも、全力でフォローする」

　傍そばにいたクラリタが、電磁狙撃銃のバッテリーを交こう換かんしながら、いつもの無感情な声こわ音ねで言う。二人に向かって「うむっ」と、嬉うれしげに返事をしたあと、ペスティはありったけのオーラを込こめた〝宵闇の揺らめき〟を創つくり出し、力強く握にぎり締しめた。

　闇闘技コンフリクトに理り屈くつはいらない。手足を動かすのと同じように本能が理解してくれている。だから、わかっていた。わたしの力エクスポリエムと父様の力グローリアを合わせれば、こういうことができるということも！

「今度こそ！　確実に！　幕を引かせてもらうぞ！」

〝煉獄の業火〟を放てるほどにまで火勢を強めたランドルフは、両腕を拡ひろげ、闇色の大火を両の掌に集約させる。

「ここだ……！」

　その瞬間を狙ねらっていたペスティは、その手に持った漆しつ黒こくの帯を振ふり抜き、ランドルフの右腕に搦からませた。そして、

「〝無窮の闇グローリア〟っ!!」

〝宵闇の揺らめき〟を介かいし、右の掌に集約していた獄炎を吸収。同時に、許容量を超こえた闇の力を吸収したことにより、瞬間的な血の暴走が発生し、ペスティの全身から血が噴ふき上がる。

「んぐぅ……っ」

　苦く悶もんを滲にじませるペスティに駆け寄りたい気持ちを堪こらえているのか、十影は砕けんばかりに歯を嚙かみしめながら、地を蹴ってランドルフに突とつ貫かんする。が、

「左手これだけでも充じゆう分ぶんだ……！」

　それよりも早くに、左の掌に集約させていた獄ごく炎えんを振るうべく、不完全ながらも〝煉獄の業火〟を放──

「己おれたちも一口乗らせてもらうぞ」

　その声が耳に届くよりも早くに、クルススクが投とう擲てきしたハルバードがランドルフの眼前まで迫せまる。電磁狙撃銃の弾速を凌りよう駕がする一擲に、ランドルフは尋じん常じようならざる反応で首を傾かたむけ、耳を裂さかれながらも見事に一擲をかわしてみせる。が、これで終わるほど、二人の攻こう撃げきは緩ぬるくなかった。

　いつの間にか極ごく細ぼその銀糸が左腕に巻きついていることに気づき、ランドルフは瞠目する。瞬間、紅蛇は銀糸を締めつけ、ランドルフの左腕をズタズタに切り裂いた。

「切断できないとは……なんと頑がん強きような……！」

　そして、

「充分ですよ、紅蛇老」

　ついに刀の届く間合いまで踏ふみ込んだ十影が納刀しながら跳躍。左手で鞘さやを逆手に持ち、右手で柄つかを順手に持ちながら、柄つか頭がしらが前にくる形で刀を頭上に掲かかげる。跳躍の最高点に達し、落下が始まったところで鞘を持った左手を引きながら銀ぎん刃じんを抜き放ち、変則の居合斬ぎりを繰り出した。

「裂れつの奥伝〝爛らん月げつ〟ッ!!」

　鞘を持つ引き手の力と落下衝しよう撃げき力りよくを上乗せした縦の居合斬りが、獄炎を集約させていたランドルフの左手首を刎はね飛ばす。続けて、十影は宙を舞う左手首を全力で蹴り上げ、その数瞬後に、左手首に集約していた、行き場のなくなった獄炎が大爆ばく発はつを引き起こし、地底都市を揺るがした。

「おのれ……！」

　その身から血を噴き上がらせながらもこちらの闇闘技を封ふうじるペスティを仕留めるべく、ランドルフは右腕に巻きついていた〝宵闇の揺らめき〟を摑つかみ、力任せにペスティをこちらに引き寄せようとする。

　その瞬間、全身を血の赤に染めていたペスティは不敵に笑んだ。

　ランドルフが力任せに引き寄せるのに合わせて、ペスティは〝宵闇の揺らめき〟を急速に収束させる。そうすることでランドルフの想定をはるかに上回る推進力を得て、音を置き去りにするほどの速さでペスティはランドルフに突貫した。

　ペスティを引き寄せたことにより、右腕を使わされてしまったランドルフは、

「甘いわああああああああッ!!」

　突貫してくるペスティに向かって、手首のない左手で拳けん打だを放とうとする。

「させない……っ」

　静かな気を吐はきながら、クラリタは電磁狙撃銃から三発の弾丸を吐き出し、拳のない拳打を弾はじいてランドルフを仰のけ反らせる。

　ペスティは収縮する〝宵闇の揺らめき〟をしかと左手で握り締めながら、最後の力を振り絞しぼり、右の手刀に闇やみのオーラを集中させる。

　狙いは、ランドルフの首。

　首を刎ねるという殺し方が、いかに残ざん酷こくな殺し方であるかはペスティも理解している。正直に言うと、嘔おう吐と感と不快感がこみ上げてくるほどに嫌きらいな殺し方だ。けれどそれは、相手に苦痛を与あたえずに済む殺し方でもあった。だから、不快でも、嫌いでも、ランドルフの首を刎ねることを決断した。ランドルフが苦しむことなく、母と同じところへ逝ゆけるように。

　だが、

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　ペスティの手刀が首に触ふれた瞬間、ランドルフは魂こん魄ぱくを吐き出さんばかりの咆ほう哮こうをあげながら身をよじり、首筋を裂かれながらも刎ね飛ばされることだけはかろうじて回かい避ひする。

　予想外の出来事にペスティは驚きよう愕がくしながらも、突貫の勢いをそのままに派手に地面を転げた。すぐさま立ち上がろうとするも、手刀を振るうことに文字どおりの意味で全すべての力を費ついやしていたため、腰こしが砕くだけたように尻しり餅もちをついてしまう。

　その一方でランドルフは、口から、裂かれた首筋から、おびただしい量の血を流しながらも、尻餅をつくペスティを睨にらみつけ、その身から獄炎を噴き上がらせる。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、十影が、クルススクが、紅蛇が地を蹴けり、クラリタが電磁狙撃銃を構える。

　血に塗まみれたランドルフを見てペスティは表情を悲痛に歪めながらも、前方に掌てのひらを掲げ、一か八か〝無窮の闇〟で獄炎を吸収することを試みようとする。

　どこまでも必死で、どこまでも甘さを捨てきれないペスティに向かって、ランドルフは、




「──、─────」




「……え？」
















　間近にいる至高の血族ペステイの耳でもかろうじて聞き取れる程度の、囁ささやきよりも小さなランドルフの言葉を聞き、ペスティは呆ほうけた声を漏もらしてしまう。

　ランドルフの頰に微び笑しようのような揺らぎが見えたのも束つかの間、その身から噴き上げていた獄炎が唐とう突とつに消え去り、まるで自ら倒たおれるように、堂々と、仰あお向むけになって倒れた。

　ランドルフが力ちから尽つきたことに誰も彼もが安あん堵どする中、ペスティは呆けた表情をそのままに、先さき程ほどランドルフが口にした言葉を、ランドルフが父と母を見み逃のがした際に言っていた言葉を、心の中で反はん芻すうする。

　──興が、削そがれたわ。







　真しんに愚おろかで、真に度どし難がたいのは我であったか──そんなことを思いながら、ランドルフは霞かすんだ視界に映る地下空くう洞どうの天てん井じようを眺ながめていた。

　あれほどガルビヤスとロッドに向かって〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟としての自覚と誇ほこりを説いていた自分が、クララ人間の女にうつつを抜ぬかし、最後の最後でペスティ不純の血を見逃すという大失態を演じている。これを愚かと言わずして、なにを愚かというのか。あの世で父上に会ったら、八やつ裂ざきにされる覚かく悟ごくらいはしておいた方がいいだろう。

（……あの世、か）

　あるいは、クララに会うこともできるやもしれぬ──そんな期待を抱いだいている自分をおかしく思う。

（やれやれ、我ながら実に度し難い……もの……だな……）

　微睡まどろむように、少しずつ意識が遠のいていく。

　無理矢理無視し続けていた全身の痛みが、感じなくなってきている。

（クラ……ラの……娘むすめの……手で……逝ゆける……か……。まん……ざら……悪い……気分で……は……な────…………）

　静かに、眠ねむるように、ランドルフは息を引き取った。今まさに、ロッド・ストーカーの悪意が地底都市中に充じゆう満まんしようとしていることも知らずに……。








第五章　邪じや気き、満つる時









　全身を血の赤に染め、荒あれ果てた大地に倒れ伏ふしていたガルビヤスは、気力だけで顔をあげて、父親を、ロドリオ・ストーカーを睨みつけた。ガルビヤスほどではないにしろ決して軽くはない傷を無数に負い、夜会服を己おのが血で染めたロドリオはどこか満足げに、挑ちよう発はつ的な言葉を地に伏す息子に浴びせかける。

『まだまだだな、ガルビヤスよ』

『うっせぇ……なに勝ち誇ったツラしてんだ……オレは……まだまだやれんぞ……』

『ならば今すぐ立ち上がり、今すぐかかってきたらどうだね？』

　ガルビヤスに立ち上がる力すら残っていないことを見み越こしているような、ガルビヤスが立ち上がることを期待しているような、そんな口くち振ぶりだった。が、いつまで経たっても立ち上がる気配を見せないガルビヤスに、ロドリオはため息をつくと、

『やれやれ、今回はこれで終しまいか』

　悠ゆう然ぜんと踵きびすを返し、堂々と背中を見せながら歩き去っていった。

『ち……く……しょ……ぅ……』




『まったく、これでもう何百回目ですか』

　瀟しよう洒しやな館やかたの一室で、ガルビヤスの妹──ローラ・ストーカーは、救急箱を仕し舞まいながら呆あきれた声こわ音ねをガルビヤスに投げかけた。全身包帯まみれでベッドに寝ねかされていたガルビヤスは、体の痛みを無視して上体を起こし、苦々しげに妹の言を訂てい正せいする。

『まだ九十七回目だ。何百回も負けてねぇ』

『……いちいち数えてらしたのですね』

　ますます呆れた声を漏らした直後に扉とびらをノックされ、ローラは扉の向こうにいる者に入るよう促うながす。ほどなく、燕えん尾び服ふくに身を包んだ至高の血族スプリームブラツドが控ひかえめに扉をくぐり、その手に持ったワインクーラーをテーブルの上に置くと、二人に一礼してから静かに部屋を辞した。ローラはワインクーラーからボトルを一本取り出し、中に入っていた赤い液体をグラスに注ぐ。グラスに注がれたのは、人間家畜から搾しぼり取った血液だった。

『とりあえず、今はこれで傷を治してくださいませ』

『生き血じゃねぇのかよ』

『いらないのでしたら、わたくしが頂きますわよ』

『……すまん。くれ』

　素す直なおにお願いするガルビヤス兄に、ローラは氷の美び貌ぼうを笑みの形に変えながら、血の入ったグラスをガルビヤスに渡わた──

　トン、トン。

　再び、扉をノックする音が聞こえ、ローラはピタリと動きを止める。続けて、扉の向こうから『入ってもいいか？』と、理知に富んだ男の声が聞こえた瞬間、

『ランス様！』

　恋こいする乙女おとめのように瞳ひとみを輝かがやかせながらグラスを放ほうり出し、大急ぎで扉を開けてランスを部屋に迎むかえ入れた。中に入ってきたランスは、ガルビヤスの有り様を見て苦笑する。

『今回はいつにも増して、こっぴどくやられた様だな』

　ランスの言葉に首を傾かたむけていたローラだったが、グラスの血を頭からかぶり血ち塗まみれになったガルビヤスを見て、キャーキャー叫さけびながら手ぬぐいで血を拭ぬぐい始める。

『ランス……テメェ、わかってて言ってるだろ？』

『さすがにな。血の臭においと──』

　ベッドの上に転がるグラスと、テーブルの上に置かれたボトルを見て、言葉をつぐ。

『状じよう況きようを見れば嫌いやでもわかる』

『ったく、怪け我が人にんをなんだと思ってやがる』

『そう言うな。普ふ段だんから振ふり回されている側からしたら意い趣しゆ返がえしの一つや二つ、したくもなるさ』

『まったくですわ』

　妹までもがランスに賛同し、ガルビヤスはふて腐くされた表情を浮うかべる。そんなガルビヤスの表情がおかしかったのか、ランスとローラは揃そろって噴ふき出し、ガルビヤスはますますふて腐れた表情を浮かべるも、やがて諦あきらめたようにため息をつき、笑い合う妹と親友を眺めながら、あるかなきかの微笑を浮かべた。




　そんな激しくも穏おだやかな日々が、これまでも、これからも続くと思っていた──




「それがたった数年で、随ずい分ぶんと変わっちまったもんだな」

　どこか哀あい愁しゆうを滲にじませた声音で、ガルビヤスは独りごちるも、

「……マジでらしくねぇな」

　物思いに耽ふける自分に呆あきれたように、深い深いため息を吐はき出す。

　ガルビヤスは今、地底都市クリアナに繫つながる螺ら旋せんトンネルの入口に立っていた。

　傾きつつあるとはいっても降り注ぐ天太敵陽の光には一いつ片ぺんの容よう赦しやもなく、ガルビヤスは注視しなければわからないほどに薄うすい闇やみのオーラを纏まとって、陽光から身を護まもっていた。

「めんどくせぇし、やっぱ帰るか？　数で押し潰つぶすだけの戦いケンカなんてしても、面おも白しろくもなんともねぇしな」

　よし帰ろう──そう決断し、踵を返そうとした、その時だった。先程まで地底から感じていたランドルフの闇が唐突に消え失うせたことに気づき、目を見開く。

「おいおいッ！　なんの冗じよう談だんだよッ!?」

　微び細さいなオーラを感じ、操あやつる感覚も含ふくめて、ガルビヤスの知覚は至高の血族の中でも随ずい一いちの鋭するどさを誇っていた。その知覚をもって、ガルビヤスは地上にいながらも、地底にいるランドルフの死を察知できてしまったのだ。

　ローラ妹、ロドリオ父、ランス友に続いて、ランドルフ兄まで殺された事実に、知らず、血が滲むほどに唇くちびるを嚙かみ締しめてしまう。

「仇かたき討うちなんてガラじゃねぇが…………あぁ、くそッ!!」

　刹せつ那な、その場からかき消えるように、オーラの影かげすら視し認にんできないほどの速さで、ガルビヤスは螺旋トンネルを駆かけ下りていった。







「生体反応の消失、確認しました」

〝天網の義眼クラリウイデンス〟でランドルフの死を確認したクラリタが、勝利の余よ韻いんを感じさせない無感情な声音で宣言し、十とお影えいたちは少しだけ緊きん張ちようの糸を緩ゆるめた。クルススクが投とう擲てきしたハルバードを拾ってきた紅く蛇じやは、中和剤ざいを一気飲みする持ち主に歩み寄り、

「体の方はどうですか？」

　そう言いながら差し出されたハルバードを、クルススクは小さく頭を下げながら摑つかむ。

「血の暴走が起きる前に片をつけられただけでも御おんの字じといったところですね」

「やはり、負担は大きいですか？」

「予想以上に。暴走寸前まで血が荒れ狂くるっていたせいか、体中が悲鳴をあげてますよ」

　とてもそうは見えないほどに余よ裕ゆうに満ちた仕草で、クルススクは肩かたをすくめる。

　大人たちが無事を確かめ合っている中、十影とクラリタは尻しり餅もちをついてヘバっているペスティのもとへ行く。

「言っておくが、かなり大だい丈じよう夫ぶではないぞ」

　気き遣づかわれる前に、無む駄だに上から目線でペスティは二人に言う。火傷やけどのダメージもさることながら、〝無窮の闇グローリア〟でペスティとソロイの許容量を超こえた闇を吸収し、瞬間的な血の暴走が勃ぼつ発ぱつしたため、ペスティはかなりの量の血を失っていた。おまけに、

「十影……血の暴走とは、あんなにも痛かったのだ……」

「やっぱりあの血、血の暴走によるものだったか」

　血の暴走による地じ獄ごくの激痛を思い出したくなかったのか、十影は微び妙みように答えになってない言葉を返す。ペスティの場合は一いつ瞬しゆんの暴走で済んだが、ロドリオと戦っていた時の十影は長い時間、血の暴走の責苦を受け続けていた。考えただけでも血の気が引く思いをしたペスティは、もうこれ以上血の暴走の話はしないことを心に決める。

「ペスティ、ボクの血飲む？」

　わずかに首を傾かしげながら、クラリタが嬉うれしい申し出をしてくる。先日の女子会で飲ませてもらったクラリタの血の味を思い出したペスティは、思わず涎よだれを垂らしそうになる。クラリタの血は、極上クインの血に負けないほどの美味だった。

「よ、よいのか？」

「よいのだ。それでペスティの怪け我がが治るなら安いものだし」

「そ、それなら…………いや──」

　ペスティは、ゆっくりとかぶりを振り、

「その前に、ランドルフ殿どのに祈いのりを捧ささげさせてくれ。血を飲んでホッコリした顔で祈りを捧げるのは、少々不ふ謹きん慎しんだからな」

　そう言ったあとに、ペスティはあることに気づき、ハッとした表情を浮かべる。

「と、十影たちから見たら、敵の大将に祈りを捧げるわたしは……その……不謹慎になってしまうのか？」

　恐おそる恐る訊たずねるペスティに、十影はクラリタと顔を見合わせたあと、「そんなことか」と言わんばかりに苦く笑しようした。

「詳くわしい事情は知らねえがランドルフとは色々あったんだろ？　別に不謹慎じゃねえよ」

「祈りを捧げるなら、ボクたち、離はなれていた方がいい？」

　二人の気遣いに、ペスティは目め尻じりに溢あふれかけた滴しずくを拭いながら、

「そうしてくれると助かる」

　十影とクラリタが離れたのを確認したあと、ペスティがランドルフの方に向き直ろうとした、直前のことだった。突とつ然ぜん、胸と背中に激げき甚じんな痛みが奔はしり、ペスティの表情が苦痛に歪ゆがむ。何が起こったのかと思い、視線を胸むな元もとに落としてみると、




　ペスティの胸からは、血に塗まみれた腕うでが生え伸のびていた。




　え？──と、吐き出された疑問の吐と息いきとともに、おびただしい量の血が口から吐き出される。致ち命めい的てきなまでに血を失ったペスティの視界は暗転し、なにが起きたのかも理解できぬまま、意識は奈な落らくの底へと落ちていった……。







　十影は己おのが目に映る光景が信じられなかった。死んだはずの、いや、間ま違ちがいなく死んだランドルフが突然立ち上がり、背後から貫ぬき手てでペスティの胸板を刺さし貫つらぬいた……悪夢という言葉では足りないほどに凄せい惨さんな光景を前に、絶ぜつ叫きようが十影の喉のどを裂さく。

「ペスティィィィィィィィィィィッ!!」

　刀の柄つかを摑み、地を蹴けろうとした瞬間、ランドルフだったものはその手に突つき刺したペスティをゴミでも捨てるようにこちらに向かって投げ飛ばす。十影は慌あわてながらも、ガラス細工に触ふれるような繊せん細さいさでペスティを抱だき止めた。

「ペスティッ!!　血だッ!!　早く……早く飲んでくれ……！」

　ペスティを仰ぎよう臥がさせた十影は、刀で手首を裂いて彼女の口に血を流し込むも、完全に意識を失った彼女がそれを飲んでくれるはずもなく、流し込んだ血は全すべて口からこぼれ落ちてしまう。ペスティを救う唯ゆい一いつの希望すらもこぼれ落ちてしまった事実に、十影の表情にかつてないほどに濃こい絶望の陰かげが落ちる。

「十影……！　腕貸して……！」

　いつの間にかすぐそばまで駆け寄っていたクラリタが、表情と声こわ音ねに焦しよう燥そうを滲ませながらも十影の腕を引っ摑み、先さき程ほど切り裂いた手首に嚙みついて血を啜すする。顔をしかめる十影には構わず、啜った血を口の中に含むと、迷うことなくペスティと唇を重ね、口移しで血を飲ませた。ペスティとキスをしたことが恥はずかしかったのか、クラリタは頰ほおを上気させながら、無感情とはいかない声音で十影に言う。

「これで応急処置くらいにはなったはず。あとは十影が──」




「いやいや、さすがにこれ以上のサービスは許しませんよ」




　下げ卑びた笑いを含んだ青年の声がこだまし、十影たちはそちらに視線を送る。視線の先には、大勢の兵士の死体を伴ともなって現れた、真白いカソックに身を包んだ美青年──ロッド・ストーカーの姿があった。

「ランドルフ兄さん、こちらに来てください」

　ロッドがそう命じると、焦しよう点てんの合わぬ双そう眸ぼうでクルススク、紅蛇と睨にらみ合っていたランドルフが飛び上がり、一足でロッドのそばに降り立つ。怒ど気きを孕はらんだ十影たちの視線を歯し牙がにもかけていないロッドは、歌うように、朗々と語り始めた。

「まずは貴方あなたがたに御お礼れいを言わせていただきます。貴方がたのおかげで、焦こがれるほどに欲ほつしていた〝誉れ高き血統ランドルフ兄さん〟の死体を手に入れることができました。先程〝赤い剣鬼レツドオーガ〟と不純の血、そして、かわいらしいスナイパーが見せてくれたショーも、なかなかの見物でしたよ。それも含めて、貴方がたには心から、重ね重ね、御礼を言わせていただきます」

　優ゆう雅がに一礼するロッドを、クルススクは〝羅刹ニルテイ〟と呼ぶにふさわしい凶きよう眼がんで睨みつける。

「貴様が、死体を操っている至高の血族スプリームブラツドだったわけか」

「そのとおりですが……そんなに怒おこらないでくださいよ。口うるさいランドルフ兄さんが死んだ今なら、あまねく死体を平等に僕の傀かい儡らいにして差し上げられますからねぇッ!!」

　語ご尾びに合わせてロッドの内から深しん淵えんにして強大な闇が溢れ出し、霧きりとなって地底都市全体に吹ふき抜ぬける。「なにをした!?」と、怒ど号ごうを発するクルススクに、ロッドは不気味な笑い声で応じる。

「クヒ、クヒヒヒヒ……すぐにわかりますよ。そう、すぐにねぇ」
















　ユラギ小隊は仲間の死体と至高の血族スプリームブラツドによる波状攻こう撃げきを搔かい潜くぐりながら、少しずつ、着実に、人工太陽の施し設せつに近づいていた。しかし、

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　路地裏に累るい々るいと横たわる至高の血族と死した仲間の死体に囲まれながら、クインは肩で息をする。走りづめの戦いづめで、クインはもちろん、ジェスとカイルもかなり体力を消しよう耗もうしており、ユラギですらも額から玉のような汗あせを垂らしていた。唯一体力に余裕があるコートスが、皆みなを休きゆう憩けいさせるためにも、一人、周囲に警けい戒かいの視線を巡めぐらせていた。

「……やっぱ、見られてるな」

　ポツリと呟つぶやかれたコートスの言葉に、どうにか呼吸を整えたクインは、

「あたしたちを見張ってる至高の血族がいるってこと？」

「ああ。まさかとは思うが、俺たち、泳がされてるんじゃねーだろな？」

「ありえない話じゃないね。僕たちのように主戦場から離れて行動している小隊をマークして、人工太陽の施設の位置を割り出そうとしているのかもしれない」

　ユラギが言い終わるのと同時に、行く手から至高の血族の集団が現れ、クインの口から「またぁっ!?」と悲鳴じみた声があがる。現在ＢＩを摂せつ取しゆしているジェスとカイルが皆を護るべく、拳けん銃じゆうを構えながら前に出て至高の血族を迎むかえ撃うとうとした、その時だった。

　突然ドス黒い霧が吹き抜け、クインたちはおろか、眼前まで迫せまっていた至高の血族たちも、狼狽うろたえながら後ずさる。ほどなくして黒霧の濃のう度どが下がってくるも完全に晴れるまでには至らず、靄もやとなって皆の視界を黒色に霞かすませていた。

　いったいなにが起きたの？──と、クインが口に出そうとした瞬しゆん間かん、周囲に累々と横たわっていた至高の血族の死体が一体、唐とう突とつに起き上がり、近くにいたジェスの首を手刀で刎はね飛ばした。クインが悲鳴をあげる中、カイルは怒号を発しながら、ジェスの首を刎ね飛ばした死体の心臓に銃じゆう弾だんを撃ち込んだ。

「くそッ！　至高の血族の死体まで操あやつ──!?」

　カイルの悪態が唐突に途と切ぎれる。首のないジェスの死体が、貫手でカイルの喉を貫つらぬいたのだ。なにが起きたのかわからぬままカイルは絶命し、目を見開きながら倒たおれ伏ふすも、

「噓うそ……でしょ……」

　恐きよう怖ふのあまり目尻に涙なみだを滲にじませながら、クインは絶望の吐息をはく。ジェスに殺されたばかりのカイルが、まるで何事もなかったかのように、死体となって起き上がってきたのだ。転瞬、コートスはＢＩを飲み干したアンプルを口に咥くわえながらジェスとカイルに肉にく薄はく。拳銃剣ガンソードの引き金をひいてジェスの心臓を撃ち抜き、続けてカイルの心臓に刃やいばを突き立て、一瞬で沈ちん黙もくさせた。

「冗じよう談だんじゃねーぞ……！　なんなんだよいったいッ!!」

　空のアンプルとともに悪態を吐はき捨てるコートスに、ユラギは微み塵じんの揺ゆらぎも感じさせない声音で、行く手にいる至高の血族たちを視線で示す。

「どうやら、この事態は至高の血族向こうにとっても衝しよう撃げきが大きかったみたいだよ」

　ユラギの視線につられてクインも行く手にいる至高の血族に視線を向けると、ユラギの言うとおり、至高の血族たちの表情は困こん惑わくで歪んでいた。

『同どう胞ほうたちよ！　聞いてください！』

　不意に、歌劇の俳優を彷ほう彿ふつとさせる青年の美声が地底都市に反はん響きようする。いまだ視界を霞ませる、黒い靄から発せられた声だった。

『先程、我が兄ランドルフが人間たちの手にかかり、命を落としました！　もはや認めざるをえません！　今追い詰つめられているのは我々だということを！　クリアナの人間たちが我々の天敵となりうる程に強大な存在であることを！　ゆえに！　我々には手段を選んでいる余よ裕ゆうはないのです！　父ロドリオや、兄ランドルフのような力のない僕には、こうする以外に天敵と抗あらがう術すべはないのです！　同胞たちよ！　どうか……どうか恐れることなく、非力な僕に……このロッド・ストーカーに力を貸してください！　この戦いに勝利するためなのです！　お願いします!!』

　涙ながらに歌われた言葉に感かん銘めいを受けたのか、それとも〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟が恥はじも外がい聞ぶんも捨てて凡百自分たちにお願いしてきたからか、クインたちの行く手に立つ至高の血族たちの表情が覚かく悟ごに充みち満ちていく。それに呼応するように、そこかしこに横たわっていた死体が続々と起き上がり始め、クインたちは瞬またたく間に──生者亡もう者じや問わず──大勢の至高の血族に取り囲まれてしまう。

「これは、さすがにまずいね」

　ユラギをして窮きゆう地ちと認める状じよう況きようを前に、生者と亡者が入り乱れる地じ獄ごくを前に、クインはただただ震ふるえることしかできなかった。







　四方八方から襲おそい来る人間なかまと至高の血族てきの死体を、十影たちはひたすらに退けていた。ペスティを抱きかかえた十影は回かい避ひに徹てつし、中和剤ざいを摂取したためしばらくＢＩが使えないクルススクが十影の援えん護ごに回り、ＢＩの効力が残っている紅蛇とクラリタがロッドに攻撃を仕し掛かけるべく、荒あら波なみのように押し寄せる死体をかき分けていく。が、

「ほらほらどうしたのです？　早く僕を討うたないとＢＩクスリが切れてしまいますよ！」

　ロッドは傍かたわらに立つランドルフの死体に闇やみのオーラを注ぎながら、心底愉ゆ快かいそうに〈シルバーエッジ〉を挑ちよう発はつする。クラリタの再三にわたる狙そ撃げきも、ロッドを護まもるように配置された死体が盾たてとなって、ただの一発も届くことはなかった。このままではジリ貧ひんになる──誰だれもがそう思った時、紅蛇の鋭するどい一いつ喝かつが十影に突き刺さる。

「十影くん！　君はペスティくんを連れて退ひきなさい！」

　足手まといだと言わんばかりの言葉に、十影は歯は嚙がみする。事実、ペスティを抱きかかえているため刀を抜けず、クルススクに護られている今の十影は足手まとい以外の何ものでもなかった。十影もそれを自覚していたからこそ文句は言わなかったが、

「しかし、どうやってこの場を……！」

「あちらに向かって退くのです！」

　紅蛇は四方から襲い来る死体を心臓もろとも銀糸で裂れつ断だんしながら、地底都市の入口がある方角を仕し込こみ刀の切っ先で指し示した。

「先に操られていた者たちに比べて、黒い霧によって操られた者たちの動きは格段に鈍にぶい！　そして、私たちが通ってきた方角にいるのは後者ばかり！　刀を使えずとも、君ならば切り抜けられるはずです！」

　十影は腕うでの中で眠ねむるペスティを見やる。クラリタのおかげで多少は血色が良くなっているものの、少し血を飲ませたくらいでは傷を塞ふさぐまでには至らなかったのか、貫かれた胸むな板いたから流れる血は今もなおペスティの着衣を赤色に染め上げていく。このままでは砂時計の砂が尽つきるように、ペスティの命が尽きるのは明白だった。覚悟を決めた十影は「すみません紅蛇老！」と叫さけびながら、紅蛇が指し示した方角目がけて走り出す。それを見たロッドが「させませんよ！」と、十影を集中的に狙ねらうよう命令を下すも、

「それはこちらの台詞せりふです！」

　仕込み刀を地面に突き刺さし、両手で銀糸を操った紅蛇が、十影に襲いかかる死体と、退路にいる死体を諸もろ共とも細切れにする。刹せつ那な、十影は人一人抱だきかかえているとは思えないほどの速さでこの場から離り脱だつし、クラリタとクルススクが逃にげる十影の援護に向かう。

「やれやれ、もう見えなくなってしまいましたねぇ」

　他人ひと事ごとのように言うロッドに、紅蛇は挑発するような言葉をぶつける。

「二人を逃がしたこと、今に後こう悔かいしますよ」

「まだ逃がしてませんよ。僕の人形は今や地底都市中に存在していますからね」

「ですが、昨夜の戦いで殺され、回収された者たち以外は烏う合ごうの衆しゆう……そうでしょう？　そのような者たちでは、十影くんの影すらとらえることはできませんよ」

　紅蛇の言葉に、ロッドはつまらなさそうに鼻を鳴らす。事実、紅蛇の見立ては正しかった。ロッドの〝死霊の軍勢エヴオカートル〟によって操られた死体は、ロッドのオーラを注入すればするほど、その身に宿る潜せん在ざい能力を引き出せるようになっている。黒こく霧むを使って即そく席せきで操った死体では、潜在能力を引き出すどころか普ふ段だんの力さえも引き出せるかどうか微び妙みようなところだった。

「伊達だてに歳としはとっていないということですか、若造」

「そういう貴方は、無む駄だに歳を重ねているだけのようですね」

　さらなる挑発に、ロッドの表情から笑みが消える。

「人間如ごときにここまで愚ぐ弄ろうされたのは初めてですね……いいでしょう。貴方は、僕が手ずから葬ほうむって差し上げましょう」

　面おも白しろいくらいに挑発に乗ったロッドを見て、ここしかないと思った紅蛇は懐ふところからペスティの血液の入ったアンプルを取り出し、一息に飲み干した。瞬間、




「な～んて面めん倒どうなこと、僕がやると思いましたか？」




　ロッドの表情が嗜虐的に歪ゆがみ、悪お寒かんが紅蛇の背筋を舐なめる。

「心理戦で僕に勝とうなど二百年早いですよ、若造！」

　禍まが々まがしく口の端はしを吊つり上げると、ロッドは紅蛇に背を向け、ランドルフの死体とともに逃げ去っていった。

「ランドルフ兄さんとの戦いを視ていたから知ってますよ！　今飲んだのは至高の血族ぼくたちの血でしょう？　血の暴走が起きるまで、きっちり逃げさせていただきますよぉッ!!　僕は父上やランドルフ兄さんほど誇ほこり高くはありませんからねぇッ!!」

　堂々と逃げていくロッドの背中を睨にらみながら、紅蛇は仕込み刀を逆手に持ち、前方に立ちはだかる死体の群れに向かって、その向こうにいるロッドを目指して走り出す。的確に死体の心臓を斬きり断たち、返り血を棚たな引びかせて駆かけ抜ぬける紅蛇の姿は血けつ風ぷうそのものだった。

　十影の援護を終えて戻もどってきたクラリタとクルススクは、ＢＩによって高められた聴ちよう力りよくで紅蛇とロッドの会話を聞いていたため、すぐさま後を追おうとするも、

「ちぃ……！」

　ロッドを追う紅蛇に対する妨ぼう害がいの比ではない、大量の死体が行く手に集まるのを見て、クルススクは舌打ちする。ロッドが露ろ骨こつに紅蛇を孤こ立りつさせようとしていることに、言い知れぬ不安を覚えたクラリタは、

「すみません、先に行ってもいいですか……！」

　中和剤が体内に残り、いまだＢＩを摂取できないクルススクに懇こん願がんする。

　現状、最も危機に晒さらされているのは紅蛇だと判断したクルススクはただ一言「頼たのむ」とだけ答え、返事を聞いたクラリタはすぐさま地を蹴けり、矮わい軀くを利用して死体たちの合間を縫ぬいながら紅蛇のあとを追った。







　紅蛇たちの援護のおかげでどうにか死体の群れを振ふり切ることができた十影は、主戦場から離はなれた場所にあるビルに身を隠かくし、ペスティをそっと仰あお向むけに寝ねかせる。

　クラリタがペスティを救う方法を示してくれたおかげで、やるべきことはわかっている。だからこそ、十影はすぐにそれを実行に移すことができなかった。

（口移し、か）

　ロドリオとの戦いの後、生死の境を彷徨さまよった時のことを思い出す。あの時──意識がなかったため全く記き憶おくにはないが──ペスティが口移しで中和剤を飲ませてくれたおかげで、自分は一命を取り留めることができた。今の状況は、言ってしまえばあの時の逆パターンになっていた。が、

（あの時とは全然違ちがうだろ……！）




『十影は……その……わたしとキスするのは……嫌いやか……？』




　もう何度も脳のう裏りに去来した、刺し激げき的で、魅み惑わく的なペスティの言葉を思い出す。




『じゃ、じゃあ……したい……のか……？』




　続けて問われた言葉に対し、おれはどう答えるつもりだったのか……自分の心を見つめ直せば直すほど、その答えが心の中ではっきりと形を成していく。

　今まで自分がクインのアプローチを悉ことごとく袖そでにしていたのは、強ごう引いんすぎるクインに辟へき易えきしていたからだと思っていた。けれど、その認にん識しきは間ま違ちがっていた。クインにキスをされたあと、クインのことをかわいいと思いかけた時、心の奥の奥でブレーキがかかったのは、自分でも気づかないうちに答えを出していたからなのではないかと十影は思う。そうでなければ説明がつかないのだ。瀕ひん死しのペスティと唇くちびるを重ねることに、不ふ謹きん慎しんなほどに、興奮を覚えるほどに、喜びを覚えている自分がいることへの説明が。

　破は裂れつしそうなほどに心臓が爆ばく音おんを発する中、十影は再び刀で手首を切り裂さき、流れ出た血を啜すすり上げて口に含ふくむ。そして、

（どうやら……したい、らしいな）

　そう心の中で呟つぶやきながら、頰ほおを朱しゆに染めながら、初めて恋こい心ごころというものを自覚させてくれた少女と唇を重ねた。







　十影とペスティがビルに身を隠していた頃ころ、至高の血族スプリームブラツドと死体の包ほう囲い網もうを抜けた、クイン、コートス、ユラギの三人もまたビルに身を隠していた。

「どうだ？」

　ＰＤに耳を当てて通信を試みるユラギに、コートスは神しん妙みような面持ちで訊たずねる。

「……駄だ目めだね。誰も応答しない。五つの別動小隊は僕たちを除いて全ぜん滅めつしたようだ」

「生き残ってるのは、あたしたちだけってことですか？」

「そういうことになるね」

　絶望的な報を聞き、いよいよ表情に絶望の陰かげが落ち始めたクインとは対照的に、

「それにしても、こうも見事にこちらの策が潰つぶされるとは……相手が備えていたというのもあるけど、どうにも偶ぐう然ぜんと必然が重なって最悪な流れをつくり出しているようだねぇ」

　ユラギの双そう眸ぼうは爛らん々らんと楽しげに輝かがやき、表情は常よりも生き生きとしていた。

「この状況のなにが楽しいんだよ」

　というコートスの言葉に、クインは「同感」と相づちを打ち、

「この状況で制せい御ぎよ室に行ける方法があるっていうならわかるけど」

「あるよ」

　事もなげに肯こう定ていするユラギに、クインとコートスの目が点になる。

「あああああああるんですか!?」「つうかお前それを早く言えよッ!!」

　いつ敵に見つかるかわからないこの状じよう況きよう、うっかりでも大声を出すわけにはいかなかったため、クインとコートスはかろうじて声量を抑おさえた声こわ音ねでユラギに食ってかかる。

　そんな二人にユラギは笑顔で応じると「ついておいで」と言って近くにあった階段をおり、二人をビルの地下へ案内した。

「秘密の抜け道がある……って、わけじゃなさそうだな」

　地下階には倉庫と思おぼしき大部屋が一室あるだけで、コートスの言うとおり、抜け道らしい抜け道は見当たらなかった。

「いや、抜け道ならあるよ」

　ユラギは懐からＰＤを取り出すと、画面を見ながら階段からほど近い位置で腰こしを落とし、確かめるように床ゆかを撫なでる。「この位置だね」と独りごちると、ＰＤを仕し舞まい、入れ替かわる形で、見慣れない形状をした拳けん銃じゆうを懐から取り出した。自動式拳銃オートマチツクでいう遊底スライドの位置にバッテリーが取りつけられた拳銃それの名は、

「ルクスガンじゃねーか。そんなもん何に使う気だよ？」

　ガラクタじゃねぇか──と言わんばかりの口調で、コートスは訊ねる。然さもありなん、ルクスガンとはレーザー光線を発射する銃であり、銀と太陽の光以外では傷つくことがない至高の血族の前では、ただ光を照射するだけのガラクタにすぎなかった。

「そんなもんとは随ずい分ぶんだね。人間が相手なら、ルクスガンほど強力な武器はないというのに」

　そう言ってユラギは銃口を向け、驚おどろいたコートスが「ほわぁッ」と、おかしな悲鳴をあげながら横に仰のけ反って射線を外す。ユラギは冗じよう談だんとは思えないほどに爽さわやかかつ晴れやかな笑顔で「冗談だよ」と言うと、撃げき鉄てつの位置に取りつけられたダイヤルを回してレーザーの出力を調整し、先さき程ほど撫でていた床に向かってルクスガンを構えた。

「その下に、抜け道があるんですか？」

　クインの質問に対し、ユラギは視線を床に固定したまま、

「そうだよ。君専用のね」

「ちょ……それどういう意味ですか!?」

　というクインの狼ろう狽ばいを無視して、ユラギはルクスガンの引き金を絞しぼり、放たれたレーザーで大きく円を描えがいて床に切り込みを入れる。ルクスガンを懐に仕舞い、軍服のポケットから取り出した手て袋ぶくろを両手にはめると、先の戦せん闘とうの際に飲んだＢＩの効力がまだ残っているのをいいことに切り込みを入れた床を力任せに剝はぎ取って、その下にある土を凄すさまじい勢いで掘ほり起こした。時間にしてわずか一分、床の下に埋うめられていたそれが姿を現すと、ユラギは満足げな微び笑しようを浮うかべ、クインとコートスにもはっきりとそれが見えるように一気に土を掘り起こす。

　ユラギが掘り起こしたもの……それは、子供一人がスッポリと入れそうなほどに大きな管だった。管に向かってルクスガンを構えながら、ユラギはその正体を二人に告げる。

「水道管さ。人工太陽の施し設せつで使われている冷れい却きやく水すいを送り届けるためのね」

　言わんとしていることを理解したクインとコートスが顔を見合わせる中、ユラギはルクスガンの引き金をしぼり、眼下の水道管を円形にくり抜いて穴を空ける。やはりというべきか、水道管の内側にはもう一ひと滴しずくの水も通っていなかった。

「まさか、あたしにこの水道管を通って、一人で人工太陽の施設に行けってことですか？」

「そのまさかだよ。僕とコートスの体たい軀くでは、この水道管に入ることすらできないからね」

「いや、いくらクインちゃんが小ちっちゃくてかわいくても、さすがにそれは厳しいだろ」

　至し極ごく真ま面じ目めな声音で反論したコートスは、声音以上に真面目な表情でクインの顔──の下にある大きな胸を指でさし示した。

「おっぱいが支つつかえるから、クインちゃんでも入らないと思うぞ」

　この期ごに及およんでくだらないことをほざくコートスに、クインは柔にゆう和わな微笑を浮かべ、

「怒おこるよ」

「ごめんなさい」

　最速で謝るコートスに向かって憤ふん然ぜんと鼻を鳴らしたあと、クインは顎あごに手を当てながら水道管を見つめる。

（あたしだけしか通れないってことは……あたし一人で人工太陽の制御室にたどり着かなきゃいけないってことだよね……）

　その事実を明確に認識した瞬しゆん間かん、胃を鷲わし摑づかみにされるような重圧に襲おそわれ、片手のひらで口を押さえながらも、こみ上げてきた嘔おう吐と感を無理矢理鎮しずめる。

（人工太陽を起動して……操あやつられている死体や至高の血族を沈ちん黙もくさせることができたら……きっと今この時も必死に戦っている十影たちを助けることができる……胸を張って十影たちと肩かたを並べられる……！）

　クインは、こちらを見つめているユラギを横目で見やる。ユラギの双眸は先程以上に爛々と楽しげに輝いており、その表情は先程の比ではないほどに生き生きとしていた。

（もし、あたしが人工太陽の起動に失敗して……あんまり考えたくないけど……殺されちゃったら、ユラギさんこの人はそれをダシにして十影を追い詰つめ、苦しめるつもりでいるのかもしれない…………でも！）

　決然と手を差し出しながら、クインは決意の言葉をユラギにぶつける。

「そのルクスガン、あたしに貸してください。おそらく、向こうに出る時にも必要になると思いますので」

　クインの言葉の意味をしっかりと理解していたユラギは、心底楽しげに笑えみを深めると、ルクスガンをクインに渡わたしながら、胃を締しめ上げるような毒の言葉を吐はき出した。

「よく決心してくれたね。クリアナの命運は今、君に委ねられたよ」

「露ろ骨こつにプレッシャーかけてどうすんだよ」

　呆あきれた声音でユラギを批ひ難なんしたあと、コートスは目を細めながらクインの瞳ひとみを見つめる。普ふ段だんのおちゃらけた雰ふん囲い気きが露つゆほども感じられない、抜ぬき身みの刃やいばを思わせるほどに鋭するどく、触ふれれば切り裂かれそうなほどに真しん剣けんな視線だった。

「クインちゃん……覚かく悟ご、決めたんだな？」

「……うん」

「やばいと思ったら、すぐに逃にげてこいよ。誰だれも咎とがめたりなんかしねーから」

「……うん」

「生きて帰ってきたら、一発ヤ──」

　刹せつ那な、かつてないほどの速さで、先程ユラギから受け取ったルクスガンの銃口をコートスに突つきつける。

「うん、一発で殺やれそうだね」

「ごめんなさい調子に乗りすぎました」

　ガチガチと歯を打ち鳴らしながら謝るコートスに向かって憤然と鼻を鳴らしたあと、クインはルクスガンをバンダリアに収めて、ユラギが空けた穴から水道管の中に下りる。

「人工太陽の起動プログラムと一いつ緒しよに渡した、地底都市マップデータのルート27を参照するといい。それが水道管を通るルートになってるから」

「本当に、どれだけ用意がいいんですか」

　どこまでも抜け目ないユラギに感心半分呆れ半分のため息をついたあと、意を決して水道管の中に体をねじ込み、地底都市のマップとルート27を表示したＰＤを片手に匍ほ匐ふく前進でズリズリと進み始める。

（う～……本当におっぱいがきつい～……！）

　コートスが聞いたら鼻息を荒あらくしそうな弱音を心の中で吐きながら、クインは一人、人工太陽という希望の光を求めて、あまりにも暗く、あまりにも狭せまい道程を進んでいった。







　目を覚ますと、見慣れない天てん井じようが視界いっぱいに拡ひろがっていたことに、ペスティは内心首を捻ひねる。

（たしか……ランドルフ殿どのを倒たおして……祈いのりを捧ささげようとして……胸から腕うでが生え──）

　そこまで思い出したところで、ペスティは目を見開く。

（アレは生えてきたのではない！　死んだはずのランドルフ殿に胸を貫つらぬかれたのだ！）

　半ば反射的に胸の辺りをまさぐってみるも、傷らしい傷がどこにも残っていないことに困こん惑わくする。ならば──と、状況を確かめるべく慌あわてて上体を起こした、その時だった。

「ペスティ！」

　周囲の警けい戒かいをしていたのか、少し離はなれた位置に立っていた十影が押っ取り刀で駆かけ寄ってくる。そんな十影を眺ながめながらも、自分が今どこかの部屋の中にいることを把は握あくし、そのどこかが地底都市にあるビルの一棟むねであろうことを推測するも、

「!?　っ!?　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　勢いよく十影に抱だきつかれ、先程まで脳内で巡めぐっていた推測が一いつ瞬しゆんで弾はじけ飛ぶ。

「よかった……ペスティ……よかった……！」

　心底安あん堵どした声音で、心の底から無事を喜んでくれている十影を見て、自分が死にかけていたことを再認識するも、心配をかけてしまったことへの謝罪を言う余よ裕ゆうなど今のペスティにあるはずもなく、全身を真っ赤にしながら、あわあわと両手を宙に彷徨さまよわせていた。

（近い～っ！　かつてないほどに近い～っ！）

　体温はおろか心音すらも感じ取れるほどに十影と密着していることを嬉うれしく思うも、それをはるかに上回る気き恥はずかしさがこの状況を堪たん能のうする余裕を根こそぎ奪うばい取っていた。

「ととととと十影……！　も、もういい……！　もういいから……！」

　普段の尊大な物言いで話すことなどできるわけもなく、ペスティは目をグルグル回しながら、切なさの滲にじんだ声音で懇こん願がんする。今さらながら己おのれの大だい胆たんな行動に気づいたのか、十影は顔を真っ赤にしながら、動どう揺ようで揺ゆれに揺れた声音で「わ、わりぃ！」と謝り、飛び跳はねるようにペスティから離れた。ペスティは、なんだかとてつもなく勿もつ体たいないことをした気分になるも、今は色ボケしている場合ではないと自分を戒いましめ、気を失っている間になにがあったのかを十影に訊たずねた。

　十影から、これまでの経緯いきさつを聞いたペスティは、

「そうか……十影が血を飲ませてくれたから、わたしは助かったのだな。心から礼を言わせてもらうぞ」

　なぜかぎこちなく「ああ」と返事をする十影をよそに、ペスティは意識を集中させて、己おのが内を巡る十影の血を感じ取る。熱さと、力強さと、優やさしさに充みち満ちた十影の血が体内を巡っていることに嬉しさを覚えるも、

（どうやら、至高の血族わたしが人間十影の血を吸った場合は、〝絆血の共振レゾナンス〟は起きぬようだな）

　おそらく、人間であるがゆえに己が血に対する感応力が低く、他人に与あたえた己の血を感じ取ることができないため、至高の血族が人間の血を摂せつ取しゆした場合は〝絆血の共振〟が起きないのだろうと、ペスティは推測する。

　父と母の血が〝絆血の共振〟を起こし、力を貸してもらえたのは、自分が父と母の血と魂たましいを分けた存在……端たん的てきに言えば、二人の娘むすめだったからこそ起きた奇き跡せきだったのだ。

　そこまで考えたところで、ペスティはある根源的な疑問に行き着き、首を傾かしげる。

「そういえば……十影はどうやって、気絶していたわたしに血を飲ませてくれたのだ？」

　瞬間、十影の顔が再び朱しゆ色いろに染まっていく。そんな十影の反応を目まの当たりにしたペスティの脳のう裏りに、気を失っている者に血を飲ませるとある方法が唐とう突とつに閃ひらめき、十影に負けず劣おとらず顔色を朱に染め上げてしまう。

「ま、まさか……く、く、く、口移しで……飲ませてくれた……のか？」

　たっぷり三十秒ほど逡しゆん巡じゆんしたあと、十影はぎこちなく首しゆ肯こうを返した。

　十影が口移しで飲ませてくれた──例によってその事実を嬉しく思う以上に気恥ずかしく思ってしまったペスティは、全身を熟うれたリンゴのように真っ赤にさせる。その反面、

（……ちょっと待て、わたしは胸を貫かれたのだ……一度や二度の口移しで塞ふさがる傷ではないぞ……！）

　無む駄だに冷静にまわった頭が気づいてはいけない事実に気づいてしまい、ペスティは泣き笑いの表情を浮かべながら、十影の胸むな板いたを貫くほどに強きよう烈れつな質問をぶん投げてしまう。

「ま、まさか十影……何度もわたしに……く、口移しを、してくれたのか？」

　十影は答えなかった。が、とうとう真しん紅くにまで染まったその顔が、言葉以上に雄ゆう弁べんに答えを語ってくれていた。この場合、どう会話を続ければいいのか……こと恋れん愛あいに関しては訓練兵以下の二人にこの状じよう況きようはあまりにも荷が重く、重々しい沈黙がよこたわる。

　不意に、十影の体がビクリと震ふるえ上がり、救われた顔をしながら懐ふところからＰＤを取り出す。どうやら知り合いから通信がきたらしく、十影は「あいつか」と呟つぶやきながらＰＤを耳に当て、通信に応じた。

「どうしたアッシュ？　このタイミングでおれに通信してくるなんざ、余よ程ほどのこ──」

『余程のことがあったんだよッ!!　助けてくれ十影ッ!!』

　人間離ばなれした聴ちよう力りよくでしっかりと通信を聞いていたペスティは、アッシュと呼ばれる青年の悲鳴じみた叫さけび声に驚おどろき、思わずビクッと震えてしまう。

「お、おい!?　マジでなにがあったんだよ!?」

『そ、それは──ひぃいいいぃいぃッ!!』

　恐きよう怖ふを丸ごと吐き出すような悲鳴をあげるアッシュに向かって、『もういい、よこせ』という聞き慣れない男の声が聞こえてくる。アッシュからＰＤを奪い取った男は、どこか気だるげな声音で十影に訊ねた。

『テメェが〝赤い剣鬼レツドオーガ〟か？』

　男の物言いに、ＰＤ越ごしにいるのが至高の血族だと判断した十影は目を細めながら、冷たい声音で問い返す。

「そういうあんたは何者なんだ？」

『……まぁ、たしかにここは、オレから名乗るのが筋だわな』

　至高の血族とは思えないほどに聞き分けのいい言葉を並べたあと、まるでペットの名前を紹しよう介かいするような気軽さで、男は衝しよう撃げき的な名前を口にした。

『オレはガルビヤス・ストーカー。一応〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟ってぇことになってる』

　ＰＤ越しで〝誉れ高き血統〟と会話するなど想定すらしていなかった十影とペスティは、二人揃そろって絶句してしまう。

『で、もう一度訊きくが、テメェが〝赤い剣鬼〟か？』

「……ああ、そうだ」

『〝赤い剣鬼〟テメェにタイマン……じゃカッコつかねぇか。テメェに決けつ闘とうを申し込む。だからツラ貸せ』

　戦争の只ただ中なか、名指しで決闘を申し込まれ、十影はいよいよ当とう惑わくしてしまう。通信が繫つながるまではアッシュがやっていたとはいえ、当たり前のように文明の利器ＰＤを使い、対等の相手に接するように決闘を申し込むガルビヤスは、ある意味ペスティ以上に至高の血族らしくない至高の血族だった。おまけに、

『テメェ一人で〝誉れ高き血統〟一人を足止めできんだ。そっちとしても、わりぃ話じゃねぇだろ』

　やる気を感じさせないチンピラめいた物言いとは裏腹に、ガルビヤスの言葉は、こちらの内心を見み透すかし、正せい鵠こくを射貫くほどに鋭かった。そのせいもあってか、会話がガルビヤスのペースで進んでいることに、十影は漠ばく然ぜんとした危機感を覚える。

「……決闘は受ける。が、一つだけ条件がある。おれがお前のところに行くまで、アッシュのように戦意を失った者は決して殺すな。この条件を守らない場合は決闘に応じない」

『それなら心配すんな。白旗振ふってる奴やつを殺やっても楽しくもなんともないからな。殺るなら、オレを殺る気で向かってくる輩やからを殺った方が楽しいってもんよ』

「それが、決闘を申し込んだ理由か？」

『そんなところだ。あとは……まぁ、オレなりのケジメってやつだな』

「ケジメ？」

『……ったく、なに言ってんだよオレは……いよいよらしくねぇな。……今のは忘れろ。オレは上で待ってる。ロッドに操あやつられるバカを無駄に増やしたくねぇなら、さっさと来ることだな』

　ガルビヤスは一方的に告げ、一方的に通信を切った。

〝誉れ高き血統〟との決闘……十影一人に重荷を背負わせるわけにはいかないと思ったペスティは、十影に同行する旨むねを伝えようと口を開きかけるも、

「こっちは一人で大だい丈じよう夫ぶだ。ペスティはクラリタたちの加勢に向かってくれ。早くロッドを倒さないと、取り返しのつかねえことになっちまうからな」

　内心を見透かしたような十影の言葉に、出かけた言葉を思わず飲み込んでしまう。

　自分が気を失っている間の経緯を聞いた時、十影はビルに身を隠かくすまでの間ずっと、人間と至高の血族──双そう方ほうの死体に襲おそわれたと言っていた。心臓がやられない限り、敵を殺しても、味方が殺されても、ロッドの手て駒ごまが増えるこの状況……このまま放置していては、ただでさえ絶望的な戦力差が破は滅めつ的なまでに拡がってしまう。ということは、理り屈くつではわかっているのだが、

「だ、だが、一人で〝誉れ高き血統〟と戦うのは無茶だ！」

「無茶じゃねえよ。おれは一人じゃねえからな」

　そう言って、十影は腰こしに吊つり下げたケースからアンプルを取り出し、ペスティに見せつける。アンプルに入っているのは、ＢＩではなくペスティの血液だった。

「ガルビヤスにはわりぃが、二対一で決闘を受けさせてもらう。だから心配すんな」

「だが……だが、離れていては〝絆血の共振〟が起きぬやもしれ──って、なにを笑っておるのだ十影っ!?」

　真ま面じ目めな話をしている時に懐なつかしそうに笑う十影に向かって、ペスティはプンスカ怒おこる。

「……いや、前にも、こんな感じの言い争いをしたことがあったなって思ってな」

　前にも？──と、ペスティは小首を傾げるも、

「あっ！　ロドリオ様と戦う前の時のことだな！　あの時は……本当にすまなかった」

　あの時、自ら命を絶とうとしていたことを詫わびる、ペスティ。

「過ぎたことだ。今さら気にすることじゃねえよ。それより、さっきペスティは離れたら〝絆血の共振〟が起きないかもしれないって言おうとしてたみてえだが──」

　十影は不敵に笑い、ペスティに笑え顔がおをもたらす言葉をつぐ。

「おれたちの〝絆きずな〟は、ちょっとやそっと離れたくらいで切れるような〝絆〟じゃねえだろ」

「うむ……うむっ！　そうだなっ！」

　この反応を見て同意を得られたと判断したのか、十影はペスティの血液が入ったアンプルをケースに仕し舞まい、代わりにＢＩの入ったアンプルを取り出して、一息に飲み干した。

「あんまり待たせすぎると、ガルビヤスがどういう行動に移るかわかったもんじゃねえ。だから、おれはもう行くぞ」

「うむ。お互たがい、絶対に生きて帰って、クリアナに……わたしたちの居場所に帰るぞっ」

　もちろんだ──と言い残すと、十影は疾しつ風ぷうの如ごとくペスティの前から去っていった。

　十影の気配が完全に消えたところで、ペスティは誰だれにともなく呟く。

「『つべこべ言わずに黙だまっておれの隣となりにいろ。そこがお前の居場所だ』……か」

　以前にもあった、「こんな感じの言い争い」を終わらせた十影の言葉を思い出し、一人、頰ほおを赤くする。

　つべこべ言わずに十影の隣わたしの居場所に帰るためにも、ペスティは両手で頰を張って気合いを入れ、十影に負けず劣らず疾風さながらの速さでクラリタたちのもとへ向かった。








第六章　血戦の行方









　血の暴走のリスクを顧かえりみずに二本目のＢＩを摂取したクラリタは、〝天網の義眼クラリウイデンス〟で紅く蛇じやとロッドの動きを捕ほ捉そくしながら、襲い来る死体の荒あら波なみをかき分けて追つい跡せきを続けていた。ペスティの血液を摂取した紅蛇の動きは尋じん常じようではなく、死体ゆえに獄ごく炎えんを操れないランドルフと渡わたり合いながらも、着実にロッドとの距きよ離りを詰つめていた。しかし、

「深追いしすぎてる……」

　血の暴走のタイムリミットが迫せまっているせいか紅蛇には焦あせりが見え隠れしており、その焦りが気を逸はやらせているのか、誘われるようにロッドを追い続け、クラリタを引き離はなしていく。そのことが、クラリタの心にも焦りをもたらしていた。

「死んでほしくないって言ったの忘れてないよね……！　紅蛇老……！」

　死に急ぐようにロッドを追う紅蛇を視みつめながら、普ふ段だんのクラリタからは想像もできないほどに取り乱した声を吐はき出す。第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦で上官リアリが死んだ時、クラリタは涙なみだが涸かれるまで泣いた。死したリアリに縋すがりつき、人目も憚はばからず泣き続けた。悲しかった。つらかった。あんな思いはもう二度と味わいたくないと思った。

（また上官を……大好きな人を失うなんて……絶対にイ──）

　不意に、クラリタの独白が途と切ぎれる。〝天網の義眼〟が見たくもなかった映像を、迎むかえてほしくなかった瞬しゆん間かんを、映し出したのだ。

　クラリタの右目には、全身から血を噴ふき出して膝ひざを突つく紅蛇の姿が映っていた。

「紅蛇老っ!!」

　絹を裂さくような悲鳴をあげるクラリタを嘲あざ笑わらうように、ロッドは逃にげ足あしを止め、ランドルフを顎あごで使って、血の暴走を起こして死に体となっている紅蛇を持ち上げる。クラリタは左目に怒ど気きを燃え上がらせながら電磁狙撃銃レールライフルでロッドを狙ねらおうとするも、ロッドの唇くちびるの動きから言葉の内容を理解してしまい、歯は嚙がみしながら電磁狙撃銃を下ろした。

　この老人を死なせたくなければ武器を捨てなさい──クラリタの優すぐれた目を利用し、唇の動きからまんまと言葉を読ませたロッドは、紅蛇を肩かたに担かつぐランドルフとともに、悠ゆう然ぜんとした足取りでこちらに歩み寄ってくる。ロッドが歩を進めるのに合わせて死体たちは道を開き、先さき程ほどまで周囲を埋うめ尽つくしていた死体たちもクラリタから距離をとり始める。

　ロッドがクラリタの前にたどり着いた頃ころには、ショーの舞ぶ台たいを用意するように、死体たちはクラリタとロッドを遠巻きに見守っていた。

　クラリタは電磁狙撃銃を地面に置き、いつもどおり──とはいかない、雑多な感情が滲にじみ出た声こわ音ねでロッドに言う。

「武器は捨てた。早く紅蛇老を返して」

「そう慌あわてないでくださいよ。目の良い貴女あなたなら、老人がまだ持つことくらいわかっているでしょう」

「今すぐ血の暴走を止めないと長くは持たないから言ってるの……っ」

　怒いかりを滲ませるクラリタを挑ちよう発はつするように肩をすくめると、ロッドはさらなる挑発の言葉をクラリタに浴びせかけた。

「貴女はなにを勘かん違ちがいしているのです？　僕と貴女は敵同士。この老人にとどめを刺ささないのは、あくまでもこちらの気まぐれにすぎないことを理解してほしいですねぇ」

「だったら、なにが目的でこんなことしてるの……！」

「目的は、はっきりしていますよ。僕はねぇ……一目見た時から貴女のことが気になって気になってしょうがなかったのですよ。ですから──」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮うかべながら舌した舐なめずりし、言葉をつぐ。

「貴女の血を吸わせてください」

「吸わせたら、紅蛇老を返してくれるの？」

「もちろんです」

　笑顔を慈じ愛あいに満ちたそれに変じて、ロッドは即そく答とうする。

　そんなロッドを視て、クラリタは「噓うそだ」と心の中で断定するも、

「いいよ。本当に紅蛇老を返してくれるなら、好きなだけ血を吸わせてあげる」

　あえて、ロッドの要求をのむことにした。こちらの心中を知ってか知らずか、ロッドは再び嗜虐的な笑みを浮かべながら、ゆっくりと歩み寄ってくる。眼前まで来たところで足を止めると、クラリタの軍服の襟えりを両手で摑つかみ、力任せにはだけさせた。

　露あらわになった白く、瑞みず々みずしい首筋にロッドは感かん嘆たんの吐と息いきを吐つくも、一連の出来事に眉まゆ一つ動かさないクラリタの無感情ぶりに、呆あきれたため息をも吐き出してしまう。

「少しくらい動じてくれた方が嬉うれしいんですけどねぇ……。では──」

　ロッドはクラリタの両りよう肩かたをがっしり摑むと、首筋に一度口づけをしてから、人間のそれよりも鋭するどい牙きばを柔やわ肌はだに突つき立てた。不快感と嫌けん悪お感かんが背筋を撫なで、首筋から緩かん慢まんに命の滴しずくが吸われていくのを感じながらも、クラリタは手が霞かすむほどの速さでバンダリアから折りたたみ式のナイフを取り出し、ロッドの心臓を突き刺しにかかる。

　目に頼たよるまでもなく、ロッドには紅蛇を生かすつもりなどサラサラないことがわかっていた。それでもなおロッドの要求をのんだのは、自分の血を吸っている隙すきを突いて、ロッドを殺そうという算段があってのことだった。

　殺とった──そうクラリタは確信するも、

「!?」

　ナイフが突き刺さるすんでのところで、ロッドは瞬時に全身を闇やみのオーラで覆おおい、必殺の刺し突とつを防いでみせる。直後、「貴女の考えなどお見通しですよ」と言わんばかりに、首筋に刺さった牙が、クラリタの血を急速に吸い上げていく。自分の膂りよ力りよくではオーラの守りを突破できないと判断したクラリタは、ナイフを捨てて懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出し、ロッドの心臓目がけて引き金をひき絞しぼる。が、やはり、拳銃の弾だん丸がん程度は〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の闇を撃うち貫つらぬくことはかなわず、オーラに阻はばまれた弾丸が虚むなしい音色を鳴らして地面に転がった。

「あ……ぐぅ……ぅぅ……！」

　さらに急速に血を吸い上げられ、クラリタは呻うめきながら身じろぎする。血とともに手足の力も抜ぬけていき、もう一度引き金をひこうとしていた手から拳銃が滑すべり落ちていく。このままではまずいと思い、ロッドを引き剝はがそうと試みるも、ロッドの体に手が触ふれたところで強きよう烈れつな虚きよ脱だつ感に襲おそわれ、力なく腕うでが垂れ下がる。足の力も抜け、もはや両肩を摑むロッドに支えられていなければ立っていられないほどにまで衰すい弱じやくしてしまう。

「これくらいにしておきましょうか」

　満足げに呟つぶやき、手を離すと、クラリタは崩くずれ落ちるように地に倒たおれ伏ふした。機械的な虹こう彩さいが浮かんでいる〝天網の義眼右目〟とは対照的に、左目にはどこか虚うつろな色合いが浮かんでおり、浅く、短く繰くり返される呼吸は常よりも格段に弱々しかった。

「ＢＩ摂せつ取しゆ時の血はまずいという話を聞いていましたが……やれやれ僕としたことが、予想以上に血の質がよかったせいで、ついつい飲み過ぎてしまいましたねぇ」

　恍こう惚こつの表情を浮かべながら唇についた血を舐なめ取り、慈愛に満ちた微び笑しようを顔に貼はり付けながら、眼下にいるクラリタに向かって優やさしげに声をかける。

「素す晴ばらしい血を飲ませてくれた御お礼れいです。約束どおり老人を返して差し上げましょう」

　ランドルフが肩に担いだ紅蛇を地面に下ろすのを見て、クラリタは目を見開くも、

「あ……ああ……」

　まるで狙い澄すましたようなタイミングで、〝天網の義眼〟に映る紅蛇の生体反応が急速に弱まっていくのを確かく認にんする。そして、

「いや……いやあああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　完全に生体反応それが消え失うせた瞬間、慟どう哭こくがクラリタの喉のどを裂いた。

　またしても大切な上官ひとを失い、左目から涙を溢あふれさせながら泣きじゃくるクラリタを、ロッドは楽しげに、心の底から楽しげに嘲笑う。

「約束どおり返して差し上げましたよぉッ！　もっと喜んだらどうです！　ほらほら！　貴女の大切なご老人は今にも動き出しますよぉッ！　僕の人形となってねぇッ！　クヒ、クヒッ、クヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒッ!!」




「下げ衆すがああああああああああああああああああッ!!」




　遠方から男の怒ど号ごうが聞こえたのも束つかの間、クラリタとロッドを遠巻きにしていた死体ギヤラリーの一角が、爆ばく発はつでも起きたかのように弾はじけ飛ぶ。直後、弾け飛んだ死体とともに上空から降ってきたクルススクが、ロッドに向かって、大地を割らんばかりの勢いでハルバードを振ふり下ろした。ほぼ同時にランドルフが地を蹴けり砕くだき、闇のオーラを纏まとった右腕と手首のない左腕を交差させて〝闘神〟の一ひと振ふりを受け止める。瞬間、ランドルフの足あし下もとを起点に蜘蛛くもの巣す状の亀き裂れつが地に拡ひろがり、傍そばにいたロッドは「こわいこわい」と言いながらも笑え顔がおを崩すことなく飛び下がった。クルススクは前蹴りでランドルフを仰のけ反らせた隙に、倒れ伏すクラリタを片腕でかっ攫さらい、ランドルフから距離を離す。

「あぁ……！　もっと丁てい重ちように扱あつかってくださいよ。その娘むすめは僕のモノなんですからねぇ」

　ロッドの戯ざれ言ごとを無視し、クルススクはクラリタを見やる。クラリタは苦しげに呼吸しながらも、

「ボクは……大だい丈じよう夫ぶです……だから……クルススクさんは……ロッドを……！」

　クルススクは、倒れ伏す紅蛇にオーラを注ぐロッドを睨にらみつける。ほどなくして、ロッドの操あやつり人形となって起き上がる紅蛇の死体を見て砕けんばかりに歯を嚙かみ締しめると、その場にクラリタを寝ねかせながら力強く「任せておけ」と返し、ハルバードを構えた。

「見たところＢＩを摂取しているようですが……斥せつ候こうから聞いた情報よりも、中和剤ざいが体に残る時間が短かったようですね」

　顎に手を当て分ぶん析せきするように独りごちるロッドを、クルススクは視線だけで至高の血族スプリームブラツドが殺せそうなほどの凶きよう眼がんで睨みつけた。

「覚かく悟ごは、できてるんだろうな？」

「もちろんできてますよ。これからまた鬼おにごっこを始める覚悟がねぇっ！」

　刹せつ那な、ランドルフと紅蛇の死体を伴ともなって脱だつ兎との如ごとく逃げ出すロッドを、クルススクは地を蹴り砕いて追つい跡せきする。所有物クラリタを傷つけたくなかったのか、ロッドに操られた死体たちは倒れ伏すクラリタを露ろ骨こつに避さけながらクルススクの後を追い始める。それを見たクラリタは、近くに置いていた電磁狙撃銃を踏ふみつぶされないよう、なけなしの余力を振り絞って地を這はい、電磁狙撃銃を抱だき締める。大切に大切に電磁狙撃銃を抱き締めるクラリタの左目には、悲しみと、怒りと、決意の炎ほのおが、静かに揺ゆらめいていた。







　襲い来る至高の血族スプリームブラツドと死体を蹴け散ちらし、戦意を失った者アツシユたちの無事を確認したあと、わずか数分で地底都市を脱だつした十とお影えいは、螺ら旋せんトンネルを駆かけ上がって地上を目指す。そして、ＢＩの効果が切れた頃、螺旋トンネルの入口に、その向こうにある荒こう野やにたどり着いた。

「へぇ、意外にお早いお着きじゃねぇか」

　十数分前にＰＤ越ごしで聞いた声が耳じ朶だに触れ、そちらに視線を送る。西の空から照らされる光で体を茜あかね色いろに染めたその男は、狼おおかみの美しい毛並みを想起させる灰色の髪かみと、狼以上に鋭い双そう眸ぼうをした、見た目二十代半ばほどの至高の血族だった。ＰＤで話した時に感じた至高の血族らしくないという印象を決定づけるように、黒のロングＴシャツ、ジーンズにスニーカーと、いやに人間くさい衣服に身を包んでいた。

（こいつが、ガルビヤス・ストーカーか）

　ガルビヤスからは、ロドリオやランドルフのような、心しん胆たんを寒からしめるほどの〝圧〟は全くと言っていいほど感じられなかった。が、気だるげな立ち振ふる舞まいの端はし々ばしに見え隠かくれする武の気配が、〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟などという肩かた書がきなど関係なしに目の前にいる男が尋じん常じようならざる強つわ者ものであることを十影に教えてくれていた。さらには、注視しなければわからないほどに薄うすい闇のオーラで、太陽の光を遮しや断だんする闇闘技コンフリクトの技量……死し闘とうは避けられないだろうと十影は確信する。

「さて、ぼちぼち始めるか」

　これから殺し合うとは思えないほどに軽い調子で、ガルビヤスは言う。それに応じるように、十影は腰こしに吊つり下げたケースからペスティの血液が入ったアンプルを取り出した。

「わりぃな、ガルビヤス・ストーカー。こっちは二対一でいかせてもらうぜ」

　あぁ？──と、ガラの悪い声をあげるガルビヤスを尻しり目めに、十影はペスティの血を一息に飲み干し、アンプルを投げ捨てる。ほどなく、

　──始めるのだな。

　ペスティの声が体の内から響ひびき、体の外にまで溢れ出さんばかりの力が漲みなぎってくる。

　──じきに、わたしも余よ裕ゆうがなくなる。使い方はもうわかっておるな？

　心の中で首しゆ肯こうを返すと、ゆっくりと刀を抜き、ロドリオと戦った時の感覚を思い出しながら、刃やいばに意識を集中させる。纏まとえ──そう念じた瞬しゆん間かん、闇のオーラが愛刀の刃を包み込んだ。

「おいおいおいおいッ！　なんだよそりゃッ!?」

　喜色を浮かべながら訊たずねるガルビヤスに、十影は静せい謐ひつな声音で応じる。

「〝絆血の共振レゾナンス〟だ」

「〝絆血の共振〟……？　あぁ、はいはいッ！　そういうことかッ！　どうりで、いきなり気配が一つ増えたわけだッ！」

　ペスティの気配を感じ取るガルビヤスの感覚の鋭さに、十影はますます警けい戒かいを強める。その警戒心すらも感じ取ったのか、ガルビヤスは弛し緩かんしたようにユラリと両の腕を垂らすと、己おのが闇闘技を発動した。

「〝純黒の狼王ルプスアニマ〟」

　瞬間、濃のう密みつにして猛たけ々だけしい闇がガルビヤスの全身を覆い、垂れ下げた両手から、闇のオーラでできた、長さ二十センチほどの黒こく爪そうが左右に四本ずつ生え伸のびる。

　行くぜ──そうガルビヤスが呟いた刹那、〝絆血の共振〟を起こした十影が一いつ瞬しゆん見失ってしまうほどの速さで、ガルビヤスは十影に肉にく薄はくした。のも束の間、漆しつ黒こくの爪つめが夕空に閃ひらめき、回かい避ひが遅おくれた十影の左ひだり肩かたを切り裂さく。速すぎる──そんな感想を抱いだく間もなく今度は背中を切り裂かれ、思わずよろめいてしまう。が、

　一瞬の攻こう防ぼうでガルビヤスの速度に慣れた十影は、旋せん転てんしながら三度目の爪そう撃げきをかわしつつ、すれ違ちがいざまに交叉法カウンターの奥おく伝でんを閃かせる。

「廻かいの奥伝〝雲うん柳りゆう〟！」

　先さき程ほどの返礼と言わんばかりに闇のオーラごとガルビヤスの背中を切り裂き、流れるような動きで追つい撃げきの斬ざん撃げきを振り下ろす。ガルビヤスは頭上から迫せまる斬撃を黒爪で受け止めると、

「もうオレに触れるとぁ、やるじゃねぇか〝赤い剣鬼レツドオーガ〟！」

　楽しげな声を上げながら空高くまで飛び下がり、頭上に掲かかげた右の黒爪をより黒く、より猛々しく輝かがやかせながら眼下にいる十影目がけて振り下ろす。最大級の警けい鐘しようを鳴らす直感に従い、十影が全力で真横に飛んだ直後、

　超ちよう常じようを越こえた爪撃が、大地を切り裂いた。

　地に刻まれた数十メートルに及およぶ四筋の爪つめ痕あとは、その下にある地底都市に届いているのではないかと思えるほどに深く、切断面は寒気すら覚えるほどに鮮あざやかだった。

「オラオラッ！　ボケッとしてると細切れにしちまうぞッ！」

　地に降り立つや否いなや十影の周囲を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回り、前後左右だけでなく頭上からも超常を越えた爪撃を次々と繰り出し、嵐あらしのような手数で九方から十影を攻せめ立てる。十影は刀にさらなるオーラを込こめて、九方から迫る超常を越えた爪撃を悉ことごとく斬きり払はらう。

「ガアッ!!」

　ガルビヤスが猛たける狼にも似た咆ほう哮こうをあげた瞬間、衝しよう撃げき波はとなって十影を吹ふき飛ばした。数キロ先まで吹き飛ばされそうなほどに激げき烈れつな衝撃波を受けた十影は、地面に刀を突つき刺さして強ごう引いんにベクトルを殺しきる。直後、衝撃波を追い越すほどの速さで回り込んでいたガルビヤスが、十影の首筋目がけて黒爪を振るう。十影はそれを、振り返ることなく、峰みねに左手を添そえながら刀を縦に構えて受け止めた。瞬間、刀と爪に込められた深しん淵えんにして強大な闇やみが鎌かま鼬いたちのように吹き荒あれ、十影とガルビヤスの体を浅く切り裂いていく。十影はすぐさま振り向きざまに横よこ薙なぎの斬撃を繰り出し、ガルビヤスがそれを受け止め、吹き荒れた鎌鼬が再び二人の体を切り裂いた。

　一合打ち合わせるたびに吹き荒れる鎌鼬に構うことなく、何度も刀と爪を打ち合わせ、そのたびに沫しぶいた血が大地を赤く染め上げていく。その身を削けずることがわかっていてなお二人が止まらないのは、少しでも引いたら、その身はおろかその命すらも削り落とされると確信していたからに他ほかならなかった。

　だが、いつまでもこのような削り合いを続けるわけにはいかず、業ごうを煮にやしたガルビヤスが衝撃波を放つべく口を開けようとするも、

「させるかよ！」

　息を吸い込むわずかな隙すきを突いて、柄つか頭がしらを使った寸すん勁けい──甲こうの奥伝〝屠と伐ばつ〟でガルビヤスを吹き飛ばし、

「絶ぜつの奥伝──」

　納刀と同時に地を蹴り砕き、吹き飛ぶガルビヤスに肉薄。刀の届く間合いに入る直前にその身を旋転させ、突とつ進しん力と遠心力を乗せた刃を抜ぬき放つ。

　繰くり出されるは、十影最大最速の一刀──

「〝至し天てん〟ッ!!」

　瞬間、ガルビヤスは凄せい絶ぜつに笑んだ。

〝至天〟にその身を斬り裂かれながらも、絶好の好機と言わんばかりに超常を越えた爪撃を放ち、十影の胴どうを切り裂き、吹き飛ばす。その結果、ガルビヤスは〝至天〟のダメージを最小限に抑おさえ、十影に最大限のダメージを与あたえることに成功した。はずだった。

「くッ……」

　最小限に抑えてなお〝至天〟の威い力りよくは凄すさまじく、ガルビヤスの体から大量の血が沫く。

　十影もまたギリギリのところで闇のオーラを前方に集中して爪撃を受け止めるも、防ぎきるには至らず、切り刻まれたその身からはとめどなく血を滴したたり落としていた。

（やはり、強い……！）

　わかりきっていたことだが、それでも再さい認にん識しきしなければならないほどにガルビヤスは強かった。こと近接戦せん闘とうにおいては、ロドリオをも凌りよう駕がしていると十影は確信する。

「いいねぇ。これだけやれりゃぁ、クソ親父おやじを倒たおせたって話も納なつ得とくできるってもんだ」

　心の底から戦いを楽しんでいるガルビヤスを見て、ふと、とある疑問が湧わいてくる。

「あんたは……おれのことが憎にくくないのか？」

　先に至高の血族が仕し掛かけ、クリアナこちらはただそれに抗あらがっただけという前置きはさておき、この戦いは十影がロドリオを殺したことが発ほつ端たんとなって起きたこと。血で血を洗い、憎しみで憎しみを焦こがす、無む間げん地じ獄ごくにも似た連れん鎖さの果てに起きたこと。父と兄妹きようだいを殺されている以上、ガルビヤスもまたその連鎖に囚とらわれているのでは？──そう思った十影は、ついそんなことを訊ねてしまう。

「こっちから仕掛けた戦いケンカだ。そのせいで死人が出たことにケチつける気はサラサラねぇよ。……まぁ、だからって思うところが全くねぇと言やぁ噓うそになるけどな」

　バツが悪そうにボリボリと頭を搔かいたあと、今度はガルビヤスが訊ねてくる。

「ランス・ロランスは……テメェが倒したのか？」

　予想外の質問に面喰くらいながらも、十影は「ああ」と返し、

「知り合いだったのか？」

「ただの親友ダチだ。んなことより、どうなんだ？」

「……おれが倒した」

「ランスは、強かったか？」

　リアリの仇かたきであるランスを褒ほめるような言葉を口にすることに抵てい抗こうを覚え、逡しゆん巡じゆんするも、こちらを見つめるガルビヤスの双眸があまりにも真しん摯しだったので、十影は噓うそ偽いつわりのない言葉をガルビヤスに返した。

「ああ。おれが敵に恐きよう怖ふを覚えたのは、後にも先にも奴やつだけだ」

「……そうか……」

　どこか哀かなしげに、どこか悔くやしげに、どこか嬉うれしげに……一言では言い表せないほどに雑多な感情が滲にじんだ声こわ音ねで、ガルビヤスは呟つぶやく。




『あとは……まぁ、オレなりのケジメってやつだな』




　決けつ闘とうを申し込んできた理由を訊ねた際、ガルビヤスがそう漏もらしていたことを思い出す。純じゆん粋すいに戦いを楽しみたいという想おもいとともに、父を、兄妹を、親友を殺した相手を倒すことで自分なりのケジメをつけようという想いがあったからこそ、ガルビヤスは決闘を申し込んできたのかもしれないと、十影は思う。

「……ちっ、ダラダラしゃべりすぎたな」

　突然、ガルビヤスはその身に纏まとった〝純黒の狼王〟を消し去り、鋭するどい双そう眸ぼうをますます鋭くさせながら十影を睨にらむ。

「〝絆血の共振〟を起こそうが、血の暴走までは抑えられねぇみてぇだな。もうあと二、三分もすりゃ、さっきテメェが飲んだ血が暴走して、血管を突き破り始めるぞ」

「わかるのか？」

「血の暴走が起きる前の血は、独特な臭においがするからな」

　不意に、ガルビヤスは楽しげに、心底楽しげに笑えみ、

「血の暴走で終しまいなんざ面おも白しろくもなんともねぇ。だから──」

　ロドリオと重なって見えるほどの暴力的な威い圧あつ感かんを発し、

「次で決着ケリ、つけようじゃねぇか」

　ロドリオと同じ言葉を十影にぶつけた。驚きよう愕がくを押し殺す十影を尻目に、ガルビヤスの内から、西の空を茜あかね色いろに照らす太陽の光を圧するほどの闇が溢あふれ出す。

「クソ親父を倒すために会え得とくした、とっておき……テメェに使ってやるよッ！」

　続けて出てきた言葉に、十影は今度こそ驚愕を露あらわにしてしまう。

「〝闇を統べる者クリアテイオ〟ッ!!」







　狭せまく、暗い水道管を匍ほ匐ふく前進で進んでいたクインは、とうとう人工太陽の施し設せつにたどり着く。地底都市のマップデータに入っていた施設の見取り図を参照し、水道管が剝むき出しになっている空間を見つけて、その地点まで移動する。そして、ユラギから借りたルクスガンで水道管の下方に穴を空けて飛び降りると、

「あ～、すっごい解放感っ」

　大きく体を伸ばしながら、言葉どおり解放感に充みち満ちた声を漏らした。が、すぐに緩ゆるみきっていた表情を引き締しめ直し、周囲に視線を巡めぐらせる。

　クインが降り立った場所は、冷れい却きやく水すい用の貯水槽そうが立ち並ぶ広大な地下室だった。ＰＤでもう一度施設の見取り図を参照し、人工太陽の制せい御ぎよ室が最上階──五階にあることを確認したあと、即そく座ざに走り出して地下室の端はしにある階段を目指す。

　今この時も、至高の血族スプリームブラツドと死体に襲おそわれた仲間が窮きゆう地ちに立たされているかもしれない。殺されて、操あやつられて、仲間同士で殺し合っているかもしれない。十影とペスティに肩かたを並べたいという欲よくも確かにあるが、それ以上に、今この時も必死になって戦っているみんなを助けたいという想いが、これ以上誰だれも死なせたくないという想いが、疲ひ労ろうの限界に達しつつあったクインの体を動かし、その小さな背中を押し続けていた。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　もうっ！」

　ようやくたどり着いた階段を前に、クインは苛いら立だった声をあげる。長い間放置されていたため脆もろくなっていたのか、それとも地じ震しんによるものなのか、壁かべに寄り添う形でつくられた階段は中程で崩ほう落らくしていた。

　生身では登れないと判断したクインはＢＩを摂せつ取しゆし、壁を駆け上がって一気に上階まで登り切る。地上階──というのも変な話だが──と地下階では階段の位置が大きく異なっているため、先程確認した施設の見取り図を思い出しながら廊ろう下かを走り、階段を見つける。

「これさえ登り切れば……っ」

　意気込みながら階段を上がろうとしたその時、小さな闇が視界の端をかすめ、半ば反射的に視線をそちらに送る。

　視線の先には、闇のオーラでできた蝙蝠こうもりが宙に浮うかんでいた。飛んでいるとは思えないほどに緩かん慢まんに羽ばたく蝙蝠を見て、コートスが、自分たちを見張っている至高の血族がいると言っていたことを思い出し、クインの表情から血の気が引いていく。早く制御室に向かわなければまずい──そう思ったクインは大急ぎで階段を駆け上がり、遅おくれて、クインの背中に貼はり付くように蝙蝠が後を追ってくる。このまま追われ続けることに不気味さを覚えたクインは蝙蝠を撃退することを決心し、二階にたどり着いたところで身を翻ひるがえす。施設に潜せん入にゆうしている手前、無む駄だに音を立てるわけにはいかないので、コートスからもらった拳銃剣ガンソードを抜き、銃じゆう身しんの先せん端たんに取りつけられた刃やいばで蝙蝠を切り裂さいた。思いのほか上手うまく拳銃剣を扱あつかえたことに、クインは得意げに「ふふん」と鼻を鳴らすも、

「……え？」

　階下から無数の蝙蝠が昇のぼってくる様を見て、顔を引きつらせる。

　転てん瞬しゆん、闇のオーラでできた蝙蝠たちは、一いつ斉せいにクインに襲いかかった。

「ちょっとちょっとちょっとちょっとぉっ!!」

　転びそうになりながらも大急ぎで階段を駆け上がり、突とつ貫かんしてきた蝙蝠たちが一瞬前までクインが立っていた階段を蜂はちの巣すにする。散さん弾だんを思わせるほどに強きよう烈れつな蝙蝠たちの体当たりに、クインの顔色はいよいよ青ざめていく。

　もはや音を気にしている場合ではなくなったクインは、階段を駆け上がりながらも拳銃剣をホルスターに収め、バンダリアから取り出した破片手榴弾フラグメンテーシヨンを両手で二つ摑つかみ取り、口でピンを抜いて階下に転がり落とす。破片手榴弾が爆ばく発はつするよりも早くに駆け上がり、目的地である五階にたどり着くと右手に拳銃剣を、左手に自動式拳銃オートマチツクを握にぎり締め、背後を振ふり返りながら廊下に飛び出した。

　破片手榴弾に吹ふき飛ばされたのか、蝙蝠の数は半数以下にまでその数を減らしていたが、それでも二十匹ぴき近い蝙蝠が残っており、クインにとっては十二分すぎる脅きよう威いが一斉に襲いかかってくる。散弾さながらに突貫してきた蝙蝠たちを垂直に飛び上がって回かい避ひし、勢いをそのままに体を反転させて天てん井じように着地する。そして、突貫が空から振ぶりに終わって旋せん回かいしようとしていた蝙蝠たちに向かって、二に挺ちよう拳けん銃じゆうによる銀弾のシャワーを浴びせてその半数を吹き飛ばした。残りの蝙蝠たちがこちらに突貫してくると同時に天井を蹴けり、すれ違ちがいざまに零ゼロ距きよ離りで蝙蝠を撃うち抜いて、さらにその数を減らす。
















「残り……八匹ぐらいっ」

　途と中ちゆうで数えるのがめんどくさくなり、アバウトな数字を叫さけびながら床ゆかに着地。刹せつ那な、その隙を狙ねらっていたかのように、八匹の蝙蝠は八方からクインに突貫してくる。ここはもう一度空中に逃にげるしかない──そう思ったクインは再び飛び上がるも、

「あぅ……っ!?」

　九匹目の蝙蝠に左ひだり肩かたを貫つらぬかれ、自動式拳銃を落としながら仰あお向むけに床に落下してしまう。続けて、十匹目の蝙蝠が右前ぜん腕わんを貫き、十一匹目と十二匹目の蝙蝠が両足を貫いてクインの口から苦痛の悲鳴が飛び出した。

「あああああああっ!!」

　四し肢しを貫く痛みに涙なみだを滲ませながらも、蝙蝠の数が露ろ骨こつに増えていることを訝いぶかしむ。が、何者かがゆっくりと階段をあがってくる音が聞こえた瞬間、すぐにその理由を、絶望が迫せまっていることを、理解してしまう。

　階段を上がってきたのは、真白いカソックに身を包んだ青年の至高の血族だった。この至高の血族が、闇やみのオーラで蝙蝠を創つくり出し、操っていた〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟だった。

「我が〝夜の眷属フアミユルス〟、堪たん能のうしていただけましたかな？　お嬢じようさん」

　周囲に数匹の蝙蝠を飛び交わせながら、至高の血族は慇いん懃ぎんに訊たずねてくる。

「堪能する以前の問題よ。レディの扱いがなってない」

　絶望に震ふるえそうな声音を気合いで押し殺し、気の強い言葉を返す。その間に、相手に気づかれないように気を配りながらバンダリアのポーチの一つを開け、中に入っていたそれがいつでも使えるよう、ピンに左人差し指をかける。

「まさかとは思うけど、この期ごに及およんで蝙蝠ペツトに頼たよるなんて臆おく病びような真似まね、しないよね？」

　クインの露骨な挑ちよう発はつに対し、至高の血族は嗜虐的な笑みを返した。

「そうですね……この手で自らレディに拷問手ほどきをして、人工太陽の装置がある場所を聞き出すのも一興ですね」

　ゆっくりと、至高の血族が歩み寄ってくる。ほどなくして至高の血族がすぐそばまで近づいた瞬間、クインは指にかけていたピンを引き抜ぬき、肩の痛みに顔をしかめながらも、自身と至高の血族の間に円えん筒とう状のそれを放ほうり投げた。

「それは知ってますよ！　私の〝闇の眷属〟が随ずい分ぶん痛い目に遭あわされましたからね！」

　破片手榴弾だと思った至高の血族は得意げに叫びながら、己おのが前面に闇のオーラを集中させる。その様を見た瞬間、クインは瞼まぶたを閉じながら、得意げに笑んだ。

「バ～カ」

　刹那、円筒状のそれは爆ばく音おんと閃せん光こうを発し、至高の血族の視覚と聴ちよう覚かくを奪うばい去る。クインが放り投げたものは、破片手榴弾ではなく閃光手榴弾フラツシユバンだった。

　唯ゆい一いつにして最大の好機を摑み取ったクインは勝利をも摑み取るべく、閃光をやり過ごすために閉じていた瞼を開き、四肢の激痛に耐たえながらも立ち上がって至高の血族の背後をとる。直後、破れかぶれに操ったのか、無軌き道どうに飛び交かう蝙蝠に脇わき腹ばらを貫かれるも、どうにか踏ふみ止とどまり、至高の血族の延えん髄ずいに拳銃剣を突つき立てた。さらに、とどめと言わんばかりに引き金をひいて銀弾を撃ち込んで至高の血族を確かく殺さつ。蝙蝠たちが消え失うせると同時に、クインは口から血を吐はき出し、床に倒たおれ伏ふす。

「行か……なきゃ……」

　四肢と脇腹の激痛に大おお粒つぶの涙をこぼしながら、クインは床を這はって人工太陽の制御室を目指した。こうも派手に戦ってしまったのだ。音を聞きつけた至高の血族が、いつここまで駆け上がってくるかわかったものではない。一刻も早く制御室にたどり着き、人工太陽を起動しなければならない。もはや立ち上がる力すら残っていないことにもどかしさを覚えながらも、ゆっくりとゆっくりと床を血の赤で汚よごしながら進んでいく。

　クインにとっては永遠に思えるほどに長い一分ときをかけて、階段からほど近い場所にある人工太陽の制御室にたどり着く。どうにか上体を起こして扉とびらを開け、ＰＤにインストールされた人工太陽の起動ガイドを立ち上げながら中に入る。

　制御室は、入口の対面側にある壁が巨きよ大だいなディスプレイになっており、その下には無数にして複雑な入力装置が取りつけられたコンソールが鎮ちん座ざしていた。

　最後の力を振り絞しぼり、コンソールにしがみつきながら体を起こす。起動ガイドに従ってコンソールの電源を入れ、ユラギから渡わたされたコードのプラグを指定された場所に差し込んでＰＤと繫つなぐと、すぐに人工太陽の起動プログラムを立ち上げた。

　あとは起動プラグラムが勝手にやってくれる──ユラギの言葉を信じていなかったわけではないが、ＰＤの画面に高速で流れていく文字列と、コンソールの入力装置がせわしなく明めい滅めつし始めたことを確かく認にんすると、クインは大きく息を吐いて安あん堵どし、壁にもたれかかりながら床に腰こしを下ろした。

　緊きん張ちようの糸が切れたせいか、ＢＩの効果が切れたせいか、それとも、血を失いすぎたせいか……どこか虚うつろな微び笑しようを浮かべながら、もはや言葉を発する余力すらなくなった喉のどに代わって、心の中で呟つぶやく。

（十影……ペスティ……あたし……やったよ……）

　ディスプレイの電源が入り、地下空くう洞どうの天井が映じられる。

（これであたし……二人と……肩を並べられたよね……？）

　照明が埋うめ込まれていない天井の一角に大きな切れ目が入り、ゆっくりと左右に開いていく。そして、

（これからもずっと……一いつ緒しよにいて……いいよね……？）

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに巨大なシーリングライトが、地下空洞の天井に現出した。当然、ライトの数は一つだけではなく、ディスプレイには十数に及ぶライトが映し出されていた。

　ライトが淡あわく、暖かな光を滲にじませると、

（……あれ？……おかしいな……？）

　人工的に生み出した太陽の光を、眼下の地底都市に降り注がせた。しかし、

（人工太陽が起動したのに……すごく……暗……い……）

　その恩おん恵けいを受けられなかった少女の意識は、ゆっくりと、静かに、闇の中へと消えていった……。







　ユラギと背中合わせになりながら幾いく十幾百の敵に囲まれていたコートスは、頭上に出現した、馬ば鹿かがつくほどに巨大なシーリングライトに向かって歓かん喜きの雄お叫たけびをあげる。

「やったぜッ!!　マジでやりやがったぜ、クインちゃんッ!!」

　直後、ライトから人工太陽光が降り注ぎ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた至高の血族たちが断だん末まつ魔まの叫びをあげながら悶もだえ苦しみ、闇を払はらわれた死体たちが糸が切れた操り人形マリオネツトのように次々と倒れていく。闇のオーラで人工太陽光をかろうじて防いだ〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟や、人工太陽光を受けた程度では払われないほどの闇を注入された死体はいまだ健在だったが、それでも形勢が完全にこちらに傾かたむいたのは疑いようがなかった。

「やれやれ、失敗してくれた方が面おも白しろかったんだったんだけどねぇ」

　不ふ穏おん極きわまりない独白を漏もらすユラギに、コートスはドスの利きいた声こわ音ねで「なんか言ったか？」と訊ねるも、例によって爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべながら「なにも言ってないよ」と、堂々と否定され、コートスは呆あきれたため息を漏らす。

「まぁ、いい。ちゃっちゃとこいつら片づけて、クインちゃんを迎むかえにいくぞ！」







「人工太陽の起動を許すとは……我ながら役に立たない部下を持ったものですね……！」

　全身を薄うすい闇のオーラで包んで人工太陽光から身を護まもりながら、ロッドは苦々しげに吐き捨てる。ランドルフ、紅蛇、そして、昨夜の戦いで殺して回収した兵士たちの死体に関しては、人工太陽光を浴びた程度では払いきれないほどの闇のオーラを注入したため、多少動きが鈍にぶくなっただけで操ることに支障はなかった。が、霧きり状じようのオーラで、即そく席せきで操った死体はそうはいかず、万を超こえていた操り人形マリオネツトの闇糸は全すべて切れ、新たな人形を操あやつる黒い靄糸も人工太陽光によって全てかき消されてしまっていた。自然、表情にも苦みが加わっていく。

「まだです……まだ僕の優位は揺ゆらぎませんよ……！」

　逃げ足を止めることなく、背後を振り返りながらロッドは気の強い言葉を吐く。現在自分を追っている〝羅刹ニルテイ〟は兵士たちの死体に包囲された状態でランドルフと戦っており、全くと言っていいほどに、こちらに追いつく気配はなかった。

「そうです……僕が人間如ごときに負けるはずがないのです……！」

　奴やつらはＢＩなどという欠けつ陥かんまみれのクスリに頼るしかないため、付け入る隙すきは山ほどある。そんな欠陥だらけの相手に自分が負けるなど、兆が一にもありえない。唯一〈シルバーエッジ〉の存在だけは死を予感させられるほどの危険性を孕はらんでいるものの、今この時のように一人一人孤こ立りつさせて確実に殺していけば、人工太陽光という不利を背負っていようとも自分の勝利は揺るがない。

「もちろん、あのかわいらしいスナイパーだけは生かして差し上げますけどねぇ！」

　自分以外の至高の血族スプリームブラツドのことなど微み塵じんも慮おもんぱからないロッドの思考は、どこまでも利己的で、どこまでも醜しゆう悪あくだった。ランドルフの言葉ではないが、ロッドの性しよう根ねは至高の血族を統すべる〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟とは思えないほどに度し難がたかった。




「加勢に来たぞ、クルススク殿どの！」




　凜とした女の声が聞こえたのも束つかの間、並みいる死体の頭を足場にして駆かけつけてきた不純の血が、闇闘技コンフリクトで創り出した漆しつ黒こくの帯を振ふるい、ランドルフの右みぎ腕うでに絡からみつける。

　死体を通してランドルフの最さい期ごの戦いを視みていたロッドは、不純の血が〝絆血の共振レゾナンス〟を引き起こして闇を吸収する力を得ていたことを思い出し、切せつ迫ぱくした声音で「切り離はなしなさい！」と叫さけぶ。不純の血が「〝無窮の闇グローリア〟！」と叫んだ直後、左手首のないランドルフは漆黒の帯を嚙かみ千切り、注入した闇を少し吸われる程度の痛手で済んだことに、ロッドは安堵のため息をつく。

「〝赤い剣鬼レツドオーガ〟は……どうやらこちらには来ていないようですね」

　死体の目を通して状じよう況きようを把は握あくできるとは言っても、それはあくまでも余よ裕ゆうがある時の話にすぎない。人工太陽を起動され、様々なことに思考を巡めぐらせていたロッドに不純の血と〝赤い剣鬼〟の動向を視ている余裕などあるはずもなく、そのせいで最強の手て駒ごまであるランドルフを失いかけたことには、さすがのロッドも反省せざるをえなかった。

「もう少し気を引き締しめた方がよさそうですね。ここは……『クジャロウ』でしたか？　彼に働いてもらうとしましょう」

　足を止めると、近くで護衛をさせていた紅蛇の死体を呼び寄せる。現在進行形で人工太陽光を浴びているせいで動きが鈍くなっているので、どうせだから限界ギリギリまで闇やみのオーラを注入してからランドルフの加勢に向かわせようと思い、紅蛇に向かって掌てのひらをかざそうとした、その時だった。

「……へ？」

　ひどく間の抜けた声がロッドの口から漏れる。視線を落としてみると、




　紅蛇がその手に持った仕し込こみ刀で、ロッドの腹を突き刺さしていた。




　人工太陽光から身を護るために纏まとった薄いオーラを突き破り、銀の刃やいばがロッドの腹に穴を空けていた。ロッドは紅蛇を突き飛ばし、腹に刺さった仕込み刀を引き抜き、投げ捨てる。とめどなく血が流れる傷口を両手で押さえながら、ロッドは混乱の極みに陥おちいっていた。

（なんでどうして僕の人形が勝手に動いている僕の命令を無視して僕を傷つけているわけがわからないわけがわからないそんなことよりも痛い痛い痛いなんだこれ痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃッ!!）

　腹を抱かかえて蹲うずくまる、ロッド。その瞬しゆん間かん、操っていた死体の全てが動きを止める。

　この好機を見み逃のがす〝羅刹〟ではなく、しっかりとその隙を突いてランドルフの心臓を刺し貫つらぬくと、今度こそ動かなくなったランドルフに手た向むけるようにハルバードを手放し、腰を落として右腕を横に拡ひろげる。そして、不純の血に向かって「乗れ！　ペスティ君！」と叫ぶと、〝羅刹〟の意図を理解した不純の血はすぐさまその腕に飛び乗った。

「聞いたとおりだッ!!　こいつの命は彼女にくれてやれッ!!」

　そう叫びながら、〝羅刹〟は地底都市の天てん井じように向かって腕を振り抜ぬき、その勢いに合わせて跳ちよう躍やくした不純の血が人工太陽光を背負うほどの高さまで飛び上がる。

「〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟っ!!」

　不純の血は、己おのが闇闘技の名を叫びながら漆黒の帯を創つくり出し、

「からの──」

　跳躍の最高点に達し、落下が始まるタイミングで、ロッドに向かってそれを振るう。

〝宵闇の揺らめき〟を悶もん絶ぜつするロッドの体に絡みつけると、

「〝無窮の闇〟っ!!」

　ロッドの闇を吸収し、その身を護っていた闇の衣ころもを容よう赦しやなく剝はぎ取った。

「熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱いぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃッ!!」

　人工太陽光に灼やかれたロッドは、闇の衣の代わりに炎の衣を纏まといながら、断末魔じみた悲鳴をあげる。不純の血は〝宵闇の揺らめき〟を収縮させつつ天井に向かって振り抜き、落下する自分と入れ替かえるように、苦痛に悶えるロッドを天高くまで放ほうり投げた。

　そして──







　時は少し遡さかのぼる。

　ロッドに大量の血を吸われたクラリタは、電磁狙撃銃レールライフルを杖つえ代わりに使いながらもかろうじて立ち上がる。浅く、短い呼吸を繰くり返すクラリタの顔色は青白く、早く輸血を施ほどこさなければ命に関かかわるほどにまで衰すい弱じやくしていた。が、そんなことなどどうでもいいと言わんばかりに、バンダリアからペスティの血液が入ったアンプルを取り出し、ゆっくりと飲み干す。ペスティの血液を摂せつ取しゆすることで身体能力を底上げし、電磁狙撃銃を構えられるだけの体力を確保することが、クラリタの狙ねらいだった。

（大だい丈じよう夫ぶ……まだ……動ける……！）

　左目から血の涙なみだを流しながらも、血けつ涙るいはおろか、ただの涙も流れることがない〝天網の義眼右目〟でロッドとクルススクを捕ほ捉そくすべく、視線を巡らせる。直後、自分のＰＤが地面に落ちているのを発見し、ロッドに軍服をはだけさせられた際に落としてしまったのだろうと思いながら拾い上げると、

「メールが、きてる……!?」

　いつの間にか紅蛇からのメールが届いていたことに、クラリタの表情と声音が動どう揺ようで揺れる。今自分が戦場に立っていることも忘れて、今自分に血の暴走が迫せまっていることも忘れて、クラリタはメールを開き、食い入るようにその内容を確かく認にんする。




『君に私を託たくします』




　ロッドを追っている最さ中なかに脳波でＰＤを操作し、どうにか認したためて送信したもののようで、メールの内容は短く、謎なぞかけを思わせるほどに難解だった。

　だがそれは、あくまでも他人の目から見た場合の話。

　紅蛇とは、師し匠しようと弟で子しであり、統合司令官とその補ほ佐さであり……祖父と孫に似た関係を築いていたクラリタには、メールの内容が意味することを瞬時に理解していた。

（だったら、どこかにアレがあるはず……！）

　そう思い、地面に視線を巡らせると、ほどなくして目的の物を見つけ出し、すぐさま駆け寄って拾い上げる。クラリタが拾い上げた物は、なんの変へん哲てつもない煙管キセルだった。紅蛇が煙草たばこを吸わないことを知っていたクラリタは、この煙管がただの煙管ではないことも知っており、知っていたからこそ〝天網の義眼クラリウイデンス〟の望遠倍率を上げて煙管を注視した。

　煙管の火皿からは無数の鋼糸が伸のびており、その全てがロッドの傍そばにいる紅蛇と繫つながっていた。鋼糸は糸の強度を犠ぎ牲せいにすることで銀糸よりもさらに細くつくられており、至高の血族の視力をもってしても視認ができないため、ロッドが鋼糸の存在に気づくことはなかった。この鋼糸がいったいなにを意味するのか……紅蛇に弟子入りし、紅蛇の持つ技術のほとんどを修めたクラリタには全てがわかっていた。

　紅蛇の技術の中には、神経に鋼糸の先せん端たんを突つき刺すことで人間を操ることができる外げ法ほうが存在する。ロッドを追つい跡せきしていた紅蛇は、尋じん常じような手段ではロッドを捉とらえることはできないと判断し、ロッドがこの方法で一人一人確実に〈シルバーエッジ〉のメンバーを殺していくつもりでいることを悟さとり、自分以外の犠牲を出さないためにも追跡を続けながら己が体に外法を施し、操り糸の操作起点となる煙管を落としてクラリタに託したのだ。敵ロツドではなく、愛弟子クラリタに己の死体を操ってもらうために。死体となることで、確実にロッドを捉えるために。

　ロッドの闇闘技コンフリクト同様、人を人形のように操る外法なれど、そこに付ふ随ずいする知識や、外法への対処法は必ず血肉になると言って、紅蛇はクラリタにこの外法を教えた。が、まさかこのような形で役に立つとは、クラリタはもちろん紅蛇も想定していなかったことだろう。

　左目から流れる赤い涙をすすぐ、澄すみ切った涙を溢あふれさせながら、〝天網の義眼〟で遠く離れた場所にいる紅蛇とロッドを見み据すえ、その手に持った煙管を決然と握にぎり締める。ロッドが闇闘技で紅蛇を操っているため、外法をもってしても紅蛇を操れる保証はない──などという考えは、クラリタの脳のう裏りにかすめすらしなかった。紅蛇が命を捨ててまで託してくれた可能性が、その程度のことで潰ついえるはずがないと根こん拠きよもなく信じていた。

　ペスティがクルススクの加勢に現れて焦あせりを覚えたのか、ロッドがさらなる闇のオーラを紅蛇に注入しようとした瞬間、クラリタはその手に持った煙管を指揮棒タクトのように振るい、鋼糸を通じて紅蛇の死体を操あやつる。紅蛇の技術に比べたら糸遊びと言われても仕方がないほどの拙つたなさでクラリタはどうにか紅蛇を動かし、仕込み刀をロッドの腹に突き立てることに成功した。直後、紅蛇がロッドに突き飛ばされる様を見て、クラリタの左目が怒いかりと悲しみで揺ゆれるも、血が滲にじむほどに強く唇くちびるを嚙み締め、かろうじて心の揺れを堪こらえきる。心の揺れは照準の揺れに繫がる……だからこそ、今だけは、怒りを、悲しみを堪えろと自分に言い聞かせる。

　煙管を地面に置き、電磁狙撃銃を構えるも、やはりというべきか、並みいる死体のせいでロッドに通る射線はどこにも見当たらなかった。ペスティの血液を摂取したとは言っても空高く飛び上がって強ごう引いんに射線をつくるほどの余力はなく、地底都市には天井があるため曲射狙そ撃げきも使えない。だから、

「ペスティっ!!　クルススクさんっ!!　ボクにそいつをうたせてっ!!」

　今までの人生で一度も出したことがないほどの大だい音おん声じようで、クラリタは懇こん願がんする。

　声が、想おもいが届いたのか、クルススクはランドルフの死体を沈ちん黙もくさせると、膂りよ力りよくに任せてペスティを天高くまで放ほうり投げ、ペスティは〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟を使ってロッドを空中に放り上げて……絶好の狙撃の機会を、紅蛇の仇かたきを討うつ機会をお膳ぜん立だてしてくれた。

　人工太陽に灼かれ、炎ほのおに巻かれながら悶もだえ苦しむロッドを見ても、一いつ片ぺんの情けもかける気にはなれなかった。あるいは、これから送り届ける銀の弾だん丸がんが、ロッドを苦しみから解放する一片の情けなのかもしれない。

　いつもどおり感情を廃はいし、己おのれの技量を信じ、ロッドの心臓に狙いをつけて引き金をひき絞しぼる。弾丸は刹せつ那なにも満たぬ間に彼ひ我がの距きよ離りを消し飛ばし、




　寸分の狂くるいもなく、ロッドの心臓を撃うち貫ぬいた。




　ほどなく、〝天網の義眼〟がロッドの生体反応が消失したことを確認する。

　果たすべき責務は果たした。

　だから──

「もう……泣いてもいいよね？」

　とうの昔から流れていた涙の粒つぶが大きくなり、とめどなく頰ほおを伝っていく。

　涙を流せない〝天網の義眼右目〟の分まで泣くように、左目からとめどなく涙が伝っていく。

「死んでほしくないって言ったのに……絶対に忘れないでって言ったのに……わかってるって言ったのに……紅蛇老の噓うそつき……噓つきぃ……噓つきぃぃ……っ」

　ロッド・ストーカーを倒たおした功労者はその場にへたり込むと、外見以上に幼い泣き声をあげながら、子供のようにおじいちゃんを罵ば倒とうしながら、ただひたすら、ただただひたすら泣き続けた……。







「〝闇を統べる者クリアテイオ〟だと!?　バカな!?　そいつはロドリオの闇闘技コンフリクトだったはずだ！」

　さしもの〝赤い剣鬼レツドオーガ〟もガルビヤスの「とっておき」には驚おどろかされたのか、言の葉は動揺で揺れに揺れていた。

「ストーカー家の主の闇闘技は〝闇を統べる者〟でなければならない……んな、くだらねぇしきたりを知ってる奴やつなんざ至高の血族スプリームブラツドでもほとんどいねぇから、テメェが驚くのも無理はねぇわな。〝闇を統べる者〟は闇闘技の極きよく致ち。テメェ風に言やぁ闇闘技の奥おく伝でんみてぇなもんだ。生まれた時から考えなしに使えるような浅い力ではなく、鍛きたえて、研とぎ澄ませて、血ち反吐へどを吐はいても至れるかどうかわからねぇ、深く、高い、闇の頂。そして──」

　ガルビヤスは凄せい絶ぜつに笑えみ、〝闇を統べる者〟によって生み出した闇を己が内に集中させて〝純黒の狼王ルプスアニマ〟を発動する。同時に、余波となって溢れ出た闇の暴ぼう威いがガルビヤスの周囲に吹ふき荒あれ、吹き飛ばされた〝赤い剣鬼〟が地面を削けずりながらも踏ふみ止とどまり、歯は嚙がみしながらこちらを睨にらみつけてくる。
















「〝闇を統べる者〟の真しん髄ずいは、闇を生み出し、自在に操ることで自分テメエの闇闘技の力を限界以上に引き出すことにある。覚かく悟ごしとけよ。今のオレは、さっきまでのオレの比じゃねぇぞ」

「だったら、こっちも限界以上の力で対たい抗こうするまでだ」

　虚きよ勢せいも、気負いもなく、決然と言い切る〝赤い剣鬼〟に、ガルビヤスは楽しげに頰を吊つり上げた。直後のことだった。地底から感じていたロッドの闇が完全に消え失うせたことを察知し、ガルビヤスはほんのわずかに瞠どう目もくする。

（ロッド……テメェまで逝いったってのかよ……！）

　これで〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟は自分一人だけとなった。

　ロドリオを倒すことだけを、強つわ者ものを倒すことだけを考え、生きてきたガルビヤスにとって、ストーカー家の主あるじの座などどうでもよく、至高の血族の未来などランドルフあたりにでも背負わせておけばいいと思っていた。だが、

（くそッ……だからそういうのはガラじゃねぇって言ってんだろがッ!!）

　心の中で悪態をつきながらも、心の奥の奥ではすでに、ストーカー家を、〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟を、凡ぼん百ぴやくの至高の血族を背負う覚悟を決めていた。決めざるをえなかった。なぜならば、ガルビヤス・ストーカーという男は、誰だれよりも────…………

「……テメェはもう知っているとは思うが、〝闇を統べる者〟は他人の闇闘技を再現する力がある。が、そんなもんは〝闇を統べる者〟に至った者にとっちゃ、ただの余技にすぎねぇ。……普通ならな」

　ガルビヤスは左右の手から生え伸びていた漆しつ黒こくの爪つめを切り離はなし、掌てのひらを頭上にかざす。

「オレの再現する闇闘技モンは、余技なんてモンじゃねぇぞ……！」

　そして、

「〝千夜を征く大隊ミリアアルマ〟ァッ!!」

　親友の闇闘技の名を、高らかに、誇ほこらしげに叫さけんだ。




　──誰よりも同どう胞ほうを大切にする……ガルビヤスとは、そういう至高の血族男だった。




　口では殺す殺すと言いながらも、ガルビヤスはストーカー家の誰よりもロドリオを尊敬していた。だからこそ、誰よりもロドリオの死を悲しみ、誰よりもロドリオの死を悼いたんだ。そして、誰よりも根っこの部分がロドリオに近しいゆえに、戦いという行こう為いに対する姿勢が誰よりも真しん摯しで……戦いによって父を、兄妹きようだいを、親友を失ったことに葛かつ藤とうを覚えていた。仇かたき討うちはガラじゃないと言いながらも、戦死した者たちの無念を晴らしてやりたいという想いが消えることはなかった。こちらから仕し掛かけておきながら同胞を殺されたことに恨うらみを抱いだくなど、戦いを冒ぼう瀆とくしているのではないかと思った。

　戦いを楽しむ自分、死んだ者たちの無念を晴らしてやりたいと思う自分、将なき今もなお地底で必死に戦っている同胞たちを捨て置けない自分……誰よりも自分のために戦うことを望んでいながら、その身に背負った〝絆もの〟を放ほうり出すことができない……だからこそ、ガルビヤスは背負ってしまうのだ。背負えてしまうのだ。

（いよいよ、負けられなくなっちまったな……）

　十影と睨み合う中、ガルビヤスは頭上に具現した、闇のオーラでできた騎士槍絆を摑つかみ取る。

（わりぃな……親父おやじ、ローラ。オレぁ不器用だからよぉ、〝闇を統べる者〟に至っても、よく知ってる奴ランスの闇闘技くれぇしか再現できねぇんだわ）

　まぁ、器用になったところでテメェらの闇闘技を再現できるとは思えねぇけどな──と、付け加え、騎士槍ランスを持つ手を極限まで引き絞りながら、突とつ進しん突づきの構えをとる。同時に、凄せい烈れつな気き迫はくを発し、これで終わらせるという意思を〝赤い剣鬼〟に叩たたきつける。こちらの意を汲くんだ〝赤い剣鬼〟が刀を収め、居合の構えをとったのを確かく認にんした瞬しゆん間かん、〝純黒の狼王〟の力を限界以上にまで引き出し、両の足に力を込める。そして、

「いくぜ、親友」

　騎士槍を引き絞る腕うでに、あらん限りの力を込めた瞬間、ガルビヤスは激げき烈れつな踏み込みで大地を割り、音すらも鈍どん重じゆうに見えるほどの速さで〝赤い剣鬼〟に突とつ貫かんした。







　刹那、十影の視界からガルビヤスの姿が消え、ほぼ同時に十影も地を蹴けり砕くだいて突貫する。〝絆血の共振レゾナンス〟でこれ以上ないほどにまで高められた視力でも追い切れないガルビヤスの速さに微み塵じんも臆おくすることなく、五感を総動員して迫せまりくる狼ろう王おうの姿を幻げん視し。柄つかを握る手に、あらん限りの力を込める。

　ガルビヤスと会話をしている時、〝絆血の共振〟で繫つながっているペスティの想いが伝わってきたことでロッド・ストーカーを倒したことを知り、紅蛇が死んだことを知った……。

　悲しみに充みち満ちたペスティの想いが、絶対に十影きみは死ぬなというペスティの願いが、十影の心をこれ以上ないほどに奮い立たせる。絶対に死なないと、絶対に生きて帰るとあらためてペスティに誓ちかう。

　この勝負、ガルビヤスが騎士槍ランスのリーチを活いかすつもりが全くないことを、十影は悟さとっていた。持てる力の全すべてを速さにつぎ込み、持てる想いの全てを騎士槍の穂ほ先さきに乗せる……それだけしか考えていない、恐おそろしく原始的で、恐ろしく愚ぐ直ちよくな刺し突とつをガルビヤスは繰くり出そうとしていた。けれどそれは、あらゆる技わざを、あらゆる闇闘技コンフリクトを凌りよう駕がしているという確信を抱かせるほどに恐ろしい、凄絶極きわまりない刺突だった。

　絶ぜつの奥伝〝至し天てん〟ではあまりにも遅すぎると判断した十影は、自身が持つ最速の一刀──瞬しゆんの奥伝〝煌こう月げつ〟を繰り出すことを決意する。

　互たがいの得物が届く間合いに入った瞬間、十影は鞘しよう中ちゆうの刀身を走らせ、ガルビヤスは引き絞っていた腕を解放する。

　転瞬、

　神速の居い合あい斬ぎりが、絶速の刺突が、全く同時に放たれた。

　直後、ランスと戦った時と比する集中力が──否いな、それをはるかに上回るほどに高められた集中力が時間の流れを圧縮し、十影を取り巻く世界を時が止まったかのように静止させる。

　十影の左胸には、騎士槍の穂先が触ふれていた。

　刀の切っ先は、ガルビヤスの体にはあと数センチ、届いていなかった。

　敗北が脳のう裏りをよぎり、絶望が心を塗ぬり潰つぶすも、

（まだだ……）
















　ひどく強ごう引いんに、ひどく傲ごう慢まんに、絶望を希望で上うわ塗ぬりし、

（まだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだああああああッ!!）

　目の前にいる男の親友があげた叫びと全く同じものを吐き出しながら、されど、その心には真逆の想おもいを込こめながら、十影は静止した時の中、極限を超こえて刀を振ふり抜ぬく。




　──大だい丈じよう夫ぶ。わたしがついてる。




　ペスティの声が耳を撫なでた瞬間、唐とう突とつに、静止していた時が動き出す。




　そして──




　騎士槍に貫つらぬかれた十影が、彼方かなたまで吹き飛ばされた。




　その手から滑すべり落ちた刀が地面を跳はね、十影自身も地面を跳ね、派手に転げた末に倒れ伏ふす。遅おくれて、左胸のあたりから流れ出た血が十影を血だまりに沈しずめた。

　刺突を繰り出した体勢のまま固まっていたガルビヤスは、その身を包んでいた〝純黒の狼王〟を消し去り、その手に持った〝千夜を征く大隊ランス〟をも消し去り、ゆっくりと刺突の体勢を解く。直後、




　ガルビヤスの体が袈け裟さ懸がけに裂さけ、血ち飛沫しぶきをあげた。




　十影以上に大きな血だまりをつくりながら、ガルビヤスは「大」の字になって仰ぎよう臥がする。

　入れ替かわるように、十影は刺さし貫つらぬかれた左肩を手で押さえながら、ゆっくりと立ち上がり、ゆっくりとガルビヤスのもとへ歩み寄る。

「チッ……オレの負け……かよ……」

　こちらを見下ろす十影勝者に向かって、ガルビヤスは悔くやしげに、苦しげに吐き捨てる。

「こっちは二人がかりだからな。勝って当然だ」

　ペスティの声が聞こえた時、十影はたしかに感じた。いつの間にか傍かたわらにいたペスティが一いつ緒しよに柄を握にぎり、一緒に刀を振るってくれたことで〝煌月〟をさらなる高みへと押し上げ、ガルビヤスの刺突を凌駕するほどの速さで刀を振り抜かせてくれたことを。

　刺突が十影の胸を貫くよりも先に〝煌月〟がガルビヤスを斬きり裂いた結果、刺突の軌き道どうがズレ、十影の胸を浅く抉えぐりながらも左肩に穂先が突き刺さり、かろうじて必殺の一いつ刺しを凌しのぐことができたのだ。

「バァカ……それを言ったら……最後はこっちも……二人がかりだった……つうの──ゴホッ!?　ゲホォッ!!」

　不敵に笑いながら言葉を紡つむいだ直後、激しく咳せき込み、口からおびただしい量の血を吐はき出す。もはや命が尽つきるまで幾許いくばくの時も残されてないことを悟ったのか、ガルビヤスは最後の力を振り絞しぼって十影に懇こん願がんする。

「頼たのみがある……テメェらにとっちゃ……今さらなに言ってんだって……話かもしれねぇが……白旗振ってる奴やつは……見み逃のがしてやってくれねぇか……？　頼……むわ……」

　この懇願を聞いて、ガルビヤスが戦意を失っている人間を見み逃のがしていたことを十影は思い出す。狼おおかみのように誇り高く、されど、同胞のためならば誇りを捨てて頭を下げることができるガルビヤスに心動かされた十影は、

「おれのできる範はん囲いになるが、それでも構わねえなら約束するよ」

「充じゆう分ぶん……だ……」

　そのためだけに死の淵ふちで踏ふみ止とどまっていたのか、約束を交かわした直後、ガルビヤスは眠ねむるように息を引き取った……。







　人工太陽の責苦に喘あえいでいた至高の血族スプリームブラツドたちは〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟を失ったことを知り、潰かい走そうを始めた。その際、至高の血族を追つい撃げきしようという声があがるも、いまだ数ではこちらが圧あつ倒とう的に負けているという〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟の弁もあって、当初の予定どおり、潰走する至高の血族の軍勢には手を出さず、そのまま撤てつ退たいさせることで落着した。

　斯かくして、クリアナと至高の血族の戦いは、クリアナの勝利という形で幕を閉じたのであった。








終章　これまでも、これからも









　至高の血族スプリームブラツドとの大おお戦いくさから二日後──

「クインのアホ、バカ、無む鉄てつ砲ぽう、向こう見ず……」

　ヒックヒックと嗚お咽えつを漏もらしながら呪じゆ詛その言葉を並べる、ペスティ。ベッドに寝ねかされていたクインはその言葉を、申し訳ないような、呆あきれているような、嬉うれしいような……複雑な感情がそのまま顔に出てきたような引きつりっぷりで、一言も言い返すことなく拝はい聴ちようしていた。

　現在ペスティとクインは、第一街区にある、ランスと戦ったあとに十とお影えいが治ち療りようを受けた病院のお世話になっていた。

　コートスに発見された時、四し肢しと脇わき腹ばらを貫かれて大量の血を失っていたクインは、いつ命が尽きてもおかしくない状じよう況きようにまで追い込まれていた。その報しらせを聞いた十影とペスティは、クリアナの防衛についていたはずのクインが地底都市に突とつ入にゆうしていたことも含ふくめてこれ以上ないほどに驚きよう愕がくし、これ以上ないほどに取り乱した。応急処置を済ませ、同じ血液型である十影の血を少しだけ輸血することでかろうじて命を繫ぎ止め、大急ぎでクリアナに戻もどったあとすぐにクインは病院に搬はん送そうされた。それから生死の境を彷徨さまよい、治療の甲か斐いあって容態が安定し始め……数時間前、ようやく意識を取り戻したのであった。

「わかったわかったわかりました！　本当に心の底から反省してますから勘かん弁べんしてくださいっ！」

　四肢を貫かれたためまともに身動きがとれないクインは、次々と吐き出される呪詛の言葉に、とうとう音を上げてしまう。そんなクインの叫さけびを無視して、ペスティは涙なみだ目めをそのままに「勘弁しないぞ、騙だまされないぞ、おっぱい分けてほしいぞ」と、さりげなく我が欲よくを織り交ぜながらも呪詛の言葉を吐き続けた。

　さらにしばらく呪詛の言葉を聞かされ続けていたクインだったが、病室の扉とびらをノックする音が聞こえた瞬しゆん間かん、天の助けだと言わんばかりに大喜びで「どうぞどうぞっ！」と、中に入るよう促うながす。病室に入ってきたのは、レジ袋ぶくろを引っさげた、先日自主退院したばかりの十影と、電磁狙撃銃レールライフルの入ったケースの代わりにフルーツの入ったバスケットを肩かたにかけたクラリタの二人だった。

「おおっ、クラリタ！　来てくれたのか！」

　涙目で呪詛の言葉を吐き続けていたペスティは、一転して笑え顔がおを浮うかべながらクラリタの来訪を歓かん迎げいする。

「クインが目を覚ましたって聞いたから、飛んできた」

　そう言ってクラリタは、ベッドの傍そばにあったキャビネットにバスケットを置いた。

「ありがとね、クラリタ……って、電磁狙撃銃は？」

「メンテナンス中」

　クインの疑問に、クラリタが相も変わらぬ感情のこもらない声こわ音ねで答えている間に、十影はレジ袋をベッドテーブルの上に置く。

「ほらよ。ご要望どおりプリン、買ってきてやったぞ」

「ありがとね、十影」

　ニッコリと笑って礼を言うクインに、十影はどこかうんざりとした、ため息で応じる。クインが意識を取り戻したという報を聞いて十影はペスティを連れてすぐに病室に駆かけつけ、なんの気なしに食べたい物はあるかと訊たずねた結果、売店までプリンを買いにパシらされるハメになってしまったのだ。

「そういえばさ、今回は十影、軽傷で済んでる感じなの？」

　頭に包帯を巻き、頰ほおにガーゼを貼はってはいるものの、意識不明の重体に追い込まれたロドリオ、ランス戦後に比べたら、外見上は軽傷に見えるかもしれないが、

「……ッ!?」

　ペスティに左肩を、クラリタに腹部を突つつかれた瞬間、十影は無言の悲鳴を上げながら悶もん絶ぜつする。やはりというべきか、ガルビヤスと戦って負った傷は、決して軽いものではなかった。

「どうして傷が癒いえていないのに退院したのだ」

「たぶん、ピンピンしてるクルススクさんに負けたくなかったんだと思う」

　どうやら図星だったらしく、「うるせえ」と反論する十影の声音には、いつもほどの覇は気きは感じられなかった。なお、人間の血を吸えば傷が塞ふさがるペスティは言わずもがな、ロッドに致ち死し量寸前まで血を吸われたことを除けば怪け我がらしい怪我を負っていなかったクラリタも、クルススクに負けず劣おとらずピンピンしていた。

　不意に十影のＰＤが振しん動どうし、画面を確かく認にんしてみると、

「どこかで話聞いてたんじゃねえだろうな？」

「もしかして、最高司令官から？」

　そう訊ねるクインに心底うんざりした首しゆ肯こうを返したあと、十影は通信に応じる。

『遅おそい。最高司令官の通信には、〇・一コール以内で応じるのが常識だろうが』

「んな常識はずれな常識聞いたことねえぞ。それより、なんの用だ？」

『これからのクリアナの防衛について話がある。ペスティ君を連れて今すぐエクイテスの本部に来い』

「……おれ、ちゃんと休きゆう暇か届け出したよな？」

『ああ、ちゃんと届いているぞ。承認はしなかったがな』

「鬼おにか!?」

『至高の血族から〝赤い剣鬼レツドオーガ〟と呼ばれていた男の台詞せりふとは思えんな。〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟を倒たおしたといっても、至高の血族の脅きよう威いを完全に払ふつ拭しよくできたわけではない。腑ふ抜ぬけるなら、破は壊かいされた全ての太陽塔ツリーが復旧されてからにしろ』

「……わかったよ」

　渋しぶ々しぶといった風ふ情ぜいで答えた瞬間、もう話すことはないと言わんばかりに通信が切れ、十影の口から深い深いため息が吐き出される。

「クラリタ、今暇ひまか？」

　十影の問いにコクリと首肯を返し、

「ボクの休暇届けはバッチリ通ってる」

「…………そうか。わりぃけど、クインのこと頼んでもいいか？」

「うん。今は、一人でいたくない気分だから」

　隠かくしきれない悲しみを滲にじませながら、クラリタは言う。大切な人を失った悲しみは一朝一いつ夕せきで拭ぬぐえるものではない……それがわかっていたからこそ、十影も、ペスティも、クインも、クラリタが一人でいたくない理由を訊ねるような真似まねはしなかった。

「十影、最高司令官は今すぐって言ってたけど、早く行かなくていいの？」

　クルススクの声の通りが良すぎるせいか、通信の内容をしっかり聞いていたクインが訊ねてくる。時間は指定されなかったが、待たせると何を言われるかわかったもんじゃないと思った十影は「帰りにまた顔を出す」と言い残し、ペスティとともに病院をあとにした。

　十影とペスティは西の空から差し込む茜あかね色いろの光に目を細めながら、第一街区の通りを歩いていく。第一街区には民家が一いつ軒けんもない上、誰だれも彼もが大おお戦いくさの事後処理に追われているせいか、通りには十影とペスティ以外の人ひと影かげは見当たらなかった。

「こんな時間に、こうして二人で歩いていると〝あの時〟のことを思い出すな」

「〝あの時〟？」

　と、十影が訊ねると、ペスティは少しずつ頰を紅潮させながら、訥とつ々とつと答える。

「十影が……わ、わたしのことを……こ、これっぽっち以上に……す、す、好きだと言ってくれた時のことだ！」

　言ってて恥はずかしくなってきたのか、最後の言葉はいやに早口だった。

　十影はしばし、ペスティの言葉の意味を反はん芻すうするも、

「あ……」

　ペスティが初めてクリアナに来た翌日、ペスティの母親を捜さがすために聞き込みをした帰りに、ペスティに向かってそのようなことを口走っていたことを思い出し、十影もまた頰を紅潮させながら、片手のひらで顔を覆おおって項うな垂だれる。

「なんでそんなこと憶おぼえてんだよ……」

「あ、あんなことを言われたら、忘れる方が難しいと思うぞっ」

　会話の内容のせいか、気がつけば、二人は揃そろって足を止めていた。

「と、と、十影は……今も……これっぽっち以上に、わたしのことが……す、す、好き……なのか？」

　なけなしの勇気を振ふり絞しぼり、顔を真っ赤にしながら訊ねる、ペスティ。

　求められている答えは〝あの時〟と同じでも、お互たがいに自覚すらなかった〝あの時〟とは二人の内にある想おもいが大きく異なっているため、十影はすぐには答えることができなかった。顔色がいよいよペスティと同じ濃こさになったころ、十影は意を決して口を開く。

「す、好きに……決まってんだろ……」

「じょ、冗じよう談だんでは、ないのだな？」

「さ、さすがに冗談で、んなこと言わねえよ」

「な、ならば、アレだな。先さき程ほどのアレは、友達として、す、好きだと言ったのだな？」

　微び妙みように嚙かみ合ってない質問を返されて十影は眉まゆをひそめるも、ペスティの双そう眸ぼうに、どこかいたずらっぽい輝かがやきが揺ゆらめいていることに気づき…………〝あの時〟に話していたことを完かん璧ぺきに思い出す。

　十影は赤い顔をそのままに、されど、頰に余よ裕ゆうの笑みを刻みながら、事もなげに答えた。

「『そいつはどうだろうな』」

　こちらの意図に気づいてくれたことが嬉しいのか、ペスティは破顔しながらも、ビシッと十影を指で差し、ノリノリで〝あの時〟と同じ言葉を叫んだ。

「『それならば！　母様が見つかって、わたしがきみの家を出て行く時は！　きみはさぞかし！　寂さびしくて！　侘わびしくて！　居た堪たまれない気持ちになるのであろうなっ!!』」

「『かもな』」

　そこまで言ったところで二人は堪こらえきれなくなり、声をあげて笑ってしまう。

「存外憶えてるもんだな」

「うむうむっ。そうだなっ。よくぞ憶えていた、十影っ」

　自分は憶えていて当然だと言わんばかりに、無む駄だに偉えらそうにのたまうペスティがあまりにもおかしくて、十影はますます大笑いしてしまう。ペスティもまた、なんで十影が大笑いしているのかもわからないまま、つられて笑い声を大きくしてしまう。

　ひとしきり笑ったあと、他ほかにもなにか〝あの時〟のことを思い出したのか、ペスティは急にモジモジしながら訊ねてくる。

「そういえば……その……今も……〝あの時〟のように……いい雰ふん囲い気きだとは思わぬか？」

　言われてみれば、夕空の下、誰もいない通りを二人だけで歩いているのは確かにいい雰囲気だな──と、思っていると、

「と、十影……わ、わたしは……この雰囲気で……キ、キ、キスがしたい……ぞ……」

　絶ぜつの奥おく伝でん〝至し天てん〟を思わせる、ペスティ最大最速の一刀で斬きりつけられ、血の代わりに噴ふき出した羞しゆう恥ちの赤が、再び十影の顔を真しん紅くに染める。

「わ、わたしは……ちゃんと二人とも憶えているキスがしたいぞっ!!」

　先程絞り出した、なけなしの勇気を恋こいの炎ほのおで燃やし尽つくし、力の限り叫さけぶ。

　今までのキスは、十影、ペスティのどちらかが気を失っていたため、二人の思い出として残ることはなかった。おまけに、そのキスに関してはクインに先を越こされているものだから……ペスティがこうも強ごう引いんにキスをせがむのは必然だと言えた。
















　そして、沈ちん黙もくが下りるのもまた、必然だった。

　見つめ合う二人の顔はもはや夕焼けよりも赤く染まっており、相手に聞こえてしまうのではないかと思えるほどに、二人の心臓は強く強く脈打っていた。

　十影は無言で、ペスティの肩かたに両手を添そえる。一いつ瞬しゆんペスティの体が驚おどろきと喜びで震ふるえるも、唇くちびるを引き結び、十影と同じように無言を貫つらぬいた。言葉はいらない──などという気の利きいた理由ではない。ただ単純に、二人揃って声を発せられないほどにまで余裕をなくしているだけだった。

　このまましていいのか？──と、十影は自問する。そう問いかけた心が返したのは「ちゃんとペスティとキスがしたい」という、自分で自分が情けなくなるほどに欲よつ求きゆう丸出しな答えだった。

　ペスティの唇に吸い寄せられるように、少しずつ顔を近づける。見つめ合っているのが恥ずかしくなったのか、それとも十影に全すべてを委ゆだねることにしたのか、ペスティはキュッと瞳ひとみを閉じる。そして、二人は唇と唇を重ね──




　ヴィィィィィィ──────ン…………




　──る寸前に、雰囲気、情じよう緒ちよ、風情の一いつ切さい合切をぶち壊こわす振動が二人を襲おそう。十影とペスティは弾はじかれるように離はなれながらも、揃って懐ふところからＰＤを取り出し、画面を確認してみる。二人のＰＤには、クラリタの名前が表示されていた。まさかクインの容態が急変したのではと思い、十影とペスティは慌あわててクラリタのグループ通信に応じると、

『抜ぬけ駆がけはよくないよ』

　いつもどおりの無感情な声こわ音ねでそんなことを言われ、十影とペスティの目が点になる。

『クインが動けない間に勝負がついたら、見ているボクが面おも白しろくない』

　サラッとろくでもないことを口走る、クラリタ。その言葉の意味を理解した瞬しゆん間かん、十影とペスティは揃って、赤くなっていた顔を青ざめさせる。

「クラリタお前なんつうくだらねえことに〝天網の義眼クラリウイデンス〟使ってんだ!?」

『くだらなくないっ!!』

　ＰＤから、クラリタの代わりにクインの涙なみだ声ごえが飛び出し、十影とペスティはまたまた揃って狼ろう狽ばいを露あらわにする。

『もうや──だ──っ!!　絶対に二人きりになんかさせないぃっ!!　今からあたしもそっちに行くぅっ!!』

「ま、待つのだクインっ!!　その体でどうやってこっちに──」

『車くるま椅い子す、借りてこよっか？』

「ククククラリタっ!?　そそそれはいかんぞっ!!」

「つうか、マジで容態が悪くなったらどうすんだよッ!?」

　慌てに慌てた二人の叫び声が夕空にこだまする。二人の声音は、とても必死で、余裕の欠片かけらもなくて、それでいて、楽しげな響ひびきに充みち満ちていた。

　十影、ペスティ、クインの居場所。

　今や在ることが当たり前となった居場所。

　三人の恋の行方ゆくえ次し第だいでは、第四者の介かい入にゆう次第では、あるいは、変化が訪おとずれるのかもしれない。けれど、変化はすれど、居場所がなくなることは決してない。これまでも、これからも在り続ける……十影たちが求め、見つけ、育はぐくみ、護まもりきったのは、そんな居場所なのだから。
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　本書をお買い上げいただいた皆みな々みな様さまおはこんばちは、亜あ逸いつです。

　のっけからオッサンにしかわからないネタをぶち込みました、亜逸です。

　一巻、二巻を書き上げた後は、本当に面おも白しろいものが書けたのだろうか？──と、疑ぎ心しん暗あん鬼きになったりならなかったりしていた亜逸ですが、この三巻を書き上げた後は面白いものが書けたのではないかという手て応ごたえを感じました（ギッチギチに詰つめ込んでいることから目を逸そらしながら）。この手応えが気のせいではないことを、本書を手に取った皆々様に楽しんでいただけることを祈いのっとります（ギッチギチに～略）。




　さて、恒こう例れいとなっているページ数稼──ゲフンゲフン、キャラクター小話ですが、前巻で語るべきキャラを粗あら方かた語ってしまったので、つくるだけつくったけど全く出番がこなかったキャラについて語っていこうと思います。




○ケルナ・テレス

　例によって、なんやかんやで出番がなかったケルナちゃん。あとがきのアイドルとしての地位を確立しつつあるケルナちゃんの明日はどっちだ（他人事）。設定上はボーイッシュな感じで、兄であるコートスに対して、ツ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………ンデレな一面を見せる、かわいい（？）妹さんです。




○マクロ・ランティス

　クルススク初登場時のかませを務める予定だった、エクイテスナンバー３の実力者。

　※但ただし、ナンバー１、２を争っている十とお影えい、クルススクに比べたら実力は数段劣おとる。

　二巻で新キャラがわんさか出た煽あおりを受けて無事出番消しよう滅めつ。




○エリクール・ザイード・ベリクトリス

　自じ称しようエリザベス。白衣をパッツンパッツンに着こなすマッチョオカマで、ＢビーＩアイやらなんやらの研究、開発をしている主任的なバケモノ。マッチョは伊達だてではなく、なにげに下手な兵士よりも強かったりする。二巻で新キャラがわんさか出た煽りを受けるまでもなく、どこで出せばいいのかわからなかったため無事出番消滅（笑）。




　続けて謝辞をば。

　ギリギリまでスケジュールを調整していただいたりと、毎度のことながらなにかとお手数かけてしまった担当編集様。相も変わらず、かっこよくて、かわいくて、エロくて、素晴らしいイラストを手がけてくれた、ゆらん様。そして、本書に関かかわった皆々様に、多大なる感謝と御お礼れいを述べさせていただきます。




　さて、今巻で「イグニッション・ブラッド」の物語は一区切りとなります。奇き跡せき的に全巻重版とかにならない限りは、次に皆々様とお会いできるのは新作で──という形になると思います（白目）。あと、前巻でうっかり紹しよう介かいし忘れてしまいましたが、「イグニッション・ブラッド」のＳＳをカクヨムとピクシブにアップしていますので、興味のある方は是ぜ非ひとも覗のぞいてみてください。

　では、またお会いする機会があったその時は、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。
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亜逸

●あいつ



第28回ファンタジア大賞銀賞を受賞。本作でデビュー。イカはいかん。タコは高うつく。鮭も避けたいところだ。久しぶりに鰤が食べたいが、味わい深い鯵と鯛も捨てがたい。イクラの値段がいくらなのかも気になる。鱈では足らんし、ハマチは待ちきれないから、とりあえず鯖を捌いて、アサリを漁り、ウニを購入しよう。
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